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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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インバース教育委員会










　某ぼう月某日。路ろ銀ぎんが尽つきた。


「どぉすんのよ！　リナっ！」


「どーすんの、じゃないでしょーがっ！　そもそもナーガっ！　あんたがきのう、『前祝い』なんぞと称して、ジョッキ入りブランデーなんぞかぽかぽおかわりするからでしょーがっ！」


「ふっ！　笑わせないでねリナ ＝ インバース！　『まとまった金が入るはずだからぱぁっとやりましょ』なんて言ったのはどこの誰だれだったかしらね!?」


「あっ！　あれはっ……！　ま……まさか盗とう賊ぞく団だんが引っ越ししちゃってるなんて思わなかったから……」


　弱気になったら負けとは知りつつ、思わず小声になるあたし。


　とある村はずれの森の中。


　手ぶらで宿へと帰き還かんの途と中ちゆう。


　盗賊団のかくれ家ががあり、がっぽりため込んでるはずと、風の噂うわさに聞きおよび、にこにこ顔で出向いてみれば、アジトはとうにもぬけのカラで、銅貨一枚落ちてはいない。


　あああっ！　せっかく思いっきし壊かい滅めつさせてあげよーと思ってたのにぃぃっ！　盗賊団よ！　引っ越してしまうとはなにごとだっ!?


「ほーっほっほっほっ！　下しらべもせず、単なる噂にたよってるからこうなるのよっ！　どう？　思い知って？」


「『思い知って』じゃないでしょーがっ！


　……だいいちナーガ、あんただって明日あしたから……いーえっ、今晩からでも食べるのに困ることになるのよっ！」


「うっ……！　それを言われるとっ……


　そうだわリナ！　宿にあるあんたの荷物の中から、金目のもの売っ払って……」


「却きやつ下か」


「ふっ……あいかわらず心が狭せまいわね……」


「狭い広いの問題じゃないでしょーがっ！


　ひとの財力ばっかし頼たよってっ！……たまには、自分でしごとを探してくるとか何とかしなさいよっ！」


　むろん──


　このあとあたしは、いきおいで言ったこのセリフを大いに後こう悔かいすることになったのだった……





「ほーっほっほっほっほ！　ついに見つけて来たわよリナ ＝ インバース！　おいしいしごとをねっ！」


　ナーガのバカ笑いが響ひびき渡ったのはその翌よく日じつ。宿代をさいそくしに来たおっちゃんに、あたしが苦しいいいわけを並べ立てていた時のことだった。


「……し……しご……と……？」


　顔をひきつらせるあたしを無視し、ナーガは宿のおやじさんの肩をばべしっ！　と叩たたきつつ、


「ふっ！　この白蛇サーペントのナーガにお任まかせなさい！　今回のしごとが終わったら、宿賃なんか、利子つけて払ってあげるわよ！」


「……ほ……ほんとーですか……？」


　ロコツな疑うたがいの表情を浮かべつつ、つぶやく宿のおやじさん。


「ふっ！　このわたしのプライドにかけてねっ！」


　あるのかお前に。プライドが。


　彼女のセリフに、おやじさんはますます不安げになるが、さすがに彼女に反はん論ろんするほどの根こん性じようはないらしく、何やらぶつぶつ言いつつも、しかたなしに引き下がる。


「ふっ。さあ、リナ、それじゃあさっそくしごとの話よ！　実はもう、依い頼らい人にんは下に来てるのよ」


　とめどなく不吉なモノを感じつつも、宿のおやじさんの手前もあるし、あたしはしぶしぶナーガについて、下へと降りて行ったのだった。





「実は相談と申しますのも他ではござーませんですのよ。たくの息子むすこのジェフリーちゃんを男にしてやってほしいんですのよ。ホホホホホホホホホ」


　あたしとナーガが席につくなり、問もん答どう無む用ようの高こう周しゆう波はが、あたしの耳を直ちよく撃げきする！


　……ど……どひぇぇぇぇっ……


　おそらく四十前後だろう。やや小太りで、両手の指にはこれ見よがしに、余すところなくキンキラの指輪っ！


　間ま違ちがいない。


　これこそが噂に名高い、混こん沌とんと不快とを世に撒まき散らすためだけに生を受けたと言われている、あの伝説の『自称　良家の奥様』とゆー奴やつに違いないっ！


　こーゆーのとだけは決してかかわり合いになるな。


　あたしの郷く里にの姉ちゃんでさえ、顔色を青ざめさせながら、よくあたしにそう語ったもんだった。
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「……あ……あのー……」


　それでもなんとか、おそるおそる口を開くあたし。


「息子さんを男にする……って……そこのナーガ、そんなかっこうしてはいますけど、そーゆー商売じゃないんですけど……」


「んまぁぁぁぁぁっ！　なんってゆぅことををっ!?」


　何やらツッコミを入れかかったナーガよりも一いつ瞬しゆん早く、おばさんはふたたびかん高い声を上げる。


「誰がうちのかわいいジェフリーちゃんにそんな汚けがらわしいことをさせるもんですかっ！　そもそもうちのジェフリーちゃんは……」


　かくて。


　おばさんの高周波攻撃は、ひたすらえんえんと続いたのだった。





「……ふっ……なかなかいいしごとでしょ。リナ」


「……うぴー……ぽー……」


「あれだけのことでなんと金貨が三十枚ずつ！　ほーっほっほっほ！　自分で探して来たとはいえ、なんておいしいし・ご・と！」


「……てむー……わひー……」


「ちょっとリナ！　あんたひとの話聞いてんのっ!?」


「……ぷひー……あー……いやちょっと……あのひとの高周波攻撃にさらされたダメージがまだ……けどナーガ、あんたよく平気ね……あたしなんか頭痛くって……」


「ふっ。まだまだ甘いわね。リナ」


　ナーガは髪かみをばさり、とかき上げ、いつもの胸はるキメポーズ。


「わたしなんて、最初あのひとと話した時、思わずもどしちゃったのよっ！」


　……いばるな……頼むから……


「──なんならその時のくわしい話、してあげましょうか？」


「……いい……やめて……おねがひ……」


　あのおばさん──確かジョセフィーヌとかいうくそたわけた名前だったと思うけど、その高笑いがなんともこたえる。


　ナーガの高笑いは頭にひびくだけなのだが、ジョセフィーヌさんのそれは、のーみその芯しんがマヒするよーな感覚がある。


　……バッド・トリップってぇのはあーゆー感じなのかもしんない……


　彼女の依い頼らいの内容をセリフそのままに述べることは精神衛生上避さけるが、とにかく、彼女の息子のジェフリーとかゆーのが、大きな町へ出て城しろ仕づかえの騎き士しになりたがっている、とゆーことなのだが、なにしろそーいった経験が皆かい無む。コネと金とで仕官させることはできるが、それでは同どう僚りようにいぢめ倒されるのが目に見えている。


　そこで──である。


　あたしとナーガのサポートのもと、実戦教育をかねて、こっちの方で、盗賊団を倒すとかして、すこしは箔はくをつけておこう、とゆーのである。


　むろん手て柄がらはジェフリーくんのひとりじめ。依頼料の金貨百枚は、他た言ごん無用の口止め料込みである。


　はっきし言って、サイテェ極きわまる依頼だった。


「……けどナーガ、なんだってこんな腐くされた依頼取ってきたのよっ！　いくらなんだってこんなしごと、うけるつもりはないわよっ！


　あたしはっ！」


　しかしあたしのことばに、ナーガはきょとんっ、とした表情で、


「……何言ってんのよリナ。あんたさっき自分の口で、引き受ける、って言ったじゃない」


「……へ……？」


　……んと……んと？


「……そーいえば……もぉいーかげん話を聞くのもヤになってきて、てきとーにあいづち打ってたけど……ひょっとして……？」


　あたしのすがるような視線を受けながら、しかしナーガは沈ちん痛つうな表情で、しずかにこっくりとうなずいたのだった。





「こんにちは。ジェフリー ＝ メイルスターです」


　翌日──


　食堂で定食を食べ散らかしていたあたしとナーガの前に現われたのは、としの頃ころなら二は十た歳ち前後の青年だった。


　男性にしてはやや背が低く、ひょろり、とした感じである。


　騎士志望とゆーよりも、不ふ健けん康こうな駆かけ出し魔道士と言った方が、イメージとしてはぴったし。


　……なるほど……確かに騎士団なんぞに入った日にゃあ、イジメまくられそーなタイプではある。


「あなたたちといっしょに悪人を退たい治じするように、ってママに言われたんですけど……」


　……ママ……ってあんたねぇ……


　ちなみにこの悪人とゆーのももちろん、ジョセフィーヌおばさんが金でやとったサクラで、てきとーにてごわく、しかしてきとーにやられててきとーに逃げ出すことになっている。むろんジェフリーは知らないが。


　場所は、あたしたちがスカを食らった、盗賊団の元アジト。


　あたしとナーガもそれぞれに、自じ己こ紹しよう介かいをすませてから、


「それじゃあまず打ちあわせ、ってことだけど……」


　口もとに香茶を運びつつ、あたしは、テーブルの向かいに座すわったジェフリーに聞く。


「まず、あなたの腕のほうぷぅぅぅぅっ！」


　思わず香茶をふき出しそうになるのを、あたしはすんでのところでこらえた。


　ジェフリーのかなり後ろ。店の入り口にある植木の陰に見え隠かくれする、ロコツに怪あやしい人影はっ！


　……ジ……ジョセフィーヌさん……だろう。たぶん。


　たぶん、というのはほかでもない。彼女、頭にすっぽりと、覆ふく面めんをかぶっていたりするのだ。
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　……じ……自分の子供が心配だとゆーのはわからんでもないが、それは怪しすぎるぞ……いくらなんでも……


「……どうかしましたか？　リナさん」


　尋たずねるジェフリーに、あたしはあわてて手を振りながら、


「なっ！　なっ！　なんでもないっ！　ちょっと香茶飲んでてむせただけよっ！


　……それよりっ！　と……ともかくあたしたちとしては、あなたの実力ってぇものを知っておきたいわけよ。まず間ま違ちがいなく相手の数はあたしたちより多いわ。となれば作戦が必要なわけだけど、それにはやっぱし自分たちの総合的な実力とゆーものを知っておくことが必ひつ要ようよ」


　むろん──


　たとえ相手がサクラではなく本モノの盗賊団であろうとも、戦士にして魔道士たるこのあたし、リナ ＝ インバースの敵ではない。


　作戦もミもフタもなしに、攻撃呪じゆ文もんぶちかまし続けるだけで、相手は壊かい滅めつしてくれる。


　しかし今回のしごとの目的は、あくまでもジェフリーのサポート。彼に自信をつけさせ、なおかつ実戦でのノウハウとゆーものも教え込まなければいけない。


「ご安心ください。どんな敵がどれほど出て来たとしても、僕がこの剣で片かたっ端ぱしからたたっ斬きってみせますから」


　胸を張り、腰の細剣レイピアに手を置くジェフリーくん。


「なかなかたいした自信ね……でも、実戦経験ないって話だったし、その自信はどっから来るわけ？」


「それはもちろん！」


　あたしの問いに、ジェフリーくんは堂どう々どうと、


「ママが『お前なら大だい丈じよう夫ぶだ』って保ほ証しようしてくれましたから！」


　あたしは思わず頭を抱かかえ、ナーガは鼻先で、彼のことばを笑いとばす。


「ふっ！　まだまだ甘いわねっ！　ぼうや！　身み内うちが何と言ったところで、そこにはひいき目ってもんがあるわっ！　母親が何と言おうとヘボはヘ……」





　ぼぐぉっ。





　いきなし後頭部を襲おそう、こん棒の一撃に、まともにテーブルにつっ伏ぷすナーガ！


　その後ろには言うまでもない。こん棒片手に覆面かぶり、肩で息するジョセフィーヌさん。


「ジェフリーちゃんの悪口はこのあたくしが許ゆるしませんっ！　ジェフリーちゃんの剣のうでは、それはもうみごとなものなんですからっ！」
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　……いや……あのな……おばはん……


「……あの……失礼ですけどあなたは？」


　おずおずと彼女に尋ねるジェフリーくん。


　……気づけよ……お前……


　ジョセフィーヌさん、はたはたはたっ、と手を振りながら、


「あーらやだわあたくしったら！　お気になさらないでちょーだいな。ただの通りすがりの者ですから。ホホホホホホホホホホホホホホ！　それじゃああたくしはこれでっ！」


　言うなりすたすたと立ち去り、ロコツな動作でふたたび植木の陰に隠れる。


　…………


　しばらくの沈黙ののち、ジェフリーくん、へーぜんとした口く調ちようで、


「……どうやらただの通りすがりの人だったみたいですね」


「……あんた……それ本気で言ってるわけ……？」


　思わず問いかけるあたし。


　しかし彼は、それがさも当然であるかのように、


「ほら、昔からよくあるじゃあありませんか。何かあるごとに覆面の通行人が出てきて、誰かをたたき倒して去っていく、ってこと」


　……あのおばはん……昔っからこんなことやってたのか……


「……ふつーないわよ……そーゆーことは……」


　果はてしない疲ひ労ろう感に耐たえながらもつぶやくあたし。


「えー？　そうですか？　するとあれって、このあたりだけの風習なんでしょうねぇ」


　……違うってば……


　しかしむろんこの時、あたしには、口に出して反論するだけの気力すらも残ってはいなかった。





「──そろそろのはずだから。用心してね」


「ほーっほっほっほ！　このげぐぅっ！」


　あたしのことばにやおら高笑いをはじめたナーガを問答無用で蹴けり倒す。


「相手がおおぜいの場合は奇き襲しゆうが原則よ。まちがっても今みたいに高笑いを上げたりしないこと」


　あたしのことばにうなずくジェフリー。


「……別にいいじゃないの……盗賊団のひとつやふたつ、あんたとわたしが……」


「あのねぇっ」


　抗こう議ぎの声を上げるナーガの耳もとで、あたしはジェフリーには聞こえないように、


「……あんたとあたしが活躍してどーすんのよっ!?　今回の目的、忘れてんじゃないでしょーねっ!?」


「……あ……そうか……」


「何を話してらっしゃるんです？」


「あ、ちょっとね」


　ジェフリーの問いをかるくはぐらかし、


「ところでジェフリー、この状じよう況きようで、もしあなただったらどういう作戦立てる？　ちなみにあたしは魔道も剣も使える、ナーガは魔道オンリーだという状況設定として」


「そうですね……僕なら……」


　彼はしばし瞑めい黙もくし、


「名乗りを上げて正面から突っ込んで、なみいるザコをばったばったと斬きり倒し、まさに怒ど濤とうの快進撃！　しかし盗賊団の首領は卑ひ劣れつにも、リナさんを人ひと質じちに取るんです。けど僕のとっさの機き転てんでリナさんを救すくい出し、盗賊団のボスをうち負かすんです。けれど決して殺さない。盗賊たちは改かい心しんし、僕は一いち躍やく有名人！　というのはどうです！」
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「……ど……どーです……ってあんたねぇ……そーゆーのはふつー作戦って言わないよーな気が……」


「ちょっと待ってよ。そうするとわたしの見せ場、ってのはどうなるわけ？」


　横からわけのわからん抗こう議ぎの声を上げるナーガ。


「もちろんあります」


　言ってうなずくジェフリーくん。


「実はナーガさんは、僕の力をおそれた盗賊たちがあらかじめ手配しておいたスパイで、そのせいで僕はピンチに陥おちいるんですけど、やはり改心したナーガさんは、僕を助けて、結局は自じ害がいしてしまうんです。今回の作戦でいちばん盛り上がるところです！」


「よぉっし採さい用ようっ！　ナーガが自害するってぇのが気に入ったわっ！」


「ちょっとリナっ！　勝手に採用しないでよっ！　なんでわたしが……いやそれ以前にねぇ、ぼうや、そんなもの作戦でも何でもないわっ！　三流吟ぎん遊ゆう詩し人じんの……」


「三流とはなにごとですかぁぁっ！」





　だごしぃっ！





　やおらどこからともなく出てきた、覆面ジョセフィーヌさんが放った、後頭部へのメイスの一撃で、またもやぶち倒れるナーガ。


　……おばはん……ここまで来るか……？


「ジェフリーちゃんは昔から、とぉぉってもかしこい子だったのよっ！　その立てた作戦がまちがってるはずがありませんのじゃなくって!?　そうでしょっ！」


　言うだけ言った彼女は、ジェフリーの視線に気づくと、


「あ、お気になさらないでください。あたくし、ただの通りすがりですから。ホホホホホホホホ！　それでは失礼しますわねっ！」


　言ってふたたび、近くの木の陰に姿を隠す。


　ジェフリーくん、ややおどろいたような表情で、


「……こんな所を旅してるひとっていうのもいるんですね……」


「……あんた……それ、本気で言ってんの」


「……何か不自然なことでも？」


　…………


　おもいっきしツッコミたいところだが、へたなセリフを吐はけば、ジョセフィーヌさんの攻撃が飛んでくるのはわかりきってるし……


「……一体何だったの？　今の？」


　いつものごとく、いつのまにやら復活したナーガがあたしに問いかける。


「……気をつけて……あたりにジョセフィーヌさんが隠れてるわよ。へたにジェフリーけなしたりしたら後頭部を一撃だかんね……」


　こっそりつぶやくあたしのことばに、さすがに顔をひきつらせるナーガ。


「……けどまさかあんた、さっきのジェフリーの作戦、ほんっきで採用するつもりじゃないでしょーね……」


　小声であたしにつぶやく彼女。


「ンなわけないでしょ」


　と、あたしはここで、声をふつーのトーンに戻し、


「……あー、ジェフリー、確かにいまのあなたの『作戦』もなかなかナイスだけど……」


　あたしは、どこかに隠れ潜ひそむジョセフィーヌさんを刺し激げきしないよう、慎しん重ちようにことばを選びつつ、


「けど、あたしやナーガも活躍した方が、すこしは役に立つはずでしょ。せっかく攻撃呪文が使えるんだし、まずは敵のアジトに攻撃呪文をかけて、敵が混乱したところで、突っ込んでいって攻撃する、ってのがいいと思うの」


「──なるほど」


　ぽんっ、と手を打つジェフリーくん。


「僕の案をすこし改良した、というわけですね」


　……あれのどこがどう『少し』改良すればこーなる？


　ツッコミたいのをこらえるあたしに、そっと耳打ちするナーガ。


「……運がよかったわね、リナ」


「何のことよ？」


「……気づいてなかったの？　ジェフリーの『なるほど』があと一瞬遅おくれてたら、ジョセフィーヌさんのフレイルが、あんたの頭にめり込んでたはずよ」


「……[image: ]っ……!?」


　背すじを冷たいものが走る。


　……い……いったいいつの間にっ!?


　あたしに気け配はいを感じさせぬとは、おそるべしっ！　ジョセフィーヌさんっ！


　などとやっているそのうちに──


「おいっ！　お前らっ！　どこへ行くっ！」


　あたしたちはしっかり、『敵』の見はりに発見されていたのだった。





　現われたのは男がふたり、いかにも悪党づらした、野や盗とう然ぜんたる連中である。


　どこで見つけて来たのかは知らないが、なかなかナイスなキャスティング。


「ゆくぞっ！　悪党っ！」


　言うなりやおら、腰の細剣レイピアひっこ抜き、問答無用で切りかかるジェフリー。


　むろんさっきの作戦なんぞ、頭のスミにももうあるまい。


「とぅっ！」


　銀の光が空くうを切る。


　……空だけを。


　へたくそ……


　のどもとまで出かかる声をあたしはなんとかおさえこむ。


　スピード・パワー・タイミング、すべてが全くなってない。


　盗賊役のサクラも、あまりのヘタさかげんに、当たってやる気も起きないのか、小ばかにしたような笑みをうかべたままで、ひょいひょいとかるく身をかわしている。


　しばらく剣を無意味にぶん回しつづけたあと、ジェフリーくん、肩で息なんぞつきながら、


「……おのれっ、なかなかやるなっ！　この僕を手こずらせるとは、さてはかなり名のある戦士だなっ！」


　ジェフリーのことばに、ロコツにばかにした笑みを浮かべた男ふたり。


「へっ。バカ言ってんじゃねーよ。このヘタクソ」





　ごぎがんっ！





　その瞬間。


　またまた出てきたジョセフィーヌの、モーニング・スターの一撃で、あっさりぶち倒れるサクラたち。


　あ。ぴくぴくしてる。


　……ちょっと……痛そーなんですけど……


「ジェフリーちゃんになぁぁんてこと言うんですかあなたたちはっ!?　ちゃんと当たってあげなさいっ！　それが親切というもんじゃなくって!?　ちなみにあたくしはただの通行人ですからねっ！」


　言ってまたもや身を隠す。


　ジェフリーは、あたしたちの方ににっこりほほえみかけると、


「まあ、僕が本気をだせばざっとこんなもんです」


　何が一体どんなもんなんだ……


　むろん口に出してはツッコめないが。


「さあっ！　行きましょうっ！　敵のアジトは近くですっ！」


　ジェフリーは、無意味に元気な声をはり上げたのだった。





「てめぇらが来たってことは……ふたりはやられちまったらしいな……」


　開口一番そう言ったのは、おそらく連中のボス役だろう。いかにもキョーアクそうなつらがまえの男。


　あたしたち三人（プラス一）がアジトに着いたその時には、すでにサクラたちが表で待ちかまえていた。


　……なるほど。見はりは実は三人組。うちのふたりが足止めをして、ひとりがアジトに知らせに帰った、とゆー設定か。


　なかなかリアルな役作りである。


「ひょっとしててめぇら……あいつらを助けに来たってわけか？」


「あいつら？」


　思わずあたしは問いかえす。


　人ひと質じちがいる、などとゆー状じよう況きよう設定にでもしたんだろーか？


　別にそこまでコる必要はないと思うが……


　かまわず話を続ける首領役。


「おれたちが帰ってみりゃあ、変なちんぴら連中が五、六人、アジトでのさばってやがる。とりあえずふん縛じばって奥に転ころがしといたが……知りあいじゃねぇのか？」


　……おい……ちょっと待て……


「……あの……ひょっとして……」


　おずおずとあたしは尋ねる。


「あんたたち……本物の盗賊団なわけ？」


「ハッ。にせものの盗賊団なんてやる奴いるのかよ!?」


　……なるほど……


　どうやらこの盗賊たち、しばらくどこかへ移動してたにすぎないらしい。そのるすに、ジョセフィーヌさんのニセ盗賊団が待たい機きしていたところ、おり悪あしく連中が帰ってきた、ということか。


「用がないならとっとと帰んな──と言いたいところだが、仲間を二人倒されちゃあ、このまま見み逃のがすわけにもいくまい」


　言ってずらりっ、と腰こしの円月刀シミターを引き抜く首領。


「笑わせるなっ！」


　朗ろう々ろうたる声をはり上げたのは、言うまでもなくジェフリーぼっちゃん。


「なんだかよく事情はわからんが、お前たち悪党ごとき、僕の細剣レイピア一本で十分っ！　覚かく悟ごしろっ！」


　言って問答無用で突っ込んで行く！


　あほかぁぁいっ！　あんたのウデで一体何ができるっ!?


「とぅおっ！」


　あんのじょう、ジェフリーのくりだす剣のことごとくは、あっさりと首領の剣にはじかれる。


「へへへっ！　どうしたい！　デカい口をたたいたわりにはまるっきしのヘタクソじゃねえか！」


「ジェフリーちゃんになんてこと言うんですかぁぁっ！」


　だがしかし、とび出してきたジョセフィーヌさんのウォーハンマーが、首領の頭を砕くだくより早く、別のひとりがそれを防ぐ。


「お離はなしなさいっ！　まーったく失礼なんですからっ！　これだから教きよう養ようのないひとは……」


「黙だまらせろ」


　首領のひとことに、盗賊のひとりが彼女にあて身をくらわせる。


「ぐっ……」


「ああっ！　通りすがりの通行人さんっ！」


　声を上げるジェフリー。


「……なんなんだ？　この女……あつっ！」


　てきとーに剣を受けていた首領の注意がそれたその一瞬、ジェフリーの剣が偶ぐう然ぜんにも、首領の頰ほほを浅く切る。


　つぃっ、と流れるまっ赤な血。


　ちょっと待てっ！　血はマヅいっ！　思った時にはもう遅い。


『……はぅっ。』


　声をハモらせ、同時に倒れるナーガとジェフリー。


「あんたが倒れてどーすんのよっ!?」


　聞こえてないとは知りつつも、思わずジェフリーにむかってツッコミを入れるあたし。


　……しかたないなぁ……


「……なんだかよくわからんが、残るのはお前ひとりだぞ。……さあ、どうする!?」


「火炎球フアイアー・ボール」





　だどごぉぉぉんっ！





『だわぁぁぁぁぁぁっ!?』


　あたしの放った火炎球フアイアー・ボールの一発で、後ろにいたザコたちの大半がいきなり吹っ飛ぶ。


「なっ!?　なんだなんだっ!?」


　首領があわてふためくうちに、あたしは呪文の第二弾。


「炎の矢フレア・アロー！」


　盗賊たちはもはや完全にパニックに陥っている。


「ほーっほっほっほ！　全まつたく、たわいないもんね！」


　またまたいつの間にやら復活し、高笑いを上げるナーガ。


「あんたは何もやってないでしょーがっ！」


「今からやるのよっ！　氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガの術を食らうと同時に、さすがにもはやかなわぬと見てとったか、ザコたちの大半は、いっせいに逃げにかかる。


　あとは首領と、とりまき数人を残すのみ。


「あっ！　お前らっ!?……くそーっ！　負けてたまるかよっ！」


　言うなり、まだ倒れたままのジェフリーをかかえ起こし、はがい締めにして剣をつきつける。


「しまった！」


「……う……う……ん……」


　今ごろようやく気づくジェフリー。


「……い……いったい……はっ!?」


「おとなしくしてな！　ぼうず！……いいか、小娘ども、この男の命がおしけりゃ、へたな抵てい抗こうはやめるんだな！」


　……な……情けないっ……


「ナーガ！　横にまわって！」


「オーケイ！」


　こたえて彼女は首領たちの横にまわりこむ。


「動くなって言っただろうがっ！　それともこの野郎がどうなってもいいってぇのか!?」


「たすけてぇぇぇっ！　リナさんっ！　ナーガさぁぁんっ！」


　……むかしの英雄伝承歌ヒロイツク・サーガのお姫さまか……お前は……


　ま、なんも期き待たいはしてないけど……


「ふっ。知りたい？」


　あたしはじりっ、じりっと首領に近づきながら言う。


「──あたしたちが一体これから、何をするつもりなのか……」


「変なマネしたらこいつぶっ殺すって言ってっだろっ！」


　なかば叫ぶように吐き捨てる首領。


　しかしあたしは冷静な声で、


「……おしえてあげるわ……」


　ナーガの方をびしぃっ、と指さし、


「今から彼女が脱ぬぐのよ」


『なにぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』


　声をハモらせふりむく一同。
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　今だっ！


「インバァァス・スクリュウ・クラァァァッシュ！」





　ごげっ。





　あたしのとび蹴げりは、まともに首領の頭を直撃したのだった。





　……男って……悲しい生き物……





　かくて──


　なんだかよくわからない戦いは終わった。


　盗賊たちのおたからは、それほどたいしたもんでもなかったことをつけ加えておく。


「……これでわかったでしょ？　ジェフリー」


　あたしは彼に言う。


「あなたの腕じゃあ、まだまだもいいとこだ、ってこと」


　──むろん、ジョセフィーヌさんが失神したままだ、ということを確かめた上での発言である。


「ほーっほっほっほ！　全くリナの言うとおりね！　あなた、こういう商売にはぜんっぜん向いてないわよ！」


　高たか飛び車しや笑いを上げながら、鬼の首でも取ったよーな口調で言うナーガ。


「……た……確かに僕は、リナさんやナーガさんに比べれば、まだまだかけ出しもいいところです」


　あたしたちの目を、ひた、と見すえて言うジェフリー。


　どーやらすこしは自分とゆーものが見えてきたようである。


「……でも……いえ、だからこそ、あなたたちが僕の才能にシットしてそんなことを言うのもわかりますっ！」





　ずどごわぁぁんっ！





　思わず自じ爆ばくするあたしとナーガ。


「けれど僕、今回のことで自信がつきましたっ！」





　ちゅごどむぅぅん！





　二次爆発。


「自分でもコワくなるほどのこの才能をもってして、騎士の中の騎士の座を、いつか必ず摑つかみとってみせますっ！　聞いてますかっ!?　リナさんっ！　ナーガさんっ！」


　むろんのこと──


　あたしとナーガには、もはや自爆するだけの気力も残ってはいなかった……





　かくて──


　ひとつの事件は終わった。


　ふところはあったかくなったもんの、みょーに脳ミソは寒い。


　騎士団に入ったジェフリーが、死ぬまでいびり倒されることだけを願いつつ、あたしとナーガはその村をあとにしたのだった……





　……世も末よのぉ……







（インバース教育委員会：おわり）










れすきう作戦オペレーシヨン










「実は──娘が誘ゆう拐かいされた」


「ほほぉぉう」


　カールさんのことばに、一いつ瞬しゆん、あたしのフォークを持つ手が止まる。


　マレネイド・シティ。


　商業のさかんな、わりと大きな町である。


　例によって例のごとく、町の食堂でナーガと二人、食事をしながらかけあい漫まん才ざいやってるうちに、いきなり声をかけられたのだ。


　報ほう酬しゆう金額につられ、やって来たのがここ、この町一の大商人、カール ＝ ブライアンの邸てい宅たくだった。


　食事を出され、つついてるうちに、当主のカールが姿を現わし、開かい口こう一番、言ったセリフがそのひとこと。


「──つかぬことをお伺うかがいしますけど」


　念のためにと尋ねるあたし。


「あなた──老人ボケとかしてらっしゃいません？」


「……なんでわしが老人ボケしとらにゃならんのですか!?」


　憮ぶ然ぜんとした顔で問い返すカールさん。


　としのころなら五十すぎ。銀ぎん髪ぱつなのか白はく髪はつなのか、まっ白い髪の、でっぷり太ったおっちゃんである。


　そのそばに、ぴしぃっ！　と不ふ動どうの姿勢で立っているのは、やはり五十前後の男性。


　たぶん執しつ事じさんだろう。あたしたちに、町で声をかけてきたのもこのひとである。


「いやまあちょっと……前にいろいろありまして」


　ことばをにごし、トリのステーキをつつくあたし。


「娘を誘拐した連中は、町の警備兵たちには言うな、身みの代しろ金きんとして金貨一万枚を用意しろ、などと……」


「いっ……！」


「いちまんまいっ!?」


　はっきし言って、一生楽に遊んで暮くらせる金額である。


「ほーっほっほっほ！　わかりましたっ！


　その金貨一万枚、この白蛇サーペントのナーガがまちがいなく着ちやく服ふく……もとい、犯人のところに無ぶ事じ届とどけてみせますわっ！」


　ガッツポーズで言うナーガ。すでに目の色が尋じん常じようじゃあなかったりするけど。


「いえいえっ！　そうじゃないんです！」


　だがしかし、燃もえまくるナーガの横から水さすカールさん。


「……と……いいますと？」


　冷静沈着に尋ねるあたし。


「つまり、です。自じ慢まんするわけではありませんが、わしもこの町では一、二を争う資産家。金貨一万枚ほどの財産はむろんあります。ただし──あくまでもそれは財産としての話です」


　──なるほど、ね。


「店や商品、家や土地などをすべて売り払えば、むろん金貨一万枚など楽にできましょう。しかしそれはあくまでも、すべてが売り払えれば、の話です。


　むこうは支払いの期日を十日とおかとさだめてきたのですが、とてもではありませんが、そんな短期間で、一万枚もの金貨を用意するなどというのは無理な相談です」


「なるほど……」


　あたしはラム肉のワイン・ローストをかじりつつ、こくり、と深くうなずいた。


「おっしゃりたいことはだいたいわかりました」


「察さつしていただけるとありがたい……」


　カールさんは大きく息をつく。


「ふっ。つまりはこういうことね」


　いつものように、ブランデーをかぽかぽあおりつつ、横から口をはさむナーガ。


「娘さんを人質に取られている。しかし犯人の要求通りの金額を払うことは不可能。このままでは娘さんの身が危あぶない。誘拐犯たちに娘さんを手にかけさせるくらいなら、いっそこの手で……」


　カールさんは、ぎぎぎぃっ、と首だけを執事さんの方に向け、


「……なぁ……人選を間ま違ちがえたよーな気がせんか？」


「わたくしめもそのように存ぞんじます」


「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　こいつは酔よってますからっ！　お気になさらないでくださいっ！」


　あわてて横からフォローを入れるあたし。


「つ──つまり、あたしたちに、娘さんを救出してほしい、と……」


「その通りです」


　やや憮ぶ然ぜんとした顔でうなずくカールさん。


「それで、何か手がかりのようなものは？」


「実は……もう何年も前から、町をかなり西へ行った山の中に、よく素す姓じようのわからん魔ま道どう士しが住みついているのですが……」
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「その魔道士のしわざじゃないか、と？」


「はあ……むろんはっきりとした話ではないのですが、犬に娘のにおいを追わせたところ、その近くの川でにおいがとぎれてましたから……


　もちろん犯人は別にいて、その魔道士に罪つみをなすりつけようとしているだけ、という可能性もあるのですが、そればかりは確かめようもありません。まさか魔道士当人に尋ねるわけにもまいりませんし……」


「なるほど……となるとまずは様よう子すを探さぐり、もしもそこに娘さんがさらわれていたなら救出する、と」


「まあ、そういうことです」


「ところで──娘さんの特とく徴ちようは？」


　あたしの問いに、カールさんはわずかに顔をほころばせ、


「名前はレイリーといいます。遅おそくにできた子で、まだ七歳。銀髪の、わしに似たかわいい娘です」


　──このおっさんに似た女の子がかわいい道どう理りがないのだが、そこはそれ、世の常、というやつで、きっとカールさんに似ないかわいい娘なのだろう。


「わかりました──なんとかやってみましょう。ところで──失礼な話とは存じますけど、報ほう酬しゆうのほうは──」


「そうですな……必ひつ要よう経けい費ひプラス、成功すればお二人には、金貨五十枚ずつ、ということでいかがでしょうか？」


『ごっ!?』


　思わず一いつ瞬しゆんことばに詰まるあたしとナーガ。


　これもかなりの大金である。


「わっ……わかりましたっ……」


　内心のドーヨーをおさえつつ、あたしはなんとかことばをしぼり出す。


「ところでその成功条件ですが、娘さんの生死を問わず……とゆーのはナシでしょーか？　やっぱし……」


　ぎぎぃっ、とカールさんは首を動かし、


「なあ……やっぱり人選を間違ったような気がせんか？」


「わたくしめもそのように存じます」





　昼なお暗い、ごく月並みな森の中、半なかば崖がけに埋うもれるかのように黒々と、月並みに不ぶ気き味みな塔とうがそびえ立つ。


　こここそが、第一容疑者、謎なぞの魔道士の棲すみ処かである。


　……あんましバラすとマズい話ではあるのだが、魔道士が、金めあての犯はん罪ざいに走る、というケース、実はけっこう多かったりするのだ。


　特にありがちなのが、秘密主義重視で、ひとりこっそり研究しているタイプの魔道士。


　むろん研究分野にもよるが、たいがいそーいったモノには、かなりの資金が必要となる。


強力なスポンサーがいるとか、自分自身がかなりの資産家でもないかぎり、とーぜん起こる資金難。


　ある程度名前の通った魔道士ならばともかく、たいした実績もない魔道士が、個人で秘ひ密みつ裏りにやっている研究なんぞに、魔道士協会が援えん助じよしてくれるはずもない。


　となれば手早く資金を得るには、スポンサー探しか犯罪行為に走るのみ。


　資金難に苦しんだあげく、金持ちの子供を誘拐、などとけしからん計画を立てても決して不思議ではない。


　しかしともあれ当面の問題は──


「どうやって潜せん入にゆうするか、よね」


　ナーガのことばに、あたしは深々とうなずいた。
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　浮遊レビテーシヨンか何かで上から、というテもむろんあるのだが、見たかぎりでは、窓らしきものはひとつもない。


　適てき当とうなところをぶち抜き、中に入ってみれば、そこにはガレキに埋まったレイリーの姿、などとゆーことにでもなったら、それこそシャレにも何にもならない。


「──こーいうテはどうかしら？」


　あたしはナーガに耳打ちをした。





「──すいませーん」


　どごどごと、無神経にドアをノックしながら、あたしは大声をはり上げる。


「すいませーん。どなたかいらっしゃいませんかー？　すいませーん」


「ふっ！　いるならいるでさっさと出てきてもらいたいものねっ！」


　いっしょにわめき立てるナーガ。


　ふたりがそろそろいーかげん、さわぎ疲つかれはじめたころ──


　──がぢゃりっ。


　扉とびらの内側で、鍵かぎの外はずれる音がひびく。


　あたしとナーガは一瞬顔を見合わせてから扉を押す。


　ぎぎきいぃぃぃ……


　想そう像ぞうしていた通りの、重くきしんだ音を立て、扉は内側にゆっくりと開いた。


　中にはひたすら闇やみばかり。ひとの姿はあたりにはない。


「……あのー……」


「すみませぇぇん……」


　おどおどと声をかけながら、おそるおそる中に足を踏ふみ入れるふたり。


　と──


　ばくんっ！


　いきなり足あし下もとの地面が消失する！


　落とし穴!!


『きぃぃぃやぁぁぁぁぁ!?』


　われながらしらじらしい悲ひ鳴めいを上げながら、あたしとナーガは奈な落らくの底へと落ちていったのだった……





「……うっ……う……ん……」


　あたしが気づいたふりをしたのは、それからしばらくたってのことだった。


　数回頭を振ってから、あたりをざっと見渡してみる。


　あいそもミソもクソもない、ただの石造りの部屋である。さすがに場所が地下だけあって、じめじめやたらとしめっぽい。


「……ここは……？」


　パターンのセリフをつぶやくと、あたしはナーガをゆり起こす。


　──むろん、あたしがあらかじめ演えん技ぎ指し導どうをした通り、彼女もまた、気き絶ぜつのふりをしてるだけのはずなのだが──


「うっ、ううん」


　がばっ、と彼女は身を起こす。


「こっ、ここは？」


　……セリフが棒読みだってば！


「何を寝ボケて落ち着いてんのよっ!?　ほらっ！　塔の中に入ったとたん……」


「あっ、そういえばそうだったわね」


「……もぉちょっと自然にしゃべりなさいよっ！」


　思わず小声でナーガに耳打ちするあたし。


「……あ……自然に、ね。ふっ。わかったわ！」


　彼女も小声で答えると、


「ふっ！　けどお笑い草もいいところね！


　こんな子供だましの落とし穴で、わたしたちを罠わなにかけたつもりとはねっ！　ほーっほっほっほっ！」


「……さっきのままでいいです……」


　思わずふたたび耳うちをするあたし。


　そーだった……ナーガの場合、『ふつーの状態』で、じゅーぶんに異い常じようなんだった。


　と、その時。


『誰だれに頼たのまれた？』


　低い男の声が、どこからともなく響ひびいた。


　まるっきし、予想通りの展開である。


　しかし今は、あくまで演技をつづけるのみ。


「だっ……誰よっ！　一体どういうつもりなのよっ!?　ひとをいきなり落とし穴にぶち落とすなんてっ!?」


　あたしはすっくと立ち上がり、とりあえず、上の方に向かって声を上げる。


　くっくっくっ、と、低い笑い声がしばし続いたあと、


『どういうつもりか、など、いまさら説明するまでもないだろう？　ん？　悪いが、娘を返してやるわけにはいかんな』


　──いきなり大当たり！


　とはいえレイリーが、この塔のどこにいるのかもわからない以上、うかつな行動はできない。


「あんたねぇ！　何のつもりかは知んないけど、どーかしてるんじゃない!?」


　かまわず大声をはり上げるあたし。


「それとも、旅人落とし穴に落っことしちゃあ、たわ言聞かせるシュミでもあるわけ？」


　あたしのことばにしばしの沈ちん黙もく──


『と……とぼけるな！』


　動どう揺ようしとる動揺しとる。


『カールに雇やとわれたのだろうが！　白しら々じらしい噓うそもたいがいにするがいい！』


「……カール？」


　あたしはしばし沈黙し、考えるようなそぶりを見せてから、


「──もしあんたの言ってるのが、カール ＝ デルスのことなら、確かにあいつをとっ捕つかまえたのはあたしたちだけど、それが何よ!?」


　などと、口から出まかせを言ってやる。


　またまた落ちるしばしの沈黙。


『……なら聞く。一体こんなところに何をしに来た!?』


　よしよし。


　どーやら自分のカン違いだと思いはじめたよーである。


「何をしに来た、とはごあいさつねっ！　マレネイドに出る道を聞こうと思ったら、問もん答どう無む用ようでいきなりこれよ！　どういうことか聞きたいのはこっちの方だわっ！』


『道に迷った、だと？』


「そうよっ！」


『街かい道どうぞいに……』


「山さん賊ぞく連中に出っくわして、森のなかに逃げ込んだのよっ！　それが悪いのっ!?」


　またまた落ちるしばしの沈黙。


『……と……ともかく、だ。こうして知られた以上は、今お前たちをこのまま帰すわけにはいかん。しばらくそこでおとなしくしていてもらおう』


　一方的にそう言うと、かちゃんっ、と小さな音がする。


　おそらくは、どこかにある伝でん声せい管かんのフタを閉めでもしたのだろう。


「こらぁぁぁぁっ！　勝手にへらへらしゃべっといて、何が『知られた以上は』よっ！


　とっととこんなところから出してっ！　出しなさいっ！　ちょっとぉぉっ！　聞いてんのっ!?」


　念のため、ひとしきり騒さわいだのち──


「──ま、こんなところね」


　あたしはその場に腰こしを下おろす。


「ふっ。ほめてあげるわ。リナ。まるっきりあなたの計画通りじゃない。それで？


　このあとは一体どうするわけ？」


　…………


「──も、問題は、レイリーがどこに捕まってるかよね」


「で？　どうするわけ？」


「うかつに動いて、彼女を盾たてがわりに使われてもやっかいだし……」


「だから？　どうするわけ？」


「えぇいっ！　あたしがなんとか話を横にそらそーとしてんのがわかんないのっ!?」


「わかってるからしつこくつっこんでるのよっ！」


「考えてなかったわよっ！　こっから先のことまではっ！　これでいいわけっ!?」


「それでいいのよっ！」


　……ったく……


「と……ともかく、ここはセオリー通り、夜を待って動くことにしましょ」


　言ってあたしは壁かべに背をあずける。


「それまではとりあえず──体力温おん存ぞん、ってところね」





「さて──と。そろそろかしらね」


　ひとつ大きくのびをして、あたしはその場に立ち上がる。


　あれからしばらく。


　昼寝などして時間をつぶし、今は夜──の、はずである。外からの明りがないので、はっきりとはわからないが。


　いまだ眠りこけるナーガを蹴けり起こし、いよいよ行動開始、である。


「……むー……で……？　どうするのよ？」


　まだ眠たげにまぶたをこすりつつ尋ねるナーガ。


「とりあえずはここからの脱だつ出しゆつだけど……まずはそこいらの壁に穴を開けてみる。それでだめなら、あたしが浮遊レビテーシヨンであんたを抱かかえて上に行き、あんたが振動弾ダム・ブラスか何かで天てん井じようをぶち抜く」


「いつもの力押し、って奴ね」


「……まーね……」


　気のない返事を返すあたし。


　こーいった場合はふつー、『知ち恵えと勇ゆう気きで切り抜ける』とゆーのがオーソドックスなのだろうが、幸か不幸かあたしたちには、力押しで切り抜けるだけのカードがぽろぽろあったりするのだからしかたない。


　ともあれ、とりあえず呪じゆ文もんを唱となえ……


『振動弾ダム・ブラス！』


　あたしとナーガの呪文がハモる。





　どがごわぁっ！





　壁の二面に穴が開く。


　その片方から漏もれるかすかな光。


「──あそこね」


　ひょこんっ、と穴から顔をのぞかせてみると、短い廊ろう下かに並ぶドア。


「──ふむ……」


　廊下のはしに灯ともる魔法の『明り』が、心もとない光をあたりに投げかけている。


　けっこう派は手でな振動弾ダム・ブラスの音にも、誰だれかがやって来る気け配はいはない。


　どうやら見はりはいないようである。


　しかし、それにもかかわらず、こんな所に明りがついているというのは──


　見はりではない誰かがいるのだ。ドアのむこうに。


　おそらく──レイリー。


　ふたりは廊下に歩み出る。


　とりあえず、並んでいるドアに片っ端ぱしから手をかける。


　ひとつめとふたつめはがらんどう。


　そして三つめ──引いても扉は開かない。


　──ここか！


「レイリー、いる？」


「──だれ!?」


　ドアごしの、あたしの声に、応こたえるちいさな女の子の声。


「レイリーね。助けに来たわ。ドアから離れてて」


　言って呪文を唱えるあたし。


「振動弾ダム・ブラス！」


　やや威い力りよくをしぼって、カギの部分だけを吹っ飛ばす。


　ドアを引き開けたそのむこうには──


　思った通り。


　銀髪の、かわいい女の子がひとり。


　むろん、カールさんに似てなどはいなかった。念のため。





「お父さんに頼たのまれたのよ。あなたを助けてほしい、ってね」


　怖こわくないわけがないのだが、涙ひとつ見せることもなく、ぱっちりとした瞳ひとみであたしたちをじっと見つめているところがなかなかけなげだったりする。


「ぱぱに頼まれたの？」


「そう。あたしはリナ。こっちのはナーガ」


「……なんだ……ということは、りんじやといの使用人みたいなもんね」


　ぴひくっ。


　一瞬こめかみのあたりが引きつるが、そこはまあ、子供の言うことである。いちいち目くじらを立てるというのもおとなげない。


「たすけに来てくれたおれいは言うけど、せめて『レイリーおじょうさん』くらいのことは言ってね。あたしはあんたたちの、すぽんさーのこどもなんだから。なまいきだと思うかもしれないけど、これが、しほんしゅぎしゃかいのげんじつ、というやつよ」


　ぷちっ。


「……あのねぇ、レイリーおぢょうちゃん」


　あたしは彼女の両肩を、がしぃっ、と両手でにぎりしめ、


「あたしたちがここに来たときには、もうあなたは川の底でした、っておとーさんに報告してもいーのよ[image: ]」


「……お……おねいちゃん、目がまぢ……」


　さすがに顔をひきつらせる。


「ほーっほっほっほ！　大人おとなげないわね！　リナ！　子供のいうことにいちいち目くじら立てるとはねっ！……だいたい子供なんて、それくらいのセリフを吐はくほうが、元気があっていいのよ。なかなかしんのしっかりしたいい子じゃない。わたしの子供のころにそっくりよ！」


「……レイリー……あなた将しよう来らい、あーゆーふーになりたいわけ？」


　レイリーは、カールさんそっくしの動きで首だけぎぎぃっ、とナーガの方を向き、ふたたびぎぎぃっ、とこちらをふり向く。


「……あたし……なんとか、こうせいのみちをあゆんで行こうとおもうの……」


　わかれば結けつ構こう。
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「さて──ともあれ、こんな所からはとっとと脱出よ」


「まって！」


　あたしのことばに待ったをかけたのはレイリーだった。


「何なのよ？」


「このままただでかえったんじゃあ、ブライアンの名にきずがつくわ。せめてテーブルクロスのいちまいでもぶんどってかえらなきゃ、あたしの気がすまないわっ！」


「えらいっ！」


　思わず声を上げるあたし。


「その心意気、みごとよっ！　『転ころんでも　タダで起きたら貧乏人』たとえテーブル・クロスの一枚、燭しよく台だいの一本であろうとも、金目のものは持ち帰る！　それが商人魂だましいってもんよっ！」


「リナおねいちゃん！　はなしがわかる！」


「あたしの郷く里にの両親も、商売やってるからね」


「……単にさもしいだけじゃないの……？」


　あきれた口く調ちようで横から水をさしたのは、貧乏人間白蛇サーペントのナーガ。


「合理的、とか言ってほしいわね。それに、よ、ナーガ。ここでついでに犯人もとっ捕まえりゃあ、話の持っていきかたひとつで、報酬に、多少の色もつくかもしんないじゃない」


「な……なるほどっ！」


　よーやくなっとくする彼女。


　かくて。


　三人の利害は一致し、ここに、金目のもの奪うばって犯人はり倒す計画が発動したのだった。





「……けど……とことんかねめのものがないわねぇ……」


　あちこち物ぶつ色しよくしながら、ぽつりとぐちをこぼすレイリー。


　あたしの貸したマントに、燭台だの何だのを包みこみ、背中に負って歩むさまは、夜逃げ以外の何者でもない。


「まあ、金目のもんがぽこぽこあるくらいなら、はじめっから、あんたを誘拐しようなんて思わないでしょ」


　彼女のことばに言うあたし。


　あのあと──


　地下からあっさりはい出ると、階段を、上へ上へと登りつつ、あちこち物色しているのだが、めぼしいモノはおろか、見はりの姿すら見当たらない。


「……どーやらここの魔道士、ほんっきでお金に困ってるみたいねー……」


「しょせん、まどうしなんて、ねくらおたくのかいしょうなしだもんね」


「……レイリーちゃぁぁん[image: ]　あたしも魔道士だ、って知ってて言ってるのかしらぁ？」


「ぱぱよっ！　ぱぱが言ってたのよっ！」


　あわててしらじらしいフォローを入れるあたりなど、まだまだ根こん性じようが入っていない。


　二階から四階は、全まつたくのもぬけのカラ。五階は書庫になっており、なかなか充じゆう実じつしたコレクションだが、今はとりあえず物色しているひまはない。


　そして六階、最上階。


「──しっ──静かに。……いるわ」


　あたしのことばに、ナーガは不ふ敵てきな笑みを浮かべ、レイリーの顔には緊きん張ちようの色が走り抜ける。


　廊下に並んだドアひとつ。そのすき間から漏もれ出る光。


　そして、誰かと誰かの話し声。


　片方は魔道士として、するともう片方は!?


「行くわよ！」


　あたしはふたりに声をかけ──





　だむっ！





　扉を大きく開け放つ！
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　部屋の中には、薬品の放つ強い異い臭しゆうがたちこめていた。


　どうやら実験室らしい。並んだ棚たなやテーブルに、種々さまざまな薬品を満たしたびんが並んでいる。


　そして──


　そこにいたのは二人の男。


　ひとりはマントとフードの、ごくありふれた魔道士姿。そしてもうひとりは──


「──あなたは……クレーネ!?」


　レイリーの、するどい声がこだまする。


　男は不敵な笑みを浮かべた。


「……これはこれはレイリーお嬢様……まさかこんなところまでお越しになるとは思ってもおりませんでしたよ」


「すると──あんたが、そこのまどうしをそそのかして、あたしをゆうかいさせたのねっ！　なぜこんなことをっ!?」


「ふっ……店の金を少々使いこんでしまいましてね。その穴を埋めるためには、どうしてもまとまった金が必要でね」


「なっ……なんてことをっ！」


　火花を散らす二人の視線！


　だがしかし、その瞬間。


「──誰なの？　そいつ？」


　ナーガの無ぶ遠えん慮りよな質問が、盛り上がった空気に一気に水をさしたのだった。





「──ちょっ、ちょっとナーガっ！　このタイミングでそーゆー質問するんじゃないわよっ！」


　あわてて小声で耳打ちするあたし。


　しかしナーガはへーぜんと、


「だって……知らないものは知らないんだからしかたないでしょ。それともリナ、あんたそのひと知ってるわけ？」


「……いやまあ……そりゃあ知んないけど……そこはそれ、世の中には場の盛り上がりとゆーか、そーゆーものがあるんだからっ！」


「──ぱぱの店の、かいけいがかりをやってる人よっ！」


　しびれを切らし、横から解説を入れるレイリー。


「……ふぅん……」


　気のない返事を返しつつ、頭をぽりぽり搔かくナーガ。


「『ふうん』じゃなくってねっ！　じつはこいつが黒まくだったんだっ！　っていうシーンなんだからっ！　すこしはもり上がってよっ！」


「……ンなこと言われたって……そいつのこと知らないんだからしかたないわよ……」


　困った表情のナーガ。


　しばし流れるまっ白な空気。


「……あー、とにかく……」


　こほんっ、とひとつセキ払いをして、沈黙を破る魔道士。


「このままじゃあ不ふ毛もうですし……ここはひとつ、『盛り上がった』ということにしといて話を進めません？」


「……そーね……」


　不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずくレイリー。


「──わかったわ。そうと決まったら……」


　あたしも調子を合わせることにする。クレーネとやらをまっ正面から指さして、


「ををっ！　そうか！　クレーネさんっ！　あんたが黒幕だったのねっ！」


「ふっ！　わたしはうすうす、そんなことじゃあないかとは思っていたのよ！」


　ナーガもつづいて調子を合わせる。


「……ちょっとあからさまだとおもうの」


　横から演技指導を入れるレイリー。


「えぇいっ！　あっさりと脱出を許ゆるすとはっ！　ハンニバル！　不始末だぞっ！」


　魔道士に向かって叫ぶクレーネ。


「こうなれば──まとめて始末するしかありませんな」


　つぶやく魔道士ハンニバル。


　──ほほぉぉう。おもしろい。


　戦士にして天才魔道士たるこのあたし、リナ ＝ インバースと、おまけとはいえ、実力あれど節せつ操そうのないナーガのふたりを相手取り、どう『始末』してくれるのか、これはちょいとした見物である。


　魔道士は、あたしたちをびしぃぃっ！　と指さして、


「がんばってください！　クレーネどのっ！」


「お前が行けぇぇっ！」


　その尻しりを、後ろからおもいっきし蹴けりとばすクレーネ。


　しかし魔道士は胸を張り、


「ふっ！　かいかぶらないで頂いただきたいなっ！　その魔道士ハンニバル、幼児をむりやり誘拐するのは得意だが、腐くさっても、まともな相手と正面きって戦うだけの力は持ち合わせてはおらんっ！」


　……をいをい……


　じゅーぶん腐りきってるよーな気はするぞ……それは……


「きさまぁぁぁっ！　魔道士だろうがっ!?


　たとえ力を持たずとも、それを知恵でカバーするくらいのことはしてみせろっ！」


「むろんっ！　このわしとて、むざむざとやられるつもりはないっ！」


　言って、手近にある薬品のびんを両手にひっ摑つかみ、別のびんへと注そそぎ込む。


「──ふん。小娘ども。きさまらにわかるか!?　これが一体何なのか!?」


「わかるわきゃないでしょ」


　あっさりはっきり答えるナーガ。


「爆ばく薬やくだよ」


　言って魔道士は胸を張り、びんの中の薬品を、床にほんのひとたらし。


　ぼむっ！


　かなりの爆発音を立て、石造りの床ゆかに小さな穴が開く。


「くっくっくっ……さあ、どうするかね？　これだけで、この階を吹っ飛ばすくらいのことはできるのだぞ。わしたちといっしょに心中するか、でなければおとなしく、もう一度地下牢ろうにもどるか!?」


　魔道士は、薬品のびんを右手にささげ持ち、じわり、とこちらにつめ寄ってくる。


「ふっ！　ずいぶんと笑わせてくれるわね。


　そう言われてはいそうですねと地下牢なんかに戻るばかがいるとでも思うの!?」


　魔道士のことばをあっさり笑い飛ばすナーガ。


　だがしかし、彼の持つ爆薬は、正しよう真しん正しよう銘めい本モノである。


「──待って、ナーガ。こいつたぶん本気よ。自分たちだけ捕まるくらいなら、あたしたちもろとも心中する、って目ぇしてるわ」


「けど──」


「もちろん牢屋なんぞに入る気はないわ。こいつらに逃げるチャンスを与えることになるけど、とりあえず、ここはいったん退たい却きやくよっ！」


　言ってナーガの答も待たず、あたしは呪文を唱える。


「振動弾ダム・ブラス！」


　どがぁっ！


　手近な壁をぶち破る。外にはひろがる夜の空。


「ふたりともっっ！　行くわよっ！」


「ちょっとリナ!?」


「リナおねいちゃん!?」


「つべこべ言うと置いてくわよっ！」


　きっぱりはっきり言い切ると、浮遊レビテーシヨンの術をとなえはじめる。


　しかたなく、あたしにしがみつくナーガとレイリー。


「浮遊レビテーシヨン！」


　ひとかたまりになったまま、開けた穴から外に出る。


　ふよふよと、しばし空中を漂ただよって、やがて地面に降り立つ一同。


「ちょっとリナ！　どういうつもりなのよっ!?　おめおめ逃げ帰るなんてっ!?」


「おめおめ逃げたつもりはないわよ」


　答えてあたしはふところから、コインをひとまわり大きくしたようなチップを取り出す。


「……それってレグルス盤じゃない？」


　さすがに魔道士のはしくれだけあって、ナーガはそれの正体をひと目で見抜く。


　俗に言う、魔法の道具マジツク・アイテム、というやつである。大きな町の魔法屋ならば、たいてい二枚ひと組で売っている。片方にむかって、かんたんな呪文をとなえてから話しかけると、その声が、もう一枚のあるところで聞こえる、というシロモノである。


　隔幻話ヴイジヨンのように映像がついているわけではなく、歩いて一日より遠い距離になると話も通じなくなるが、おもしろ半分に買っていく者もけっこういるとか。


「これの片方をあの部屋に置いて来たのよ」


　言ってあたしはウインクひとつ。


「……で？　それをどうするつもりなの？」


「こーすんのよ」


　レグルス盤を作動させる呪文を唱える。


　これでこちらの声は、塔の最上階にいる魔道士たちにつつぬけのはず。


　そして、あたしはレグルス盤に向かってひとこと──


「わっ！」


　瞬間。





　めぎがぁぁぁんっ！





　いきなり爆発する塔の最上階。


「……やっぱし……爆薬とり落としたな……あいつ……」


「さすがねっ！　リナおねいちゃんっ！」


　感かん嘆たんの声を上げるレイリー。


「ふっ！　そもそもしようにんふぜいが、こんなだいそれたけいかくを立てることじたいがまちがいなのよっ！　ほーっほっほっ！」


　煙けむりを上げる塔を見上げつつ、両手を腰の横にあて、ナーガそっくしのしゃべりかたをするレイリー。


　……更こう生せいするのはむずかしーよーな気はするぞ……これは……
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「……けどリナ、あんたも思いきったことするわねー。派は手でな攻撃呪文の一発も使えばすむものを、わざわざレグルス盤使うなんて……」


　めずらしく、そんけーのまなざしであたしを見ながら言うナーガ。


「ふっ。いくらなんでも毎回毎回単なる力押し、っていうのも芸がないかなー、なんてふと思ってね」


「けど……あれって確か、二枚セットで金貨百枚くらいの値段したと思うんだけど……」


　──ひぴくっ！


　……そ……そぉいえば、値段のことは考えてなかったっけ……


　今の爆発で、置いてきた一枚が無事だとは思えないし……


　かといって今さらこの状じよう況きようで、『そこまで考えてなかった』などと言えるわけもない。


　あくまでも平へい然ぜんを装よそおって、


「……ふっ！　あれくらい気にしちゃだめよっ！」


　──言いながら、あたしは心にかたく誓ちかったのだった。


　しばらくは、ナーガにたかりまくってやろうと。







（れすきう作戦オペレーシヨン：おわり）










戦え！ ぼくらの大神官










「つかぬことを尋たずねる」


　彼があたしに声をかけてきたのは、午後のおやつの、ティータイムセット三人前をつまんでいる時のことだった。


「は……ををっ!?」


　声の主に目をやって、あたしは思わずのけぞった。


　としのころはよくわからないが、おそらく四十過ぎだろう。白いローブにマントという、いちおー神官らしき姿をしてはいるのだが……


　身長は、ふつうの男より頭二つ分くらいは高い。やたらとがっちりとした体格で、そっているのかもともとなのか、みごとなまでのスキン・ヘッド。


　眉まゆは薄うすいわ顔つきコワいわ、はっきし言って悪あく党とうの大親分づらである。


「──魔道士どのとお見受けしたが、相そう違いないかな？」


　こちらがしばし絶ぜつ句くしていると、男がふたたび口を開く。


　岩と岩とがこすれ合うような、さびを含ふくんだ低い声である。


　無言のままで、思わずこくこくうなずくあたし。


「実は、頼たのみたい仕事があるのだが、隣となりにかけてもかまわんかな？」


　あたしはまたもやこくこくうなずいた。


「はじめてお目にかかる。名前はマイルズという。見ればわかるとは思うが、神官職にある者だ」


　……見ただけではわからんと思うが……この場合……


「我々の教えは、火か竜りゆう王おうを信しん仰こうするものの傍ぼう系けいにあたるのだが、そうポピュラーなものでもなくてな。儀ぎ式しきなどにも、変わった手順を踏ふむものが多く、それがゆえに今回、事件が発生してな」


「……はあ……」


　あたしはてきとーにあいづちを打った。


「実は今度、神官長に欠員がひとりでき、その候こう補ほとしてこの私が選ばれたのだがな、それにはある儀式が必要なのだ。


　儀式そのものはいたって単純で、ある山のほこらに行き、そこに自分の名前を記しるすだけでおわりだ。


　だが──


　神官たちの中には、私が神官長になることを、快こころよく思っていない者もおる。


　中には人を雇やとってまで、この私を亡なき者ものにしようともくろむ者さえいるようなのだ」


「……とするとマイルズさん、あなたこれまでにも何度か命を狙ねらわれたことが？」


「ある」


　あたしの問いに、彼はこともなげにうなずいた。


「二度ばかり。それも御山への旅に出しゆつ立たつしてからだ。幸さいわいその時は、神の御ご加か護ごのおかげで助かったが、いつまでも御加護を期待するわけにもいかん。


　そこで、ほこらまでの行きと、神殿までの帰り、この私の護ご衛えいを頼みたいのだが」


「……なるほど……けどそれなら、あなたを狙ってる張ちよう本ほん人にんをはり倒した方が話は早いんじゃありません？　今の口ぶりからして、相手の見けん当とうはついてるみたいだけど……」


「確かに見当はついておる。しかし確たる証しよう拠こがない以上、単なる憶おく測そくを口にするわけにはいかん。神の御み心こころに反することになるからな」


　……見かけによらず律りち義ぎな奴やつ……


　しかし、火竜王を信仰する宗教というのもめずらしい。


　ひとしきり依い頼らい料りようの交こう渉しようなどを終えたあと、後学もかねて、あたしはこのしごと、引き受けることにしたのだった。





　闇やみの中に炎ほのおがまたたく。
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「……あーあ……」


　思わずため息つきながら、あたしは火の中にたき木を一本、ほうり込こんだ。


　マイルズさんの話によれば、ほこらにたどり着くまでは、野の宿じゆくというのが決まりになっているらしい。


　なんでも、自然との合ごう一いつにより、身を清める、ということらしいのだが、昼間、村や町に立ち寄るのはかまわない、というのだから、おかしなものではある。


　……ま、儀式というものは、えてしてそーいうものなんだろうけど……


　なにはともあれそーいうわけで、あたしたちは、森で野宿とあいなったのだ。


「──む!?」


　それまでは、じっと黙だまって炎を眺ながめていたマイルズさんは、やおらその場に立ち上がり、あらぬ方向に視線を送る。


「……どうしました？」


「戦いだ」


　尋ねるあたしに、ふりむきもせずに答える彼。


「……戦いって……」


　あわててあたしも立ち上がる。しかしあたりには、殺さつ気きはおろか、人の気け配はいすらない。


「……でも……」


「においだ。においでわかる」


　気の弱い人間ならば、一撃で失しつ神しんしそうな笑えみを浮かべると、ふところから、何やらいろいろ取り出した。


　刃を黒く塗ぬった山刀ククリ。ごく細い金属の紐ひも。ほとんど黒に近いダーク・グリーンのマント。そして眉まゆ墨ずみ。


「くっくっくっくっく……」


　ダーク・グリーンのマントを纏まとい、ブキミな笑みを浮かべつつ、顔じゅうに眉墨を塗ぬりたくりはじめるマイルズさん。


　……あの……はたで見てるとすこぶるコワいんですけど……それ……


「……あのー……つかぬことをお伺うかがいしますけど……」


　あたしはおそるおそる口を開いた。


「……一体何してるの？」


「戦いの装しよう束ぞくだ」


　むぞうさに答えるマイルズさん。


「それもやっぱし、そーゆー教えになってるの？」


「いや。郷里いなかの風ふう習しゆうだ」


　……なかなかややこしい奴である。


「あのですねマイルズさん、もし敵が来たとしても、別にあなたが戦わなくたって、あたしがなんとかしますから」


「そうはいかん」


　いともあっさりと彼は言う。


「いくら護衛を依頼したからといって、他人に戦わせておいて、自分は安全なところで見物などと、神も、そしてこの私自身のプライドも許さん」


　……最近珍めずらしい、なかなか道どう理りの通った奴である。


「……それになぁ……」


　彼はよりいっそうコワい笑みを浮かべて、ことばを続ける。


「楽しいぞぉぉ。神のご意志に逆さからう奴を成せい敗ばいするのは。拳こぶしで相手のあごを砕くだく時の感かん触しよくなど、一度覚えたら忘れられんわ」


　……前言撤てつ回かい。


　……けど、いーのか？　こんなのを神官長なんぞに任命して……


　……ひょっとして……火竜王信仰の傍系とかって言ってたけど、あやしい宗教だったりしないだろーなぁ……


「──むぅっ！」


　自分の顔を黒々と塗りつぶし終わったマイルズさんが、いきなり低い声を上げる。


「……どーしたんです？　こんどは」


「敵が来るのが思っていたより早かったようだ。時間がない。これでは戦いの踊おどりが踊れんではないか!!」


　踊らんでいい踊らんでいい。


　……マイルズさんの郷く里にって一いつ体たい……？


　彼はその場に立ち上がり、


「この私はとりあえず、あたりのしげみにでもひそんでおく。すまんが敵が来たら、しばらくの間、注意を引きつけておいてくれ」


　言ってあたしの返事も待たず、森の中へと姿を隠かくす。


「……しっかし……ほんとーに来るんでしょーねー、敵……」


　あたしのつぶやきが終わるか終わらないかのそのうちに。


「……おや……ほんとに来た」


　殺気が夜の森にひしめいた。





「──こんな所で野宿たぁぶっそうだな」


　声は、闇やみの中から聞こえた。


「あんたたちね」


　声のする方に視線を送り、座ったままであたしは言う。


「マイルズさんを狙ってる奴ってのは」


「前の連れん中ちゆうはクビになっちまったらしいぜ」


　言いながら、かすかな炎のゆらめきの中に姿を現わしたのは、としのころなら二は十た歳ちすぎ。片目にアイパッチなんぞつけた、戦士ふうの男だった。


　そしてその後ろには、十人ほどの、いかにもごろつきふうの男たち。


「たかが坊ぼう主ずひとりさえ片づけられねえ、っていうんなら、ま、クビになってもしかたねえやな……ん……？」


　ここに至ってようやく気づいたのか、男はあたりをきょときょとと見回すと、


「……おい。その坊主ってぇのはどこにいやがる？」


「あんたたちなんかに教えてあげる義ぎ理りはないと思うけど」


　言いながら、あたしはゆっくりと立ち上がる。


「ほぉう……」


　男はすぅっ、と目を細めた。


「なら、力ずくで聞くしかないな……おめえたちっ！　思い知らせてやれ！」


『おうっ！』


　アイパッチの号令一いつ下か、手に手に得え物ものをたずさえて、こちらに向かって突とつ進しんしてくるごろつきたち。


　……しょーがないなー……


「爆裂陣メガ・ブランド！」





　ばめごぉぉぉん！





　あたしの呪じゆ文もん一発で、いきなし吹っ飛ぶ男たち。


　残るは例の、口先アイパッチただひとり。


「……やっ……やるなっ！」


　額ひたいに汗をにじませて、じわり、じわりと後ろに退さがる。


「ふっ。いいだろう！　今回だけは見み逃のがしてやるっ！　しかし次に出会ったその時こそが、きさまと坊主の最さい期ごと思えっ！」


　とことん自分勝手きわまるセリフを吐はき捨て、男はくるり、ときびすを返し──


「ぬぅぅぅぅわぁぁぁぁぁぁっ!?」


　思わず驚きよう愕がくの悲ひ鳴めいを上げた。


　……無理もない話ではある。


　ふり向いた男のその目の前に、巨きよ大だいな影が立ち塞ふさがっていた。


　顔をまっ黒に塗りたくり、右手に持った大ぶりの山刀ククリの刃をぞろり、と舌したでなめ回す。背は、男より頭二つ分は高い。


　言うまでもない。つい今しがたまで、近くのしげみに身をひそめていたマイルズさんである。


　いきなし目の前に、こんなのが現われたのだ。はっきし言ってこれは怖こわひ。


「あうあうあうあうあうあうあうっ!?」


　腰こしでも抜けたか、やおらその場にへたり込むのを、マイルズさんは、あいてる方の左手で、胸ぐらつかんでひっぱり起こし、


「……きぃさぁまぁらぁかぁぁ？　この私を殺そうなどともくろむ背はい徳とく者しやは？」


　言いながら、山刀ククリの刃を、男の首すじにおしつける。


「ちがいますちがいますちがいますっ！」
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　涙まじりに叫びつつ、男はぶんぶか首を左右に振りたくる。


「噓うそはいかんなぁ。噓は。あぁ？


　噓つきは地じ獄ごく行きだぞ」


　ずずいっ、と、男に顔を近づけるマイルズさん。


　アイパッチの耳もとに、ささやく悪あく魔まのような口く調ちようで、


「……どうせお前自身の考えではあるまい？


　──誰だれに頼まれた？


　言うのだ。さあ。言って自みずからの罪つみを少しでも償つぐなうのだ。……それとも……


　神の御み許もとへ送ってほしいか？　この私の手で？」


「ひぃぃぃぃぃっ！　言うっ！　言いますぅぅぅっ！　ルドルフって名前のひとに頼まれたんですぅぅっ！」


「……やはりルドルフのしわざか……」


　唇くちびるの端はしに太い笑みを浮かべると、マイルズさんは、左手の男をほうり出す。


「どひぃぃぃぃぃぃっ！」


　叫びつつ、一いち目もく散さんに逃げ出す男には目もくれず、ひとりつぶやくマイルズさん。


「……くふぅ……やはり奴か……くっくっくっ……


　──いいだろうっ！　相手にとって不足はないっ！　神殿の決定に逆らったことの愚おろかしさ、とくと思い知らせてやるわっ！　神の御名のもとに、この私が、地獄に叩たたき落としてくれるっ！


　くっははははははははぁぁ！」


　……あんた……神官のセリフじゃないってば……それ……





「──しかし、ああいうやりかたは感心せんなぁ」


　マイルズさんが、あたしにぼそりとつぶやいたのは、翌よく日じつの昼。


　とある小さな町に寄り、昼メシを食べている時のことだった。


「ああいうやりかた？」


　七しち面めん鳥ちようの足にかぶりつきながら、おうむ返しに問うあたし。


「そうだ。きのうの夜、襲おそってきた連中を呪じゆ文もん一発で吹き飛ばしただろう。ああいったやりかただ」


「合理的だと思うけど」


「確かにな。しかしそもそも呪文というものは、人間の精神を媒ばい介かいに、他の何かの力を使う、というものだ。すなわち人間の分には過ぎた技術だ。


　それで人を救う、といったことに使うのならばともかく、人を傷きずつけることに使うのは感心せん」


「……それも『神の教え』ってやつですか？」


「そうだ」


　……まあ、いちおースジは通ってるような気はするが……


「……けど、それならなんだって、魔道士のあたしなんか護衛に雇やとってたんです？」


「敵が魔道士を雇った時、対たい抗こうできるように、だ」


　……なるほど。


「しかし本来、人どうしでの争いならば、人が本来持っているだけの力で解決するべきなのだ」


　……ん？


「そう！　戦いは肉にく弾だん戦せんにかぎる！　武器は使っても山刀ククリまでっ！　それ以上長いと手ごたえが悪いっ！」


　をい。


「やはり醍だい醐ご味みは殴なぐる蹴けるよっ！　流れる血ち潮しお！　骨の砕けるするどい音！」


「あのっ！　ちょっと！　もぉちょっと小声でっ！」


　だんだんとエキサイトしてゆくにつれ、マイルズさんの声のトーンも上がっている。他の客たちのおびえた視線がやたらと痛ひ。


「見つけたぞ！　きさまらっ！」


　店の入り口で上がった声が、彼の熱弁を中断した。


　視線を送れば、そこにいるのは、昨夜ゆうべの口だけアイパッチ。


「……なんだ……あんたか……」


　かまわず食事をつづけるあたし。


「待てぇぇぇ！　さらっと受け流すんじゃねえっ！　今日はきのうのかりを返しに来てやったぞっ！」


　……根こん性じようだけは認めるが、昨日の今日で、こりない奴である。


　あるいは──あたしたちに対する切り札でも手に入ったか？


「ほほぉう。きのうの奴か」


　嬉き々きとして席に立つマイルズさん。


　アイパッチの後ろには、やはり十人ほどのごろつき連中。


「いいか。魔法は使うなよ」


　低い声の底に歓かん喜きの色を隠かくし、マイルズさんはあたしに言った。
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「この連中はこの私が、天に代わって裁さばきを下くだしてくれるわ。この拳こぶしをもってな。……くっくっくっくっ……」


「……ちょっと、お客さ……」


「言っておくがな！」


　店のおやじさんの声をさえぎって、アイパッチは言う。


「きのうと同じようにいくとは思うなよ！　今日はほえづらかかせてやるからな」


「……きのうと一体どこが違うのよ？」


「へっ！　見てわかんねえのか!?」


　問いかけるあたしに、アイパッチは、堂どう々どうと胸を張りながら、


「きのうより三人も多いんだぜぃっ！」


「だからどぉしたっ!?」


　すかこぉぉん。


　思わずあたしの投げたカップが、アイパッチの頭を直ちよく撃げきした。


　……まさか当たるとは思わなかったけど……よけるとかなんとかするぞ。ふつーは。


「てっ……てめぇぇぇっ！　よくもやりやがったなっ！　かまわねーからやっちまえっ！」


『おうっ！』


　店内になだれ込んでくるごろつきたち。


「困り……」


　おやじさんの声は、他の客たちの上げる悲鳴にかき消えた。


「おのれぇぇいっ！　いきなりかかって来るとはっ！　戦いの踊りはおろか、戦いの装束も整ってはいないというのにっ！　この無ぶ粋すい者めがっ！　天てん誅ちゆうぅぅぅっ！」





　ごべっ。





　マイルズさんが、上の料理ごとほうり投げたテーブルが、ごろつきたちの先頭数人をぶち倒す！


　あああああっ！　なんてことをっ!?　まだフライとサラダが残ってたのにぃぃぃっ！


　しかしともあれ、はじまっちゃったものはしかたない。


　無関係な客をまき込んでの、大だい乱らん闘とうが幕まくを上げた。


　この状じよう況きようでは、マイルズさんにクギをさされるまでもなく、攻撃呪文など使えない。手近ないすをぶん回し、こちらに向かって突っ込んできたひとりの顔をはり倒した。


　……どーか今のが、逃げようとしてた客だったりしませんよーに……


　マイルズさんは、雄お叫たけびなんぞ上げながら、あたりの人間をはり倒しまくっている。


　……今……彼がはり倒したひと……店のおやじさんだったよーな気がするが……


　……見なかったことにしよう。





「くっくっくっくっ……また会ったな！」


　男がしつこく現われたのは、その翌日のことだった。


　あのあと。


　ふと気がつくと、アイパッチの姿は店から消えており、あたしはなんとかマイルズさんを説せつ得とくすると、まだ続いていた乱闘のどさくさにまぎれて店を抜け出したのだった。


　そして今日。


　とうとうたどり着いたほこらの前で、アイパッチとそのとり巻きたちは、あたしたちを待ち伏ぶせていた。


「くっくっくっくっ……いいか。聞いて驚おどろくなよ。今日はきのうよりも五人も多……」


「爆裂陣メガ・ブランド。」





　ばごわぁぁぁん！





　かくて、アイパッチを含めて悪は滅ほろびた。


「さー。とっとと行きましょか」


「……ちっ。歯ごたえのない連中め」


　口々に言いながら、ほこらの方にふたたび歩あゆみを進める二人。


　と。その時。


「悪いが、行かせるわけにはいかん」


　声はいきなり、後ろからした。





「──とうとうここまで来たな。マイルズ」


　あたしたちの後ろに静かに佇たたずんでいたのは、神官姿のひとりの男。


　黒く短い髪かみが生えている、ということを除けば、着ているものから体格から顔のコワさまで、まるっきしマイルズさんとそっくしである。


「やはり現われたな！　ルドルフ！」


　不ふ敵てきな笑みを浮かべるマイルズさん。


　──するとこいつが、アイパッチたちを雇った張ちよう本ほん人にんか!?


　……でも、マイルズさんとこの神官って、ひょっとしてこのタイプの人間ばっかし集まってたりするんじゃないだろーな……


「くっくっくっ……マイルズよ……やはりきさまとの決着をつけるのは、私自身でなければならないようだな……」


「それでこそよ！　来い！　ルドルフ！　この私に逆らうことが、神に逆らうに等しいのだということを、その身にとくと教え込んでくれるわっ！」


　だいそれたことを言う奴である。


「黙れぇぇいっ！　きさまなどを選んだ他の神官どもの目が曇っていただけのこと！　真に選ばれるべきは私の方だということを知らしめてくれるわっ！　ゆくぞっ！」


「おうっ！」


「まずは戦いの装束だっ！」


　言ってふたりとも、顔をまっ黒に塗りつぶす。


　……どーやらこの二人、出身地は同じらしい。


　ダーク・グリーンのマントを羽は織おると、やおら奇き声せいを上げながら、二人はおかしな踊りをはじめる。


　……たぶんこれが、『戦いの踊り』なのだろうが……


　怪あやしいっ！　とことん怪しいぃぃっ！


　まるでどこからともなく、原住民の太たい鼓この音でも聞こえてきそうな雰ふん囲い気きである。


　思ったよりも短く踊りを終えて、二人はふたたび対たい峙じした。


「ゆくぞぉぉっ！　マイルズ！」


「こいっ！　ルドルフっ！」


　同時に拳をくり出す二人！





　どがあっ！





　二人のパンチは、全まつたく同時に相手を捕とらえた。


　同時に後ろに吹っ飛ぶと、地じ響ひびき立てて大地に倒れる。


「ぬがぁぁぁぁっ！」


「うごぉぉぉぉぉぉっ！」


　雄叫びを上げ、やはり同時に立ち上がる。


　もぉこれはほとんど、二大怪かい獣じゆう大決戦である。


　ふたたび突っ込み、がきぃっ！　と手と手を組みあうふたり。


「──ふっ！」


　その瞬間。ルドルフの顔に笑みが浮かんだ。


　そして、呪文を唱となえはじめる！


「なにぃっ！　きさままさかっ……!?」


　マイルズさんの顔に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。


　なんとか離れようとしているらしいが、ルドルフが手を離さない。


「……きっ！　きさまそれでも……」


　マイルズさんのことばが終わるより早く。


　ルドルフは、自みずから組んでいた手を離し、大きく後ろに飛び退った。


　そして──


「爆裂陣メガ・ブランド！」





　どごがぁぁっ！





　ふき上げる土ど砂しやが、マイルズさんを飲み込んだ！


「うおおおおおっ!?」


　重い地響き立てながら、大地に倒れるマイルズさん。


「ふはははははっ！　見たかっ！　私の力をっ！」


　ルドルフの哄こう笑しようがあたりに響く。


「待ちなさいっ！」


　あたしはルドルフに向かって言う。


「あんたたちの教えじゃ、呪文でひとを傷つけるのはご法はつ度とじゃあなかったの!?」


「笑しよう止し！」


　彼は大きく胸を張り、


「私は神に選ばれた人間だっ！　神に選ばれた人間ならば何をしてもいいに決まっているっ！」


　……アブない発言をする奴である。時々いるけど。こーいう奴……


「ともあれ、マイルズなどに肩入れした以上、きさまも神の御み許もとに送ってやるわ！」


　吠ほえて呪文を唱えはじめる。


　またまたこれも爆裂陣メガ・ブランド。


　あまり芸はないようだが、とはいえンなもんの直ちよく撃げきでも受けようもんなら、死なないまにでも、戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいってしまう。


　させるかっ！


　あたしも呪文をとなえはじめた。


　こちらの術は炸弾陣デイル・ブランド。爆裂陣メガ・ブランドより威い力りよくは劣おとるが、呪文の詠えい唱しよう時間は短い。


「炸弾陣デイル・ブランド！」





　どぅぅんっ！





　ルドルフをまともに巻き込んで、大量の土砂が吹き上がる！


　おしっ！　直撃っ！


　もうもうたる砂煙のおさまったそのあとに──


「なっ!?」


　あたしは思わず声を上げていた。


「……くっ……くふふふふふっ！」


　そこには、平然と佇たたずむルドルフの姿！


　ンなばかなっ!?


「愚おろかなっ！　神に選ばれたこの身に、その程度の術が通用するとでも思ったかっ!?」


「同感だ」


　声は、ルドルフの後ろからした。


「なにっ!?」





　がごっ！





　あわててふり向いたルドルフの顔がん面めんに、マイルズさんの拳がめり込んだ。


「この私に、爆裂陣メガ・ブランドごとき豆まめ鉄でつ砲ぽうのような術が通用するとでも思ったかっ!?」


　……ま……豆鉄砲……ってあんた……


　人間ぢゃねーぞ。こいつら。


　しかし、爆裂陣メガ・ブランドあたりが通用しないとなると……


　あたしは呪文を唱えはじめる。


「地じ獄ごくへ落ちろルドルフっ！」


　ばちあたりなことを叫びつつ、マイルズさんが放った蹴けりを、ルドルフは、地面に転ころがり、なんとかかわすと、間合いを取って身を起こす。


「これからだぞ！　マイルズ！」


　叫んで呪文を唱えはじめるルドルフ。あたしがすでに、術をしかけたことには全く気づいてはいない。


「させるかっ！」


　拳をふり上げ、突進するマイルズさん。


　その時。


　ルドルフの顔に浮かんでいた余よ裕ゆうの笑みが、一瞬にして驚愕に変わる。


「──なっ!?」


　思わず呪文を中断し、声を上げた。


　マイルズさんの攻撃をかわし続け、攻撃呪文を放つつもりだったのだろうが、このあたしの存在を無視したことが、彼にとっての致ち命めい傷しようだった。


　影縛りシヤドウ・スナツプ──


　ルドルフが呪文を唱えはじめたその瞬間、あたしが彼にかけたのはこれだった。


　ナイフや杭くいで大地に相手の影をつなぎ止め、精神世界面アストラル・サイドから相手の動きを封ふうじる、という術である。


　何らかの理由で影が消えれば術も解とけてしまうという、わりとモロい術なのだが、力だけでこれをうち破ることは不可能である。





　どごっ！





　マイルズさんの拳がふたたびルドルフの顔に炸さく裂れつした！


　かくて──
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　ルドルフは、めでたく人間サンドバッグと化したのだった。





　旅は終わった。


　ルドルフを倒したマイルズさんは、無ぶ事じ、ほこらに自分の名を書き記したのだった。


　依頼料はもう受け取り済だし、ルドルフも倒れた以上、護衛の必要もないと思うのだが、一応最初の約束通り、あたしは彼が神殿へと帰るまで、つきあうことにしたのだ。


「──マイルズ様!?」


　神殿の入り口に立っていた神官の一人が、彼の顔を見るなり奥へとかけ込んでゆく。


「……出迎えとはおおげさな」


　彼は小さく苦笑すると、あたしの方をふりむいて、


「すまんが、もう少しつきあってもらうぞ。


　ルドルフのこと、証しよう言げんしてもらった方がいいからな」


　などと言いつつ待つうちに、神殿の中から、十人ほどの神官たちが現われた。


　……よかった……ふつーの人間である。


　マイルズさんみたいなのがばらばら出てきたら、どーしようかと思ってたのだが、


　たぶん彼らが神官長たちなのだろう。着ているものと、その身に纏まとった威い厳げんとが、ほかの連中とは違う。


「御山への巡じゆん礼れい、無事終了いたしました」


　うやうやしく頭を下げるマイルズさんに、なぜか苦にがい視線を向ける神官たち。


「……話は聞いたよ……」


　いちばん年かさのひとりが、重々しく口を開いた。


「ルドルフのことですね」


「それもある。……しかしなぁ……たとえ襲おそわれたからといっても、各地でのあの乱闘さわぎ、あれは感心せんなぁ……」


「……は？」


　思わず顔を上げるマイルズさん。


「けどですねぇっ！」


　あたしは横から口をはさむ。


「──あ。あたし、マイルズさんに依頼されて、護衛してた者ですけど、そもそもルドルフの方からしかけたことですし……」


「無関係の人たちもかなり巻き込んだと聞いているが？」


　……うっ！　よけーなことをっ……


「……ま……まあそこはそれ、やっちゃったものはしかたない、ってゆーか、多少のギセイはやむをえないってゆーか……」


「とにかく、だ……」


　老神官は、かまわず続ける。


「あちらこちらから、かなりの苦情が届とどいておってな……こちらとしても見過ごしておくわけにもいかん。


　そういうことでマイルズくん。すまんが今回のきみの神官長への昇しよう進しんはなかったことにする、ということ……で……おい……マイルズくんっ!?」


「ぬぅおおおおおおおおおおっ！」


「どひいぃぃぃぃぃっ！　マイルズが暴あばれだしたぞぉぉっ！」


「落ちつけっ！　落ちつくんだマイルズ！」


「止めろぉぉぉっ！　誰か止めてくれぇぇぇぇぇっ！」


「……知らん。」


　あたしはぽつりとつぶやくと、叫きよう喚かんうずまく神殿をあとにしたのだった。







（戦え！　ぼくらの大神官：おわり）










ないしょの作戦オペレーシヨン










「振動弾ダム・ブラス！」


　ごがぁぁっ！


　あたしの放った呪じゆ文もんが、グレイ・オーガの胸むな板いたを直撃した！
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　そして──


　ようやくオーガは、重い地じ響ひびきを上げながら力を失い、倒れ伏ふす。


　だぁぁぁぁぁぁっ！　やっと終わったっ！


　いちおー念のため言っておくが、ただ単に相手をぶち倒すだけなら、少々体がデカいだけのオーガなんぞ、戦士にして天才魔道士たるこのあたし、リナ ＝ インバースの敵ではない。遠くから、竜破斬ドラグ・スレイブの一発もかましてやれば、それでジ・エンド。


　しかし今回ばかりは、そういうわけにもいかないのだ。


「……ふむ……」


　倒れたグレイ・オーガに視線を落とし、完全に死んでることを確認してから、あたしは腰のショート・ソードを抜き放ち、ゆっくりと、オーガの死体に歩あゆみ寄った。





「例のものよ」


　言ってあたしはテーブルの上に、布ぬのきれに包んだ小さなものを、ことんっ、と置いた。


「おおっ！　これがっ！」


　テーブルの向かいに座すわった彼女は喜びの声を上げ、包みの中を確かめた。


　彼女こそ、今回の依い頼らい主ぬし──もとい、協力者のマーシャさん。この町に住む魔道士である。


　二十代半なかばといったところか。かなりの美人ではあるのだが──


　包みの中におさまったそれを確かめ、彼女は満足そうにうなずいた。


「確かにっ！　まちがいなくっ！　これこそグレイ・オーガの角つのよっ！」


「ちょっ……ちょっとマーシャさんっ！　声が大きいっ！」


　あたしはあわてて言った。


　今回のしごと──これはあくまで秘ひ密みつ裏りに行なわれなければならないのだ。


　そのために、日ごろあたしの金魚のうんちをしているナーガをまいてまで、活動をしているのだ。


「……ああ……そ……そうね……」


　マーシャさんは声を低くし、きょときょととあたりを見回す。


　幸さいわい今は昼メシ時。ほかの客たちのざわめきに紛まぎれてか、今の彼女のことばを聞いていた者はいないようである。


　マーシャさん、あらためてグレイ・オーガの角をまじまじと眺ながめ、にまぁっとブキミな笑えみを浮かべる。


「くっくっくっく……しかしともあれこれで、残る材料はあとひとつっ！


　これでまた一歩、大いなる野望に近づいたわねっ！　ほーっほほほほほほほ！」


　どこかで聞いたような笑い方に、思わずあたしはコケかける。


「マっ……！　マーシャさんっ！　その笑い方だけはやめてくださいっ！」


「……なんで……？」


「……いやちょっと……あたしの知りあいに、そーゆー笑い方する奴やつがいるもんで……」


「ふぅん……」


　いぶかしげな顔のままうなずく彼女。


「と……ともあれ、残るひとつの材料っていうのは何なんです？」


「残るは……甲冑蛇竜メイル・サーペントの毒どく牙が」


「甲冑蛇竜メイル・サーペント？」


　ついぞ聞きおぼえのない名前に、思わず問い返すあたし。


「そう。針蛇竜ニードル・サーペントの亜あ種しゆでね。この近くにしか住んでないの。ひと嚙かみで飛竜ワイバーンもコロリ、って猛もう毒どくを持ってるんだけど、その毒が要いるのよ」


　ちなみに針蛇竜ニードル・サーペントというのは、淡たん水すいに住むサーペントの一種で、その名の通り、体じゅうに針はりのようなトゲがはえている。体長はひとの倍ほどで、こちらはごく弱い毒を持っている。


「なるほど……で、そいつ、どこに住んでるんです？」


「ここから東に行ったところに、そいつの住んでる湖がひとつあるんだけど……」


　なぜか彼女は口ごもる。


「何か問題でも？」


「まず、そこまでの道のりがややこしいこと……まあこれは、私がいっしょに行って案内すればすむことよ。


　問題は最近、あのあたりに盗とう賊ぞく団だんが出はじめた、ってことね」


「なぁんだ。そんなこと」


　あたしはこともなげに言った。


「それならご心配なくっ！　盗賊団のひとつやふたつ！　このあたしの敵じゃありませんっ！　あっさりきっちり片づけて、ついでにアジトも襲おそって研究資金もいただいちゃいましょうっ！」


　あたしの完かん璧ぺきな提案に、しかし彼女は不満げな顔で、


「あまり賛成できないわね」


「……どうしてです？」


「こわいもん」


　きっぱりはっきり答える彼女に、思わず一瞬絶句するあたし。


「……いやあの……だいじょーぶですって。あたしがちゃんとガードしますから」


「でもっ！　もしもってことがあったらどうするのよっ!?　万が一、盗賊たちに負けたり捕つかまったりしたらと思うともぉっ！　こわくてこわくてっ！」


「だいじょーぶですったら！　だいじょうぶですから、いきなしこんな所でテーブルの下に隠かくれないでくださいっ！」


「……ほんとにだいじょーぶなんでしょーねぇ……？」


　テーブルクロスの下から顔だけ出して、あたしの方を見上げる彼女。


　……やどかりか……こいつは……？


「だいじょーぶですっ！」


　自信たっぷり言い切るあたし。


「……わかったわ。リナさん、……いずれにしても、あれは手に入れなくちゃいけないんだから……」
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　言いながら、ようやくテーブルの下からはい出してくる。


「そうそう。早く材料そろえて、早く完成させてくださいよ。マーシャさん」


　あたしのことばに、ようやく立ち直ったのか、彼女はいすに腰かけ直し、


「ええっ！　そして、あれを完成させたその時こそ、私たちの明日が拓ひらけるのよっ！」


「ほーっほっほっほっほっほっ！」


「……だからマーシャさんっ！　その笑い方はっ……」


「私じゃないわよ。今の」


　きょとんっ、とした顔で答える彼女。


　はっ！　するとまさかっ!?


　あたしはあわててあたりに視線を巡めぐらせた。


　店の入り口──


　外からさし込む昼の陽ひの光を背に、佇たたずむ黒い影ひとつ！


「ほーっほっほっほっほ！　とうとう見つけたわよっ！　リナ ＝ インバース！　このわたしの目をくらましてまで、こんなところでこそこそと、一体何をたくらんでいるのかしら!?」


「でっ……出たわねっ！　ナーガっ！」


　叫さけびつつ、あたしは思わずいすから腰を浮かした。


「なっ……なによっ！　あれはっ!?」


　叫んでテーブルの下にふたたびもぐり込むマーシャさん。


「逃げるわよっ！　マーシャさんっ！」


　答えも待たず、あたしは呪文を唱となえはじめる。


「爆煙舞バースト・ロンドっ！」


　あたしの生んだ十数発の光球が、あたりに火炎を撒まき散らす！


『ぅどわわわわわわわわわぁぁっ!?』


　一気にパニックに陥おちいる店の客たち。


　もっともこの術、見た目はハデだが、殺傷能力はあまりない。くわえて、客たちには当たらないようにぶちかましておいた。


　一気に出口に殺さつ到とうする客たち。


「ひあぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　どとーのごとき人波に、ナーガの姿が飲まれて消えた。


「ちょっとリナさんっ！」


　マーシャさんの声を無視して、あたしは次の呪文を唱える。


「振動弾ダム・ブラス！」


　ごぼぁっ！


　すぐそばの壁かべに大おお穴あなが開あく。


　テーブル下のマーシャさんの手をひっ摑つかみ、呪文で開けた穴をくぐって、あたしは外に飛び出した。


「なんてムチャするのよっ！」


　横を走りつつ、さすがに非難の声を上げる彼女。


「……まずいのよっ……あいつだけはっ！」


　あたしは走りながら言う。


「今回のあたしたちの計画、あいつにだけは知られるわけにはいかないのよっ！　彼女を見たならわかるでしょ!?　それがっ！」


「……ええ。よく」


　言ってうなずくマーシャさん。


「……いまのがあなたの言ってた、旅の連つれのナーガってひとね」


「そう……手段のためには目的を選ばない、ある意味でとことん恐ろしい奴よ」


「……それって……『目的のためには手段を』なんじゃあ……？」


「いいえ」


　言ってあたしはかぶりを振った。


「ナーガの場合、目先よければすべてよし、の世界だから……」


「なるほど……ともあれ今のひとに、私たちの計画を知られるわけにはいかないわね。確かに」


「でしょ？」


「けど今度こそ……私たちの受けた数々の屈くつ辱じよくを晴らすのよっ！　あれを完成させることによってっ！」


「おうっ！」


　応こたえてあたしは、無意味に空を見上げたのだった。





「……来たわよ。マーシャさん」


　あたしは小声でそうつぶやいた。


　翌日の昼。


　言うまでもなく、あたしとマーシャさんとの二人で、湖に向かう路上でのことである。


「……来た……って……ひょっとして、盗賊団!?」


　半なかば悲鳴に近い声を上げ、彼女はその場に立ちつくす。


「……ほぉう……なかなかいいカンしてるじゃねーか」


　言いながら、木々の陰かげから姿を現わしたのは、十数人の男たち。


　これといって特とく徴ちようのない、ごく平凡な野盗たち。とどのつまりは、典型的なヤラレ役タイプの連中だった。


　ボスとおぼしきひげづらが、ずいっ、と一歩、前に出る。


「一体何でこんなところまで来たのかは知らねぇが、命が惜おしけりゃ身ぐるみ置いてきな。言っとくが、そのテーブルもだぞ」


「……テーブル？」


　男のことばに振り向けば、そこにはテーブルの下で、小さくふるえるマーシャさん！


「ちょっと！　マーシャさんっ！　何なんですかっ!?　そのテーブルはっ!?」


「けけけけけけけけ携けい帯たい用ようのテーブルよっ。


　ここここんなこともあろうかと思って、さ、三年前に開発したのよ」


　……ヒマ人か……あんたは？


「ともかくっ！　そんなところでおびえてると、それこそケガしちゃいますよっ！」
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「……だだだだって、こわいもん……」


　ああああっ！　手のかかるっ！


　しかしともあれ、あたしが盗賊連中を一いつ掃そうすれば、それですむ話である。


　あたしは盗賊たちに向きなおり、


「……テーブルの心配は、とりあえず、あたしを倒してからすることね。


　──まあ、あんたたちにあたしが倒せるわけはないんだけど」


「ふん……でかい口叩たたきやがって！……胸は小せえくせしてよぉ」


『なにぃぃぃっ!?』


　盗賊団のボスのことばに、あたしとマーシャさんの声がハモる。


「まあいいや！　そっちがその気なら、お望み通り力ずくだっ！


　やっちまえっ！」


『おうっ！』


　応こたえて向かってくるザコたち。


　しかし遅いっ！


　あたしはすでに、呪文を唱え終えている！


「火炎球フアイアー・ボール！」


　……ふっ……終わった……


　あたしが勝利を確信した、まさにこの時！


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　飛来した青い光球が、あたしの放ったオレンジ色の光球を直撃した！


　ぱきぃぃぃぃぃぃんっ！


　高くかわいた音だけを残し、二つの光球は消滅した！


　呪文の相そう互ご干かん渉しよう、という奴である。


　しかしこの現象を知っているのは──


『ほーっほっほっほ！　見つけたわよ！　リナ ＝ インバースっ！」


　あたしは声の方に視線を送る。


　近くにある木の枝に、すっくと立った、季節を無視したコスチューム姿！


「出たわねっ！　ナーガっ！」


　彼女ははるか高みから、風にマントをなびかせて、


「ふっ！　リナ、ここしばらく、あなたがわたしに隠れて何かをたくらんでいることくらい、この白蛇サーペントのナーガはとっくの昔にお見通しよっ！」


「あなたには関係のないことよっ！」


　声を上げたのはマーシャさん。ナーガを見つめるその瞳ひとみには、あきらかな敵意の炎が燃えている。


──むろんテーブルの下から、だが。


「関係ないって言うんなら、言ってもらいましょうか？　あなたたちが一体、何をやろうとしているのかを」


「うっ！……そっ……それはっ……!?」


　さすがに彼女は口ごもり、ふたたびテーブルの中に頭をひっこめる。


　当たり前である。他の人間にならいざ知らず、ナーガに言えるわけはない。


　彼女のそんな沈ちん黙もくに、ナーガは勝ち誇ほこった笑みを浮かべ、


「ほーっほっほっほ！　そらごらんなさいっ！　どーせおたからか何かでも狙ねらってるんでしょうがっ！」


「なにぃぃぃっ!?　おたからっ!?」


　今の今まで、あたしたちのやりとりを、りちぎに眺ながめていた盗賊たちが、ナーガのことばに声を上げる。


「ほんとうですかいっ!?　姐あねゴっ！」


「ふっ……わたしのにらんだところじゃあ、十中八、九まちがいなしね」


　……いきなり意気投合してどーする。おまいら。


「……けど……正直に話す気がない、っていうのならしかたないわ。力ずくで聞きだすだけよっ！


　──とぅっ！」


　言ってナーガは枝から飛び降りる！


　今だっ！


　この瞬間を待っていた！　あたしはあらかじめ、唱えていた呪文を解き放つ！


「地精道ベフイス・ブリング！」


　地精ベフイモスに干渉し、大地に穴を開ける術である。目標は──ナーガの着地予想地点。


「あひぃぃぃっ!!」


　着地する地面を失い、まともにバランスを崩くずすナーガ。





　ぞごりっ！





　やたらイタそーな音が聞こえた。


　……壁でどっかこすったな……


　おそらくナーガは、穴の底でひっくり返ってるのだろうが……


　えぇいっ！　おまけだっ！　もー一発っ！


「振動弾ダム・ブラス！」


　ごがぁっ！


「ひあああああああああっ!!」


　あたしの術は、穴のふちの地面をぶち砕くだいた。多量の土ど砂しやが、穴の底へとなだれ落ちてゆく。


「ああっ!!　姐ゴっ！」


　あわてて穴にかけ寄る盗賊たち。


　勝手にナーガを親分にまつり上げていたりする。


「今よっ！　マーシャさんっ！　逃げるわよっ！」


　言ってテーブルひっくり返し、彼女の手をとり、かけ出すあたし。


「ああっ！　私のテーブルっ！」


「ンなこと言ってる場合じゃないでしょーがっ！」


「……でも今のって、いくらなんでもやりすぎじゃない？　一応あなたの連れなんでしょ？　あのひと」


　走りながら言うマーシャさん。
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「とんでもないっ！　相手はナーガよっ！


　むしろ、ちょっと手かげんしすぎちゃったかなー、なんて思ってるくらいよっ！」


「……あれで手かげん、って……ほんとーに人間？　あのひと？」


「あたしに聞かないでっ！


　──ともあれ今は、一刻も早く、甲冑蛇竜メイル・サーペントの毒牙を手に入れることよっ！」


「そ──そうよね！」


　彼女は大きくうなずいた。


　ここまで来て、ナーガなんぞに、あたしの──いや、あたしたちの悲願の邪じや魔まなどさせるわけにはいかないのだっ！





「──ここよ」


　マーシャさんが足を止めたのは、ブルーグリーンに輝かがやく、大きな湖の前だった。


　……こんな大きな湖なら、わざわざ案内してもらわなくても、あたしが高速飛行の術あたりで上から探せば、あっさり見つけることもできたのだが……


　昼の陽を浴あび、輝く湖面はまさに、『美しい』ということばがぴったしだが、水の透明度はあまり高くない。


「……で、マーシャさん。やつをどうやって見つけるんです？」


「その点はぬかりはないわ。やつには、水を飲みに来た動物を、水中にひきずり込んで食べる、って習性があるから……」


「……『エサになってね[image: ]』なんて言い出すんじゃないでしょーね？」


「まさか。ちゃんとテは考えてあるわよ」


　言いながら、腰にぶら下げた革かわの水すい筒とうをはずし、栓せんを開ける。湖の岸辺に歩み寄り──


　……とぷんっ……とぷんっ……


　湖の蒼あおに、赤黒い色が混ざってゆく。


　風に流れる血のにおい。


「……それって……？」


「羊の血よ」


　なるほど。これのにおいで甲冑蛇竜メイル・サーペントをおびき出そう、というわけか。


「さて──と。これでよし」


　水筒の最後の一いつ滴てきまでも、湖の中に流し入れると、彼女は水辺から離れ、背中のザックから、何やら取り出し、組み立てはじめる。


　……テーブルだよ……


「……あの……マーシャさん……」


　つぶやくあたしに、彼女はテーブルの下にもぐり込みながら、


「ああ。これ？　こんなこともあろうかと思って……」


「……もーいいです……」


　疲れた声でつぶやくあたし。


　どーせ『組み立てテーブル二号』とか何とか言うんだろーけど……


「これで、あとは待つだけよ」


「……待つだけ、ってそんなゆーちょーなこと……」


　こうやっている間にも、復活したナーガが襲撃をかけてきてもおかしくない。


「大だい夫じよう夫ぶよ。それほど時間はかからないと思うわ。


　奴、血のにおいには敏びん感かんだし。


　言ってるうちに──ほら」


　彼女のことばにふり向けば、水面にゆらり、と小さな波が立つ。


　──もう来た!?


　あわてて水辺にかけ寄ると、あたしは呪文を唱えはじめる。


　姿を現わしたところを見み計はからい、振動弾ダム・ブラスあたりを一発。毒牙のある頭を狙ねらわなければ問題はない。


　そして──！


　ざびしゃぁっ！





　みょげぇぇぇっ！





　波しぶきとおたけび上げながら、それは湖面に姿を現わした！


　一瞬、呪文を放つことすら忘れてあたしは立ちつくす。


　──デカひっ！


　水面からもたげたかま首の高さだけで、針蛇竜ニードル・サーペントの体長ほどの高さがある。太さはそれこそ丸まる太たなみ。水に隠れて見えないが、全長は、ちょっとした家くらいなら、ひと巻きできるほどあるんじゃないだろーか。


　その名の通り、全身を鎧よろいのようなウロコが覆おおって……
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　──などと観察している場合ではないっ！


「とりあえず振動弾ダム・ブラスっ！」


　しかしあたしの放った術は、甲冑蛇竜メイル・サーペントの鎧のようなウロコを一枚、はじけさせたのみ。


　しょげげぇぇぇっ！


　それでもやはり痛かったのか、瞳ひとみに怒りの色を浮かべ、あたしに向かってのしかかって来る！


「うどわわわわわわわわっ！」


　あわてて走り出すあたし。となりに並ぶマーシャさん。


　後ろでは、甲冑蛇竜メイル・サーペントに押しつぶされたか、テーブルの砕ける音がする。


「ちょっとリナさんっ！　逃げ出してどーするのよっと!?」


「だってっ！　話が違うわよっ！　針蛇竜ニードル・サーペントのしんせきだってゆーから、もっとちっこいと思ってたのよっ！」


「そーいえば私も、何か言い忘れてるよーな気がしてたのよっ」


「あのねぇっ！」


「とはいっても、このまま逃げ回ってもしかたないわよっ！」


「そりゃそーだけどっ！」


「テーブル、もーひとつありますけどっ！」


「それでどーなるのよっ!!」


　振動弾ダム・ブラスあたりであいつを倒すのは、まず無理だろう。鎧がわりのウロコは砕けても、脂し肪ぼうや筋肉がクッションになって、一発で致ち命めい的てきなダメージを与えることはまず無理。


　何発もぶちかませば、むろんいつかは倒れるだろうが、それより先に、水の中に逃げ込まれるおそれがある。


　かといって竜破斬ドラグ・スレイブあたりの強力なやつを使えば、目的の毒どく牙がまでおじゃん、である。


「ひーっ！　追いつかれるぅぅっ！」


　彼女の悲ひ鳴めいにふりむけば、すぐ後ろに迫せまった甲冑蛇竜メイル・サーペントの開いた顎あぎと！


「マーシャさんっ！　森の中へっ！」


「わかったわっ！」


　二人はしげみをかきわけて、森の中へと飛び込んだ。


　だがしかしっ！


　ざさざざざざざざざざぁっ！


　木々の間を縫ぬいながら、なおも追ってくる甲冑蛇竜メイル・サーペント！


　えぇいっ！　しつこいっ！


　……と、待てよ。この状況でならっ！


　あたしは呪文を唱えはじめる。


　ふりかえりざま、手近な木の幹みきに、右手のひらを押しつけた。


「氷窟蔦ヴアン・レイル！」


　右手を起点に、無数の氷の糸が、木の幹を、大地を走り抜ける。


　氷の触手が触れるやいなや、甲冑蛇竜メイル・サーペントの体が、瞬時に氷の彫像と化す。


　胴の一部を凍こおらされただけである。さすがにまだ生きてはいるが、あたりの草木もいっしょくたに凍らされ、身動きが取れなくなっている。


　今だっ！


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　凍り、固った甲冑蛇竜メイル・サーペントの胴を、あたしの術が粉ふん砕さいした！





「……やったわね……」


　動かなくなった甲冑蛇竜メイル・サーペントの死体を足下に見下ろして、マーシャさんはしみじみとつぶやいた。


「くくぅっ！　これでっ！　これでっ！　私たちの長年に渡る悲願がようやく成じよう就じゆするのよっ！」


「ふっ！　はたしてそううまくいくかしらねっ！」


「なっ……!!」


　突然の声にふり向けば、そこにはナーガと、さきほどの盗賊ご一同！


「リナさん……盗賊となかよしになってますけど……あなたの連れ……」


　三つめの簡易テーブルを組み立てながら言うマーシャさん。


「あーゆー奴なのよ。ナーガは」


「ほーっほっほっほ！　とうとう追いついたわよっ！　リナ ＝ インバースっ！　こんなところで何を遊んでるのかは知らないけど、今度こそ、おたからのありか、白状してもらうわよっ！」


「宝なんかじゃない……なんて言ったところで、信じちゃくれないんでしょうね……」


　ナーガの目をじっと見つめたまま、あたしは言った。


　──本当のことを言って、ナーガを説得するのはたやすい。


　だが──言えない。それだけは。言えばナーガはきっと──


「ふっ！　それで信じろ、なんていう方がどうかしてるわねっ！


　……さあ……どうするのっ！　おとなしくおたから探しにこのわたしも加えるか、さもなくば……」


「待ってっ！　待ってくださいっ！」


　声を上げたのはマーシャさんだった。


「このひとは……リナさんは、私の依頼で、薬の材料調達に協力してもらっているだけなんですっ！」


「マーシャさんっ!!」


　あたしの制止する声も聞かず、かまわず続ける彼女。


「この甲冑蛇竜メイル・サーペントも、その薬の材料のひとつなんですっ！　だからお願いっ！　じゃまをしないでっ！」


「……ふっ……　ほーっほっほっほっほ！」


　彼女のことばに、しかしナーガは、いきなり高笑いを上げた。


「薬の材料ですって!!　ふっ！　噓うそをつくなら、もうすこしまともなのを考えることねっ！　第一、それが本当なら、なぜこのわたしにあそこまで、ひた隠しにする必要があるの!!」


「うっ……！　そっ……それはっ！……」


　彼女は一瞬口ごもり、


「……それはっ……！──あなたなんかに、私たちの気持ちはわからないわっ！」


　第三者からすれば、全く意味不明のことを口走る。


「それこそわけのわからないことをっ！……まあいいわ。話すつもりがないのなら、話したくなるようにしてあげるわっ！　あんたたちっ！」


『おうっ！』


　ナーガの号令一下、手に手に得え物ものを抜き放ち、向かって来る盗賊たち。


　──ここが広場かどこかなら、こんな連中、爆裂陣メガ・ブランドか炸弾陣デイル・ブランドの一発でカタがつくのだが、これだけ木だのなんだのが多いとそのテは使えない。


　となれば──


「爆煙舞バースト・ロンドっ！」





　ちゅごごごぅわっ！





　あたしの放った無差別広こう範はん囲いの術に、一瞬、全身を火に包まれる盗賊たち。


『うでりょどぉうわぁぁっ!!』


　いつかのメシ屋でも使ったが、見た目は派は手でだが火力はそれほどでもない。この程度なら、いきなし森が大火事になる、などということもないだろう。


　しかし、根性なし盗賊たちの、士気をくじくにはじゅーぶんだった。


　口々に、わからん悲鳴を上げながら、あっという間にちりぢりになる。


「……ふっ……もろい主従関係だったわね。ナーガ」


「ほーっほっほっほ！　あの連中を追っ払った程度で、まさか勝ったつもりでいるのかしらっ!?　本当の戦いはこれからよっ！」


　言って呪文を唱えはじめる。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　飛来する、十数本の冷気の矢を、しかしあたしは木の幹に隠れてあっさりかわす。


　今度はこちらの番っ！


　ふところから、一本のナイフを取り出すと、ナーガの足下目がけて投げつけた！


「──影縛りシヤドウ・スナツプ!?」


　叫さけんで大きく退さがるナーガ。


　しかし、あたしの狙っていたのはこれだった！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　相手の精神世界面アストラル・サイドに直接ダメージを与える術である。足下に投げたナイフはただのフェイント。とうてい逃げられるタイミングではない！


　だがしかし！


「ふっ！」


　ナーガは腰の後ろから、一本の短剣を抜き放ち、気合いとともに一いつ閃せんする！


　短剣が、飛来する烈閃槍エルメキア・ランスをひと薙なぎしたその瞬間！
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　ぶじゅっ！


　にぶい音ひとつを残し、光の槍やりはあとかたもなく消滅した！


「なっ!?」


　思わず硬直するあたし。


　むろん、ただの短剣にこんなまねができるはずはない。


　──魔力剣か!?


　あたしは内心ほぞを嚙かんだ。


　ナーガの短剣なんぞ、単なる雰ふん囲い気きづくりのアイテムと、あたしは今の今まで思っていたのだ。


　この間、すでにナーガは次の呪文を唱えはじめている！


「振動弾ダム・ブラス」


　こんなものが当たるわけはない。あたしはあっさり身をかわす。


　だがしかし。


　がごぅっ！


「きゃぅっ!!」


　後ろで聞こえる、何かの砕ける重い音と、そしてマーシャさんの悲鳴！


「しまった！　マーシャさんっ！」


　ふりむけば、彼女は無ぶ事じだが、そばの地面がごっそりとえぐられている。


　──甲冑蛇竜メイル・サーペントの、頭のすぐ横。


　まずいっ！


　あたしはあわてて場所を移動する。


　だがしかし──


「……ふっ！　逃げてもむだよっ！　リナ ＝ インバースっ！」


　勝ちほこった声を上げるナーガ。


「あなたが逃げるなら、そこのでっかいヘビの頭、呪文でぶち砕くわよっ！」


「……なっ!!」


　気づかれたっ!!


　しかたなく足を止めるあたし。


　……くそー……ナーガの奴、かんじんな所ではとことんニブいくせして、いらないところでみょーにスルドい。


「さっきの話が本当かどうかはとにかく、そのヘビが、あんたたちにとってかなり重要なものだ、ってことは本当のようねぇ……」


　ねちり、とした笑みを浮かべて、


「……さあ……今度こそ話してもらいましょうか……本当のことを。もしヘたな噓うそなんてついてごらんなさい。そのヘビの頭砕くわよっ！」


「……くっ……」


　なすすべもなく立ち尽つくすあたし。


「──わかったわ……」


　言ってゆらりっ、と、テーブルの下からはい出たのはマーシャさん。


「マーシャっ!!」


「……もうあきらめましょ。リナさん。どちらにしても、いずれはわかってしまうことよ……」


　あきらめの混じった、しかし静かな瞳ひとみでじっとあたし見つめる彼女。


「……でも……でもっ！」


　あたしは奥歯を嚙かみしめる。


　かまわず彼女はナーガに向きなおり、


「ある意味では、確かに宝と言えるかもしれません。


　ただ──


　さっき私が言った、薬を作る、というのもまた事実です」


「つまりは──その薬こそが、宝になる、ってわけね？」


「ええ──私たちにとっては」


　ナーガの問いに、マーシャさんはこくりとうなずいた。


「……わたしたち？


　──それで……結局何なのよ？　その薬、っていうのは？」


「それは──」


　マーシャさんは一度、大きく息を吸い込むと、意を決して言った。


「……胸の大きくなる薬よ……」


　次の瞬間──


　やはりあたしの予想通り、ナーガは爆笑しまくりやがったのだった。


　……どちくしょう。





　マーシャさんのかつての恋人が、彼女より胸のデカいスカピー女に鞍くら替がえしたのが、今から四年ほど前のことだったらしい。


　それ以来彼女は、この研究に没ぼつ頭とうし、ついに実用のめどを立てた、というわけである。


　ナーガにとことんからかわれまくりながら待つこと十日、ようやく彼女の薬が完成する日が来たのだった！


「できたわよリナさんっ！」


　マーシャさんの研究室で、彼女は歓かん喜きの声を上げた。


「ををっ！　できたのっ！」


　思わず歩み寄るあたし。


　後ろでは、必死に笑いをこらえるナーガ。


「──これよ」


　言って彼女は、クリスタル・グラスに入った、濃緑色の液体を見せる。


「……ふっふっふっふ……これさえ飲めば、もぉ、胸が小さいだの色気がないだの、大平原の小さな胸だのと言われなくてもすむのねっ！」


「そうよリナさんっ！……でもね、これって飲むんじゃないの」


「……と言うと……？」


　尋たずねるあたしに、彼女はにっこりほほえむと、


「針か何かにこれをつけてね、ぶちっ、と胸をひと刺さしすれば、あら不ふ思し議ぎ[image: ]　みるみるうちに……」


「そりゃただ単にハレるだけでしょーがっ！」


　あたしの怒りの左回し蹴げりが、マーシャの側頭部を直撃した。





　かくて。


　あたしはそれからしばらくの間、この件で、ナーガにしつこくしつこくしつこくからかいまくられることになったのだった……


　……しくしくしくしく……







（ないしょの作戦オペレーシヨン：おわり）










だんぢょん探訪記










「……あのぉ……ちょっとよろしいでしょうか……」


　横手から、間ま延のびしきった声がかかったのは、ある晴れた日の昼下り。


　天気はいいが、さすがに季節が季節だけあって、空気には、澄すんだ冬のにおいが混じっている。


「……どーしたんです？」


　さすがに足を止めるあたしとナーガ。


　──ごくふつーの町の中なら、気づかずに通りすぎてしまいそうな声だったが、なにしろここは街かい道どうからも外はずれた山の中。あたしたちのほかに人といえば──声をかけて来た女性のみ。


　としのころ、おそらくあたしと同じくらいだろう。ややおっとりとした感じの愛らしい美人で、巫み女こと僧そう侶りよをたして二で割ったような服を着ているが、何度もひっくりこけたかのように、服も長い銀髪も、泥どろと土とでよごれ、瞳ひとみには、うっすらと涙も浮かんでいる。


「どうしたの!?　一体!?」


　思わず尋たずねるあたしに、彼女は小さくしゃくり上げながら、


「……じつはぁ……みんながぁ……」


　言って後ろの方を指す。


　葉の落ちた木々のむこう。枯かれ蔦つたを、あたりにびっしりまとわりつかせた洞どう窟くつが、ぽっかりと、深い闇やみを覗のぞかせていた。


　入り口には、あきらかに人の手が加わっている。地に埋うもれた古い遺い跡せき、といったところか。


　あたしはふたたび彼女に向きなおり、


「どういうこと？　落ち着いて。わけを話してくれる？」


　彼女はなおもしゃくり上げながらも、それでも小さくうなずいた。


「……わたしぃ……メリルっていいますぅ……ウランバールの町で……いちおー賢けん者じやなんてやってますぅ……」


　彼女は答えた。


　ウランバールというのは、ここから少し離れてはいるが、かなり大きな町である。


　重ねてあたしは問いかけた。


「賢者──ってぇと、なんの役にも立たないことを、ひとりでねちねち考えるしか芸がないくせして、ひとを見み下くだしたよーな態度だけはいっちょ前、って、あの賢者？」


「……そこまで言われるすじあいはないよーな気もしますけど……その賢者ですぅ……」
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　あたしの問いに、彼女はこっくりとうなずいた。


「……じつはぁ……しばらく前にこの洞窟が発見されて、領りよう主しゆの命令で調査することになったんですぅ……わたしと、ほかに何人かがパーティーを組んで……ここまで来て……しばらく中を調べてたんですけど……


　いきなり何かに襲おそわれて……」


　うつむいて、しばし沈ちん黙もくする彼女。


「──それで……みんなとはぐれちゃって……襲って来たのが何なのかも……


　けど──もしほかのみんなが無ぶ事じなら、助けなきゃなりません……


　おねがいですぅっ！　あなたたち、旅の魔道士さんみたいですけどぉ、みんなを助けるの手つだってくださいぃっ！　お願いしますぅっ！」


　半泣きの顔で言うメリルの肩に、あたしはそっと片手を置いて、


「……大だい丈じよう夫ぶよ。見捨てたりはしないから。


　たまたまあたしたちがここを通りかかったのも、きっと運命、ってやつだったのよ」


「……ふぅん……」


　今の今まで、あたしの後ろでだまり込んでいたナーガがはじめて、おもしろくもなさそうな声を上げる。


「……まさかリナ……その『運命』のひとことで、あんたのせいで道に迷ったのをごま化そう、ってわけ？」


　[image: ]っ!?


　思わず一瞬絶句するあたし。


　……いやまあ確かに、たまには人のいないところを歩いてみるのもいーんじゃないかなー、なんて言ったのはあたしだったよーな気もするけど……


「……ま……まーそんなこともあったっけ。あははははは[image: ]」


「ふっ。笑ってごまかそうったって、そうはいかないわよ」


「でもさ、昔から言うじゃない？　『笑ってごま化せ自分の失敗、死ぬまでなじろう他ひ人とのミス』って」


「確かに言うけど……


　……洞窟に入って人助け……ねぇ……」


「お願いしますぅっ！」


　気乗りのしない調子のナーガに、メリルはあわてて、


「たいしたお礼もできませんけど……


　そーです！　この洞窟で、もしも何か宝物が見つかったら、そのうち何割かを差し上げますからぁっ！」
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　彼女のことばが終わるより早く──


「ふっ！　困ったひとを見捨てるわけにもいかないわねっ！」


「もちろんよっ！　さーメリル、座すわってないでとっとと行きましょっ！」


　あたしとナーガは彼女のえり首ふん捕づかまえて、洞窟に向かって歩き出していた。





「ほーっほっほっ！　見て見てリナ！　純金の壺つぼよっ！　ぢゅんきんんんんんっ！」


「こっちは魔法剣よっ！　まほーけんっ！　しかも柄つかはプラチナで、好こう事ず家かごのみに、宝石の装そう飾しよくもびっちしよっ！」


「……あの……」


「ほーっほっほっほっほっ！」


「うふふふふふふふふふふ[image: ]」


　遺跡の暗くしめった通路を、奥に進んだとある一室。


　あたしの剣の鞘さやに灯ともした、魔力の明りに照らされて、金製品だの宝石だのが、ごろごろ転ころがっていたりする。


「……あのー……」
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　あたしとナーガが、おたからを、いっしょーけんめー品定めしちゃあザックにほうり込んでいると、おずおずと、メリルが横から声をかけて来た。


「何よ？」


「今、いそがしーんだから」


　ふり向きもせずに答えるふたりに、彼女はなおもおずおずと、


「……すみません……けど、ひょっとして忘れてたりしません……？　わたしの言ったこと……」


　彼女のことばに、思わず手を止め、あたしとナーガは苦笑を浮かべてふり返る。


「……ばかねぇ……心配しなくていいわよ」


「そうそう。ちゃんと覚おぼえてるから」


「ここで見つけたおたからの何割かはあたしたちのもの、って奴やつでしょ」


「……いえ……その前に……」


「ふっ。何かと思えばそんなこと？」


　彼女のことばに、ナーガは髪かみをかき上げながら、


「依い頼らい料が少ないことなんて、ちっとも気にすることないわよ。ここにこれだけおたからがあるんだから」


「………………いえ…………そのもーすこし前の…………」


　言われて思わず、あたしとナーガは顔を見合わせ──


『ををっ！　そーいえばっ！』


　声をハモらせ、同時に手を打つ。


「だいじょーぶよ。仲間のひとたちもついでにちゃんと助けてあげるから」


「……あの……ほんとーにだいぢょーぶなんでしょーか……」


　ジト目で見つめるメリルに、あたしはぱたぱたと手を振り、


「心配ないってば。こう見えてもあたしたちは……」


　言いかけて、あたしは、ふっ、とことばを切る。


　ナーガもまた、おたからを物ぶつ色しよくする手を休め、その場にしずかに立ち上がった。


「……ど……どうしたんですか……？」


　おずおずと問うメリルは無視し、二人は部屋の入り口の方をじっと見つめた。


　扉とびらはすでに朽くち落ちて、その向こうには、黒い闇やみだけを覗のぞかせている。


　──殺さつ気きは、闇のむこうにひしめいている。


　瞬間、それが一気にふくれ上がった！


　来たっ！


　思うと同時に、闇の中からおどり込んでくる人影、その数五、六人。


　すでに全員、手に手にぎらつく剣を抜き、構かまえている。


　しかしまだ動きが甘いっ！


　あたしは明りがついたままの鞘を、突っ込んでくる連中目がけて投げつけた！


『うぉっ!?』


　声を上げ、思わずひるんだその瞬間を逃のがさずに、すでに唱となえ終わっていた呪じゆ文もんをあたしは解き放つ！


「炎の矢フレア・アロー！」





　ちゅごばどぅっ！





『どひぇおがぁぁっ!?』


　十数条の炎が闇を切り裂さいて、たてつづけに悲鳴がわき上がる。


「くそぅっ！　退ひけっ！　退けぇっ！」


　男のひとりが叫ぶと同時に、一同は、ころがるように扉の外へと逃げてゆく。


「ほーっほっほっほ！　甘いわねっ！　この白蛇サーペントのナーガの手から逃れられるとでも思っているのっ!?」


「ナーガ！　ストップ！」


　あとを追おうとする彼女を、片手を上げてあたしは止めた。


「……どうしたのよ？　一体……


　ふっ。さては臆おくしたわねっ！　リナ ＝ インバース！」


「そーじゃなくって！　敵があれで全部だ、って保証はないのよっ！　のこのこ出て行ったところに、待ち伏ぶせでもされててごらんなさい。負ける──とまではいかなくても、不利にはなるでしょうね」


「なるほど……ふっ。わかったわ」


　応こたえて意味なく、髪をふぁさぁっ、とかき上げるナーガ。


「……今の連中です……たぶん……わたしたちを襲ったのは……」


　やはり、おどおどと言うメリル。


「……一体何なんでしょう……？」


「ふっ……野や盗とうか、遺跡荒らしか……どーせそんなところでしょ。


　それよりもリナ、このあとどう動く？」


　問いかけるナーガに、あたしはしばし考えてから、


「……そうね……いずれにしても、あんな連中がうろついてちゃあ、落ち着いておたからあさりもできないし……」


「……あの……仲間探し……」


　横からもーしわけなさそーに口をはさむメリルを無視し、


「となればまずは、あの連中をぶち倒すのみっ！


　──あ、ついでにメリルの仲間を探す、ってぇのが合理的ね」


「……ついでじゃなくて……」


「ふっ！　なかなかナイスなアイデアね！


　そうと決まればさっそくはじめるわよ！」


　とりあえず、入り口近くに落ちた、明りライテイングが灯ついたままの剣の鞘を拾い上げ、あたりの気け配はいをあたしは探る。


　近くには、殺気も気け配はいも何もない。


「……どうやら連中、どっかへ逃げちゃったみたいね……」


　言いながら、明りライテイングの灯いた鞘を左の手に掲かかげ、あたしは部屋の入り口をくぐった。


「……で？　どこから探すつもり？」


「とりあえず……今のであっさり逃げ出した、ってこともあるかもしんないしね。まずは洞窟の出入り口の方から行ってみましょ」


　あたしは二人の答えも待たず、とっとと先に歩き出した。





「……ふぅむ……」


　三人が足を止めたのは、入り口の光が、小さく見えたあたりのこと。


「……あの……どーしたんですぅ……？」


　おずおず尋ねるメリルには、あたしは応えず、


「どーやら連中、外へは逃げてなかったみたいね」


　ぽつりと小さくつぶやくと、やおら声のトーンを上げて、


「あんたたちっ！　こそこそしないで出てきなさいよっ！」


　言うなり、あたりの闇の中に、あからさまな動どう揺ようの気配がわきおこる。


　かまわずことばを続けるあたし。


「出入り口の明りが見えて、ほっとひと安心……その油断を狙ねらってまちぶせをかける。


　悪いアイデアじゃないけど、そんなに殺気丸出しじゃあ、『ここにいるぞぉっ！』って叫さけんでるよーなもんよ」


「……そうかよ……」


　さすがにごまかし通すのは無理と悟さとったか、前のほうから、太い男の声がする。


　ゆらり、と闇がうごめいて──


　それは、十人ほどの人の形になった。


　別に、何かの術を使ったわけではない。おそらく、壁かべや床ゆかに、体をくっつけてでもいたのだろう。


「──そんなに遠くにいちゃ話もできないでしょ。それとも、ひとさまには見せられないよーな顔が揃そろってるわけ？」


　しばしの沈黙。怒りの気配。


「──すぐにそっちへ行ってやる！　待ってやがれっ！」


　言って連中は動き出す。むろんあたしに、逃げるつもりなどさらさらない。


　口の中で小さく呪文を唱え──


「明りよライテイング！」


　ばぅっ！


　あたしの放った魔力の明りは、通路の天てん井じようにはりついて、あたりをしらじらと照らし出した。


「……くっ……!?」


　いきなりの明りに目がくらんだか、一瞬立ち止まる男たち。


　ざっと見たところ十人程度。まちまちな武装にばらばらの動き。


「……なんだ……野や盗とうか……」


　あたしはぽつりとつぶやいて、ぼるりぼるりと頭を搔かいた。


　しかしこのことば、連中の耳にも届とどいていたらしい。


「『なんだ』だとぅっ!?」


「ふざけやがって！　強がりのつもりか!?」


　口々に言う男たちの中から、一人がずいっ、と一歩前に出る。


　おそらくリーダー格なのだろうが、ひげづらの、どこにでもいるよーなごろつき風の奴である。


「……なかなか気の強い奴だな……気に入ったよ。その気の強さに免めんじて、身ぐるみ置いてきゃあ、おとなしく、こっちから出してやってもいいぜ」


　男のことばに、あたしは思わずため息をつく。


「……トリか……？　あんたは……」


「鳥？」


　男は小さく眉まゆをひそめる。どーやらあたしの言ってる意味がわからないらしい。


「記憶力があるのか、って聞いてんのよ。


　それとも、さっき奥の部屋で、あたしの呪文一発食らってとっとと逃げ出したのは、あんたたちじゃなかった、とでもゆーわけ？


　……ま、もっとも、あんたたちののーみそに、記憶や反省なんて高度なことをやれ、って方が無理かもしんないけどね」


「なっ……なんだとぅっ!?」


　あ。やっぱしキレたか。


「さっきのは、不意をつかれて驚おどろいただけだっ！　よぉぉし。そこまで言うなら、オレたちの本当の力、見せてやろうじゃねーかっ！


　いくぞっ！　お前らっ！」


『おうっ！』


　手に手に武器をふり上げて、一いつ斉せいに声を上げるザコキャラ一同。


「かかれぇぇぃっ！」


「炎の矢フレア・アロー。」


　ちゅごがごぼばぼごごごうっ！


『どひぅおわぇぇっ！』


　男がうだうだ言ってる間に唱えておいた、呪文を一発。


　炎に巻かれ、連中はいともあっさりと、あたしたちに背を向けて、洞窟の出口を目ざして逃げ出した。


　……意地とかこんじょーとかはないのか……この連中……


「ふっ！　今度もつごうよく逃げられる、などとは思わないことねっ！」


　言って呪文をとなえるナーガ。


「殺しちゃだめよ！　ナーガ！」


　横からくぎを刺さすあたし。


　連中にはまだ、おたからのありかやメリルの仲間のことなど、聞かなきゃなんないことがある。


　呪文を唱え続けつつ、ナーガは小さくうなずいた。


　あたしの知らない術のようだが、呪文の内容から察するに、地精ベフイモスに干かん渉しようして──


　……待て。


「ナーガっ！　あんた……」


　あたしが声を上げたその瞬間。


　彼女の術が完成した！


「礫波動破ヴイーガスガイア！」
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　たむっ！　とナーガが床に手をついたその瞬間。





　ごごぅっ。





　洞窟が揺ゆれた。





「ほーっほっほっほ！　これでよぉーくわかったでしょ!?　このわたしの手から逃げおおせることなど、とうてい不可能だということがっ！」


「『ゆーことが』ぢゃないぃぃぃぃっ！」





　どげぐっ！





　叫びつつ、あたしの放った飛び蹴げりは、まともにナーガの頭を直撃した。


「……ったたた……何するのよリナっ!?　いきなりっ!?


　……ふっ……さてはこのわたしの才能に嫉しつ妬としたわねっ！」


「するかぁぁっ！　あんたねぇっ！　一体何考えてんのよっ!?　あたしたちまでいっしょに埋うまってどーすんのよっ!?」


　そう。


　ナーガの術は地を疾はしり、洞窟の出入り口を粉ふん砕さいし、野盗たちの退路を断たったのだった。


　──むろんあたしたちも出られない。


「そんなに怒んなくったっていいじゃないっ！　連中を死なせちゃいけない、って一歩先を読んでわざわざしかけたのにっ！」


「だったらもう半歩でいいから先を読んでよっ！」


「そんなむずかしいことできるわけないじゃないっ！」


「ふつーのひとはできるのよっ！」


「ふっ！　笑わせてくれるわねっ！　リナ ＝ インバース！　この白蛇サーペントのナーガをそこいらに転がっている凡ぼん人じんと同一視するとはっ！」


　……まあ確かに、こいつと、そのあたりのかたぎのひとたちを同一視するのは、とことん失礼だとは思うけど……


「……まあいいわ……責めても反省するわけじゃないでしょーし……


　──ところで連中は!?」


　視線を移せば、すでに野盗たちの姿はそこから消えている。


「……そこいらの部屋かわき道にでも逃げたのね。たぶん」


「……あのー……」


　気弱な声にふり向けば、おずおずと佇たたずむメリルの姿。


「なんだ。まだいたの」


　無情なことを、ぼそっ、と言うナーガ。


「……いたの……って……


　……それはとにかく……これじゃあわたしたちもここから出られないよーな気がするんですけど……」


「だいじょーぶだとは思うけど……とりあえず、崩くずれたあたりを調べてみましょ」


　言ってあたしは歩き出す。


　あとについてくるナーガとメリル。


　途中、右側に通路が一本。おそらく野盗たちは、ここへ逃げ込んだのだろう。もはやあたりに気配はないが。


　入り口のあたりは完全に崩くずれ落ち、今や単なる土ど砂しやの山と化している。


「……これを掘りかえすのって……無理……ですよねぇ……」


　あまり緊きん迫ぱく感かんのない口く調ちようで言うメリル。


「……どーしましょう……他に出口はありませんし……」


　……はて？


　まあとりあえず、あたしは呪文を唱え──


「地精道ペフイス・ブリング！」


　地精ベフイモスに干渉し、大地に穴を開ける──早い話がトンネル掘りの術である。


　あたしの術はあっさりと、崩れた土砂に、なんとか大人が立って通れるほどのトンネルを開けた。


「……すごぉい……」


　ぽつりとつぶやき、メリルは目を丸くした。


　が──


　……ご……ごごごごこおぅっ！


　次の瞬間、重い地響き立てながら、あたしの造ったトンネルは、一瞬にして崩れ落ちた。


「……うーん……どーやらこのあたり一帯、だいぶ地じ盤ばんがゆるんでるみたいね……誰かさんの術のせいで」


　言ってちらりっ、とナーガの方へ視線を送る。


　──むろんこの程度の皮ひ肉にくが、通じるようなナーガじゃないけど……


「……どうするんですぅ……？　出られないじゃないですかぁ……」


　半泣きの顔で言うメリル。


「だいじょーぶよ。どっかほかの、地面のしっかりしたとこから掘りゃあいいだけなんだから。


　それより──どうしよ。先にあの盗賊たちぶっ倒しちゃおか？……たしかにこの遺跡っておっきいけど、部屋数少なそーだし、全部探し歩いても、そんなに時間はかかんないだろうし……」


「それよりいい案がありますっ！」


　やおらはっきり口調で言うメリル。


「いい案？」


「はい！　先に地上への通路を開あけちゃうんですっ！」


「……それで？」


「……え……と……」


　いきなりことばに詰つまる彼女。


「ふっ！　さては、ともかく外に出たいんでしょっ！」


「……そ……それもありますけどぉ……」


　ナーガのツッコミに、彼女はおずおずうなずいて、


「……あんまり野盗さんたちを追い詰めるのもぉ、よくないよーな気がするんです……」


「……ふぅん……」


　あたしはしばし考えて、


「──なら、こーゆーのはどう？　まず、さっきおたからがあった部屋で、外へのトンネルを掘る。次に野盗たちを探し出して、逃げるふりして外におびき出す。でもって一気にぶち倒す、ってゆーのは？」


「……それならいーです……」


　メリルはこっくりうなずいた。


「ふっ。それならいいわ。外ならここと違って思い切った術も使えるしね」


　……あんたはいつでもじゅーぶん思い切ってるだろーが……ナーガ……


「ともかく、そうと決まればさっそく実行あるのみよっ！」





「──いたわ」


　つぶやいて、あたしがふたたび足を止めたのは、しばらくのち。


　野盗たちが逃げたとおぼしき、例の横道を、すこし奥に進んだあたりである。


　もちろん、すでにあたしの術で、おたからの転がっていた部屋から、外へと通じるトンネルは掘ってある。


　通路の右側に、おそらく部屋の入り口だろう。四角い穴が、闇の詰まった口を開けていた。


「二人は、ちょっとここで待ってて。いつでも逃げ出せるよーにね」


　言ってあたしは、明りのついた鞘を手に、そろぅり、そろりと戸口に向かう。


　戸口から、中をのぞきこんだそのとたん。


　ひゅっ。


　予想通り、闇に起こった風切る音に、あたしは余よ裕ゆうで身を引いた。


「うわっ!?」


　驚きの声を残すのも忘れない。


　かっ！　かかっ！


　向かいの壁に、音を立ててぶつかったのは、五、六本の弓矢。
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「飛び道具持ってるわっ！　一時退却よっ！」


　部屋の中に連中に聞こえるように声を上げ、わざとどたどた足音を立てながら、あたしはナーガたちのもとに走り寄る。


「逃がすなっ！」


「追えっ！」


　月並みなセリフとともに、部屋からひとの出る気配。


　──よぉぉっし。ちゃんとついてきたな。


「行くわよっ！」


　あたしはナーガたちに声をかけ、トンネルを開けた部屋を目ざして走り出す。


「あっちだっ！」


「逃がすなっ！」


　野盗たちの声は背中に聞こえているが、思った通り、矢は射うってこない。


　通路を走り、部屋を抜け、まもなく三人はトンネルを使って外に出る。


　そのすぐあとから、わらわら飛び出す野盗たち。


　ざっと二十人程度、といったところか。


「メリル、これで全部なの？」


「……えっと……たぶんこんなもんだと思いますぅ……」


　尋ねるあたしに答えるメリル。思わず眉まゆをひそめるナーガ。


「……ちょっと……なんであんたにそんなことわかるのよ……？」


「──それはね、ナーガ──」


　言いながら、あたしはナーガのそばに寄る。


「メリルがあいつらの仲間だからよ」





「なんですってぇぇっ!?」


　思わず声を上げるナーガ。


「……あんなのが!?　なんで!?」


「あの性格は演技なのっ！　みんなとはぐれた、なんてうそついて、あたしたちを洞窟の中にひきずり込んで、あり金まき上げようって作戦よ！


　──ただ──


　あたしたちの強さは計算外だったみたいだけどね」


　言ってあたしは、静かにメリルに視線を送る。


「……あ……わかっちゃいましたぁ……？」


　あいもかわらず、ぽーっとした調子で言う彼女。


「……実はぁ、そーなんです。わたしぃ、このひとたちのぉ、おやぶんさんをやらせていただいてますぅ」


「をやぶんっ!?」


　思わずおうむ返しに問うあたし。


　調査途中だったはずの遺跡の入り口がひとつしかないことを知っていたり、野盗たちを倒す前に地上への穴を、などと主張したり、あるいはいっしょに逃げてる間、盗賊たちが矢を使わなかったり。おそらく彼女も連中とぐるだろう、とは思っていたが……


　……まさか、よりによって首領とは……


「……あ……でもぉ、もとウランバールの賢者だ、っていうのはほんとうなんですよ」


「……それが何だって、盗賊のボスなんてやってんのよ……？」


「……えっと……一年くらい前ぇ……旅行してて、このひとたちに襲しゆう撃げきされちゃって……逆にわたしがやっつけちゃったんですよぉ……そーしたらぁ、ボスになってくれ、なんてたのまれちゃいまして……


　……わたし……ひとに頼たのまれるとぉ、断ことわれない性た質ちですからぁ……」


　限度とゆーもんがあるだろーが。


　……どーやらこの性格は、演技ではなく、地だったよーだが。


「……そーゆーわけでぇ、できればお金を置いていっていただきたいんですけどぉ……」


「できないからやだ」


「……なら……いいです……」


　……いいのか？


「ちょっとちょっとボスっ！」


　横から待ったをかけたのは、洞窟の中で出会ったひげづらである。


「困りますよぉっ！　毎回その調子で、いっつも獲え物ものを逃がしちまうんですからっ！　ちゃんとまじめに強盗やってもらわねえと、これまでのたくわえは減る一方ですぜっ！」


　言われてメリルは、困り切った表情で、ちらりっ、とあたしに視線を送り、


「……どーしましょー……」


「どーしましょー、って、まじめに更こう生せいして働けば？」


　なげやりな調子で言うあたしに、彼女は……ぽんっ……と手を打って、


「……あ……なるほど……まじめにみんなで働いてぇ、そのもうけたお金で野盗をやればいーんですね」


「……ボス……それ……野盗っていいませんぜ……」


　何かに必死で堪たえているかのよーな口調でひげづらは言う。


　……まー、気持ちはわからんでもないが……


　すくなくとも、メリルが盗賊のおやぶんとゆー商売（？）に向いてないことだけは確かである。


　……だからといって、賢者に向いてるとも思わないが……


「……じゃあ……どーしましょー……」


　言って腕を組むメリル。


　──そこが、あたしのがまんの限界だった。


「だぁぁぁぁっ！　何をぐだぐだ言ってんのよっ!?」


　言ってあたしはメリルのえり首ふん捕まえて、かっくんかっくんゆさぶりながら、


「あんたいちおー野盗のおやぶんなんでしょーがっ！　それならあたしたちと戦うなりなんなりしてっ、あんたが勝ったらあたしたちはあり金置いてく！　あたしたちが勝ったらあんたたちのおたから全部いただくっ！　それでいーでしょーがっ!?　えっ!?」


「……わっ……わかりましたぁぁっ！」


「……わかればいいのよ……」


　言ってあたしは手を離す。


「……どっちが野盗なのよ……」


　ナーガのつぶやきを、聞こえなかったふりをして、あたしはメリルと対たい峙じする。


「かかって来なさいっ！」


　あたしの声に、彼女はこくんっ、とうなずくと、


「……えっと……それじゃあ、地霊咆雷陣アーク・ブラスを使わせていただきますぅ……」


「なっ……!?」


　思わずあたしは絶句する。


　精せい霊れい魔ま術じゆつ系の中でも、かなり高度な技わざである。術者を中心に、かなりの広こう範はん囲い──町の数区画ブロツクくらいの広さにわたって雷撃をまき散らす術である。


　心臓が弱ってでもいない限り、死んだりはしないだろうが、よくてしばらく行動不能。へたをすれば神経に障しよう害がいが残る。


　なにより怖いのが、その広大な効果範囲。


　おそらく彼女が、野盗たちを撃退したのもこの術だったのだろう。


　──逃げるか!?　それとも!?


　あたしが一瞬の迷いを見せるそのうちに、メリルは呪文を唱えはじめる。


　……えっとぉ……風とぉ大地とにぃ……


　　　　眠るぅ……んっとぉ……


　…………遅い…………


　いちおー念のために断わっておくが、この、『えっとぉ』だの『んっとぉ』だのとゆーのは、むろん呪文の本文ではない。


「もーちょっとちゃっちゃと唱えんかぁぁぁいっ！」


　しびれを切らしたあたしの蹴けりは、一撃で、メリルを撃沈したのだった。





　かくて。


　戦い（らしきもの）は終わった。


　あたしとナーガは野盗たちのおたからぶん取って、連中を役人に突き出し、いくばくかの賞金をもらったのだった。


　──ただ──


　問題はメリルである。全員でいくら説明しても、役人が信じてくれなかったのだ。彼女が野盗の首領だ、などということは。


　で。結局。


　彼女は今でも、ウランバールで賢者をやっていたりするのだった。


　……困った世の中である。







（だんぢょん探訪記：おわり）












スレイヤーズえくせれんと



　それぞれの騎士道














　それは、ナーガの硬こう直ちよくではじまった。


　フォークにイカのフライをつきさして、あたしの後ろ、メシ屋の出入り口のほうに目をやったまま、彼女はいきなし凍こおりついたのだ。


　──どしたの？


　あたしがそう声をかけるより一瞬早く──


「あぁら!?　あらあらあらあら！　まぁぁ、こんなところでまたお会いするとは、奇き遇ぐうなこともあるものですわねぇ。ホホホホホホホホ！」


　たしかに聞きおぼえのある高周波が、あたしの脳ズイを直撃した！


　……こっ……この声はっ!?


　あたしは思わず硬直した。


　まがまがしい記憶が一瞬、頭をよぎり、全身から冷たい汗あせが吹き出す。


　聞きおぼえのある声だった。


　できることなら、二度と聞きたくなかった声。


　しかし、あたしが硬直しているそのうちにも、巨大なものの気け配はいは、後ろから、着実に、あたしに向かって近づいて来る。


　そして──


　それはあたしの背後で足を止めた。


　おそるおそるふり向けば、あたしのすぐ目の前に立ちふさがっているのは、極ごく彩さい色しきのかたまりひとつ！


　そう！　それこそは、かつてあたしとナーガの二人を、恐怖のどん底に突き落としたもの！　人類が生み出した究極の害悪！　自称、良家の奥様こと、過保護のおばはん、ジョセフィーヌさんっ！


　かつて、あたしとナーガの二人は、いきがかり上、このおばはんのくそひ弱よわな息子むすこ、ジェフリーくんに自信をつけさせるため、盗とう賊ぞく退治をやらかしたことがあったのだが……はっきしきっぱし言い切って、ロクでもないしごとだった。


「んまぁぁぁぁ!?やっぱりリナさんにナーガさんですのね！えぇえぇもちろんあなたたちのことを忘わすれるはずもござぁぁませんわ！ほら！わたくし！以前に息子のジェフリーちゃんのお世話をお願いしましたジョセフィーヌざぁますわ！あ！もちろんお忘れになってなどいらっしゃらないと存じますけれども。ヲホホホホホホホホホホホ！」


　あたしがふり向くや否いなや、ひと息に彼女はまくし立てる。


「ただなぁんですか、たくのジェフリーちゃんもこの街のルザッティ公のもとに騎き士しとして仕官させようと思いましたんざーすけど、まーあひとを見る目のない騎士団長で、たくのジェフリーちゃんを見るなり『不採用』とこうですのよ！全くひとを見る目がないと申しましょうか外見でしかものを判断するしか芸がないと申しましょうか、いずれにしろそんな騎士団長なんかの下にたくのかわいいジェフリーちゃんを預あずけるわけにはいきませんから、どこか、もっと名門の騎士団に入れようと思っておりますの！けれどもまぁ簡単に名門の騎士団と言いましてもやはり名めい誉よや格式はむろんのこと、見み栄ばえに重きを置くところも多いとか。わたくしはあまりそういったことは噂うわさでしか存じないんざぁますけれど、やはり実際のところとしてそういう騎士団は多いんでしょうねぇリナさん」


「あ……はい……」


　いきなり返事を求められ、ほとんど思考停止をしたままで、反射的にあいづちをうつあたし。


「まーそういった偏へん見けんに満ちたところにたくのかわいいジェフリーちゃんを入れるのはさすがに母親としては二の足を踏ふむところがなきにしもあらずではあるんざぁますけど、なにしろ本人のたっての願いでもあるわけですからやはり聞いてやらないわけにはいかないなどと思ったりしますの。まあ母親といいますのは複雑なもんざぁますわね。のホホホホホホホホ！とはいえこのまま騎士団を訪たずねてもまたまた門前払いの扱いを受けたりしたらあまり面おも白しろいものでもありませんし、何よりジェフリーちゃんの繊せん細さいな心を傷つけるわけにはいかないなどとも思いますし。たしかに以前ご助力願って盗賊たちをジェフリーちゃんが成せい敗ばいしたんざぁますけど、やはり相手がたかが盗賊たちとなれば何と申しましょうかあまり高く評価されないという部分があるんですの？名を売るにはどーしても相手が不足だということはあるでしょうリナさん」


「……はいはい……」


　体と脳ミソは硬直したまま、口だけが、勝手に動いてことばをつむぎ出す。


「まぁぁ何と申しましょうかただの盗賊たちを退治するだけなら、たくのジェフリーちゃんでなくとも、そのあたりのちょっと腕うでの立つ兵士とかでもできないことはございませんから、まあ無理がないといえば無理のない話なんですけどそうすると何ざますか、もう少し大きな手て柄がらを立てて名を上げることができればどこからも文句は出ないと思うんですけどむろんご助力願えますわねリナさん」


「はあ……」


　………………


　一瞬何か、違和感があった。


　いきおいにつられて首を縦たてに振りはしたものの、なんだかとんでもねー間ま違ちがいをしでかしたよーな気がする。
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　気はするのだが、高周波でマヒした今のあたしの脳ミソには、それが何かを判断するだけの余力はなかった。





「しまったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　叫さけんで我われに返ったのは、ジョセフィーヌさんが店を出て、かなり後のことだった。





「……ったく……リナ、あんたがこんなしごと、受けたりするから……」


「な……何よぉ。あたしだけのせいみたいに……ナーガだって止めなかったじゃない」


「……あの会話のどこでどうやったら横から口がはさめたのよ……」


「……いや……まあ……」


　ジェフリーくんとの待ち合わせのメシ屋。料理と飲み物の満まん載さいされたテーブルをはさみ、あたしとナーガは、責任のなすりつけ合いに興きようじていた。


「やぁ。リナさん、ナーガさん、おひさしぶりです」


　やがて、店の扉とびらをくぐり、あたしたちのテーブルについたのは、二は十た歳ち前後の青年ひとり。


　……もっとも、『ひとり』なんぞと言ったところで、過保護おばはんのジョセフィーヌさんが、どこぞに隠かくれているおそれは大だが。


　あいもかわらず、不健康な顔色に、ひょろり、とした体格。ぎりぎりまで軽量化された軽装鎧ライト・アーマーと腰こしのレイピアが、やたらと重そうに見える。


　言うまでもなく、これが問題のジェフリーくん。母親のジョセフィーヌさんにはカケラほども似てないが、かといって、ふつーの性格の人間だ、という意味ではない。


「事情のほどは、もうおわかりですよね」


「ううん」


「ふっ。わたしもさっぱりよ」


　同時に首を横に振るあたしとナーガ。


「……え……？　でもママは、ちゃんと説明した、って……」


　ムチャをゆーな。ムチャを。


　……まあ……たしかに説明は受けたのかもしれないが、はっきし言ってそんなもん、おぼえていられるわけがない。


　ジョセフィーヌさんの『説明』の途中で、耐たえきれなくなったナーガが失神したのはおぼえてるけど……


　息子の自じ慢まん話ばなしと世間話、自分の意見と必要な情報が、ムラなく混ざって、とぎれることなく、あの高周波で襲ってくるのだ。あれをちゃんと最後まで聞いて理解しろ、などとゆーのは無理な相談である。


「ともあれ……もう一度、あなたの口からくわしく状況を聞きたいのよ。……あ、ほら騎士になったら、何かを偵てい察さつして報告、なんて任務もあったりするじゃない。


　簡かん潔けつで要点を得た報告の練習、とでも思ってちょーだい」


　おそらくどこかにいるはずのジョセフィーヌさんを気にしてフォローを入れる。


「なるほど。そういうことでしたら」


　ジェフリーは、手近にいたウエイトレスのねーちゃんに、フルーツ・ジュースを注文してから、状況の説明をはじめた。


「実は最近、この国に、『黒騎士ダーク・ナイト』と名乗る一団が出現しているんです」


「……だあく・ないと……ねぇ……」


　なんも考えてないこと丸わかりのネーミングに、思わず眉まゆをひそめるあたし。


「黒騎士ダーク・ナイトというのは、最近このあたりに出しゆつ没ぼつする謎なぞの騎士で、無数のオーガたちを引き連れて、この近くの村や町を荒らしまわってるんです。


　実はこの前、ルザッティ公の騎士団が討とう伐ばつに向かったらしいんですが、あっさりとかえり討うちにあっちゃったそうです。


　なんでも、その黒騎士ダーク・ナイト、攻撃魔術も使うとかいう噂ですし」


「へぇ……」


「そこで、ママの言うには、この僕が、あふれるばかりの才能と、みんなの協力で、この黒騎士ダーク・ナイトを倒せば、どこの騎士団に入るのも文句なし──どころか、引っぱりだこになること間違いなしだ、って」


　……まあ……あたしとナーガがいっしょにいれば、たいがいの相手はぶち倒せるだろーけど……


「そこで、ぼくは呪じゆ文もんが使えませんから、リナさんとナーガさんには、黒騎士ダーク・ナイトが呪文の攻撃をしてきた時のみ、ぼくのサポートをお願いしたいんです」


「……あんたの……」


「サポート……ねぇ……」


　ロコツにヤな顔で交互につぶやくナーガとあたし。


　一体何をどーいうサポートをしたら、正規の騎士団をあっさり下すよーな奴やつを相手に、こいつに勝たせることができるとゆーのだ。


　……たとえば、あたしたちの術で相手を動けなくしといて、それからジェフリーがレイピアでつっつくとか……（ど外げ道どう）


「ええ。サポートです。お二ふた方かたの攻撃呪文だけでカタがついたら、僕の実力を見せる機会がなくなりますから」


　あんたのどこに『実力』なんぞとゆーもんがある？


　どーやら、自覚のなさはあいかわらずのようだ。


「ふっ。ちょっと待ってもらおうかしら」


　やおら胸を張り、いつものデカい態度で口をはさむナーガ。


「このしごと、リナはいきおいで首を縦に振ったけど、このわたし、白蛇サーぺントのナーガは、まだ、受けるとも何とも応こたえてないはず……」


　ナーガが言ったそのとたん。


「……受けていただけますわね……」


「うをわっ!?」


　ナーガの後ろで、ぼそりっ、と聞こえたその声は、まごうことなきジョセフィーヌさんのものだった。


　思わずあたしまで声を上げ、そちらの方に目をやるが、そこにはもはや人影すらない。


　……し……心しん霊れい現象か……？　あのおばはんは……？


　ちらりっ、と、ナーガの方に目をやれば、むろん今の声、彼女にもしっかり聞こえていたらしく、硬直したまま、全身に、じっとりと汗をかいていたりする。


「受けてくださらないんですか？　ナーガさん？」


　気づいているのかいないのか、いともへーぜんと問うジェフリーに、ナーガは顔を引きつらせたまま、


「……も……もぉちろん受けるわよ！　こ……断わるなんてそんなコワい……もとい、不人情なことするわけないでしょ!?　ほーっほっほっほっほ！」


　声がふるえとるぞ。あんた。


　……まあ……無理もない話ではあるが……


　ナーガの答えにジェフリーは、にっこり満足そうにほほえみ、


「そうですか。そうですよね。


　……それじゃあ、話の先を続けさせてもらいます。


　えぇっと、お二方にはサポートをお願いする、というところまででしたよね」


「サポートはいいんだけど……そうすると、とりまきのオーガたちは、あたしたちが攻撃魔術で吹っ飛ばしちゃえばいいの？」


「それは困ります」


　運ばれて来たフルーツ・ジュースに口をつけながら、あたしの問いに、彼は首を横に振った。


「いくらとりまき、いくらザコとはいっても、派手な術で倒しちゃえば、どうしてもそっちが目立っちゃいますから」


「……とは言ったって、黒騎士ダーク・ナイトが何匹のオーガを連れてるか知んないけど、そいつら全部と黒騎士ダーク・ナイトを、あんたひとりで倒す、ってのは、どう考えたって無理……とはいかないまでも、しんどいことは事実でしょ？」


　むろん、きっぱり無理な話なのだが、どこかにひそむジョセフィーヌさんの報復をおそれ、言いつくろうあたし。


「そのことならご心配なく。ちゃあんとママはそこまで考えてくれて、ぼくの露つゆ払はらいのために、私設の騎士団を用意してくれましたから」


『私設の騎士団!?』


　思わず声を上げるあたしとナーガ。


　……な……なんちゅうお金のムダ使いを……


　しかし、そーゆーもんがあるのなら、それでオーガたちを抑おさえ、あたしとナーガのサポートで、ジェフリーに黒騎士ダーク・ナイトとやらを倒させる、というのも、まんざら不可能なことでもないかもしれない。


　となればたしかに名目上は、『ジェフリーくんとその仲間が力を合わせ、正規の騎士団でもかなわなかった黒騎士ダーク・ナイトを倒した』ということにはなる。


「……そーすると、指し揮きはとーぜん……」


「ええ。むろん僕がやります。


　噂によると、黒騎士ダーク・ナイトの連れているオーガはざっと七、八十匹。こちらの兵は六十人」


「……数の上ではちょっと不利ね」


「なんでも、ママの話によると、あんまり数をそろえると、数にものをいわせて勝った、みたいな悪口を言うひとが出てくるから、この数にしたそうです。


　けど、質に関しては文もん句くなし、ですから」


　なるほど……金にモノ言わせて、腕ききを雇やとったか。


「とりあえず、見せてくれる？　その私設騎士団」


「わかりました。紹介します」


　言ってジェフリーは、残ったフルーツ・ジュースを一気に飲み干し、むせたのだった。





『をををををっ!?』


　町はずれの空き地に整列する、ジェフリーの私設軍隊をひと目見て、あたしとナーガは思わず驚きよう愕がくの声を上げた。


　全員が全員、ジェフリーみたいな貧ひん弱じやくタイプの奴なのだっ！


　はっきし言って、この光景はかなりコワい。一瞬アンデッド軍団かと思ったぞ。あたしは。


　……さてはジョセフィーヌさん……ジェフリーより強いのを入れなかったな……


　しかし、と、ゆーことは、この私設騎士団、役立たず──どころか、邪じや魔ま物もの以外のなんでもないぞ。これ。


「どうです!?」


　どーどーと胸張り、言うジェフリー。


「……いや……どうだ、って聞かれても……」


「どう見たところで……これは……」


　うかつな批ひ評ひようはジョセフィーヌさんを招まねく。しかたなくことばを濁にごすふたり。


「……気に入りませんか？」


「いやえとあの……そ、そうだジェフリー！　このひとたちって、実戦経験あるの!?」


　あたしは話をすりかえる。むろん、ない、と答えたら、それを理由になんくせつけて、この騎士団にはおるすばんを任まかせるつもりである。
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　が──


「もちろんあります」


　意外にも、彼はあっさりうなずいた。


「ほ……ほんとなの!?……そ……それで、どんな相手と戦って、どうなったの!?」


「相手はただの盗賊団でしたけど、もちろん勝ったのはぼくたちです！　ケガ人は出ましたが、死人は全然なしで、盗賊たちを撃退しました！」


「……どーやって……？」


「そこは、司令官たるぼくの作戦勝ち、という奴です！」


　ジェフリーはさも得意げに、


「相手の意表を突いたんですよ。


　盗賊たちに出会うなり、みんなでいきなり武器を捨て、泣いてあやまったんですっ！」


「………………」


「策はみごとに効を奏して、盗賊たち、『戦う気も失うせた』なんて負けおしみを言いながらしっぽを巻いて逃げていきました！」


　……いや……それってふつー……負けおしみ、とは言わないと思うぞ……


　ツッコミを入れたいのはやまやまなのだが、ジョセフィーヌさんがコワくて突っ込めない、そんな自分がちょっぴり悲しひ。


「け……けど、その状況で、どーやってケガ人が出たわけ？」


　ナーガの問いに、ジェフリーは顔をくもらせて、


「盗賊たちにあやまる時……中のひとりが何かで足をすべらせて、転んだひょうしに足を折ったんです。


　……昔から、骨の弱い奴だったそうです」


　こらこらこら……


　聞けば聞くほど、だんだん不安になってくるんですけど……


　足手まといが、まだジェフリーひとりなら、なんとかフォローのしようもあるが、こんなのが六十人もいた日にゃあ、あたしとナーガの二人だけではフォローのしようもない。


　ジェフリーは、頭を抱かかえるあたしたち二人の顔を、まじまじ見つめ、


「……どうやらまだ、僕の騎士団の力に疑問をお持ちのようですね」


　ふつーは持つぞ。


「わかりました。なら、お話しましょう。この騎士団の本当の能力ちからを」


「ほんとうの力？」


「ええ。この騎士団、お金はママが出してくれたけど、人選は僕がやったんです。


　そもそも、『敵に勝つ』ために集めたひとたちですから、相手にうち勝てるひとたちでなくちゃあいけないわけです。


　そこで僕は考えたんです！　戦いに勝つために、いちばん重要なものは何か、って」


「ふっ。そんなもの『力』に決まってるじゃない」


　ふぁさっ、と髪かみをかき上げながら、あさはかなセリフを吐はくナーガ。


「あたしは『知恵』ね」


「そう。僕も『知恵』だと思います」


　めずらしく、マトモなことを言うジェフリー。


「力はいつか衰おとろえますし、そうなれば、より強い力におしつぶされるでしょう。


　知恵は、使い方しだいで、自分たちより力で勝まさる相手を倒すこともできます！


　むろん知恵も、よりすぐれた知恵によって引けを取ることはありますが、退きぎわを見きわめる知恵さえあれば、致命的なことにはなりません。


　──って、ママが買ってくれた兵ひよう法ほう書しよにも書いてありました」


　……受け売りか……


「そこで僕は、知恵を使って考えました！　すなわち、はじめに相手の意表を突くこと！


　これだけで、戦いの流れは大きく変わる、って兵法書にも書いてありました！


　だからこそ、こういう、相手の意表を突く騎士団を編成したんですっ！」


　……いや……敵の意表を突く、という発想はいいとして、その意表の突きかたに問題があるよーな気がするぞ。あたしは。


「これで安心していただけましたか!?」


　これで何を安心しろと……？


　あたしとナーガが、どこかにいるはずのジョセフィーヌさんコワさに、反論もままならぬまま、しばし硬直していると──


「ジェフリー様！」


　私設騎士団のひとりだろう。ジェフリーよりもひょろ長く、ジェフリーよりも顔色の悪い男がひとり、かけ寄って来て、


「ジョセフィーヌ様の息がかかった警備兵からの報告で、例の黒騎士ダーク・ナイトが出た、とのことです！」


　なかなかタイムリーな出現のしかたをする奴である。


「よし！　わかった！」


　ジェフリーは、ひとつ大きくうなずくと、あたしたちに目をやって、


「リナさん！　ナーガさん！　お聞きの通りです！　さっそくお手伝い願います！


　──全員、出陣用意！」


『おー』


　いならぶ兵士一同は、あんまし元気のない声を上げた。





　荒野を風がうなって過ぎる。


　赤い砂さ塵じんの舞うむこう、佇たたずむ無数の黒い影。


　かなりの距離を置いて、あたしたちと対たい峙じするその影は、言わずと知れた、黒騎士ダーク・ナイトと、どうやって操あやつっているのかは知らないが、まわりをとりまくオーガの軍団。


　その数、およそ七、八十。たしかに噂通り。


　大軍団、というわけではないが、オーガの戦闘力を考えれば、並の騎士団にとっては立派な驚異である。


　おまけにこちらは並以下の騎士団だったりするのだ。なおかつ、その数四十と、敵の半分ほどである。


　………………


　いやまあ、出撃の時はたしかに六十人だったんだけど……


　うち二十人は途中で逃げた。


「……なんだ？　きさまら……？」


　まっ黒のプレート・メールに全身を包み、まっ黒な馬にまたがったその騎士は、疲れたような声で言った。


「知れたこと！」


　あたしとナーガの二人と、生ワカメのよーな騎士団を背後に従えて、ジェフリーは声をはり上げた。


「われら、正義の名のもとに集いし黄金の炎の騎士団ゴールデン・フレイム・ナイツ！」


　……こらこら……そんなたいそーな名前を……


「神聖にして侵おかされざるべき我われ等らが主あるじの領りよう地ちを土足で踏みにじり、悪の限りを尽つくせしものよっ！　今こそ正義のごへっ！　ぐごふへっ！」


　……むせるなよ……そこで……


　たぶんあきれているのだろう。黒騎士ダーク・ナイトとオーガ軍団は、そんなジェフリーを、だまってぼーっと眺ながめている。


「……ごへっ！……あー、死ぬかと思った……」


　ジェフリーは、ふところからとり出した薬を飲み下し、


「──とにかくそういうことで、成敗するから覚悟しろ！」


　びしぃっ！　と指をさされても、黒騎士ダーク・ナイトは依然、無言のまま。


　リアクションに困っとるリアクションに困っとる。


　どーやら、こーいったタイプの人間とは、あんましつきあいがないようである。


　ふっ。人生経験浅い奴。あたしなんぞ、ほとんど耐たい性せいできてるぞっ！


　……今のじまんは、われながら、ちょっぴし悲しいもんがあったけど……


「ゆくぞみんなっ！　とつげきぃっ！」


『おー。』


　ジェフリーの突撃命令に、後ろに控ひかえる騎士たちは一斉に声を上げた。


　そして──野原に風が吹く。


　しばしの沈黙が落ちた。


　ジェフリーくん、ちらりっ、と後ろをふりむいて、


「……と……突撃ぃぃぃぃぃっ！」


『おー。』


　ふたたび騎士たちの声が応える。


　ただ、問題なのは、実際に突撃していく奴がひとりもいないということ。


「……で？」


　冷たい口調でツッコミを入れる黒騎士ダーク・ナイト。


　頰ほおにひとすじの汗流し、ジェフリーはしばし考えて、


「ふっ！　黒騎士ダーク・ナイト！　その口く調ちようだと、どうやらずいぶん意表を突かれたようだな！


　さあ、今です！　リナさん！　ナーガさん！　とりまきのオーガたちをやっつけちゃってくださいっ！」


「……ちょっと……話が違わない？」


「敵をあざむくにはまず味方からっ！」


　ナーガの問いに、言い返すジェフリー。


「……つまらん……」


　あたしたちのごたごたをよそに、ぽつり、とつぶやいたのは黒騎士ダーク・ナイトだった。


「オレの前に立ちはだかるから、一体どれほどの相手かと思えば……根こん性じようなしのひ弱なザコどもと女が二人……しかも全員バカときた……これでは、オーガどもの相手にすらならんわ……」


　むかっ。


　あの騎士団をけなしまくるのは勝手だが、戦士にして魔道士たるこのあたし、リナ ＝ インバースをつかまえて、バカよばわり、おまけにオーガに劣おとる、なんぞと言われては、黙だまっておくわけにはいかないっ！


「戦う前から相手をナメると、痛い目にあうわよ」


　マントをなびかせ、ふり向いて、黒騎士ダーク・ナイトに向かって言い放つ。


「ほぉう。それでは、ぜひとも遭あわせてもらおうかな？　その『痛い目』とやらに」


　よーし。よく言った。


「ナーガ！　まずオーガたちを片づけるわよ！」


「ふっ！　わかったわ！」


　同時に呪文を唱えはじめるふたり。


「魔道士か!?」


　声に動どう揺ようの色をにじませる黒騎士ダーク・ナイト。


　……何だと思ってたんだ……今まで……


　黒騎士ダーク・ナイトが、オーガたちに突撃命令を下すより早く、あたしの術が完成した！


「火炎球フアイアー・ボール！」





　ごぅわっ！





　あたしの放ったオレンジ色の光球は、オーガたちのまっただ中に突っ込むと、爆発的な炎をあたりにまき散らす！


「うおっ!?」


　炎におびえ、いななく馬の背で、思わず声を上げる黒騎士。


　まともに浮き足立つオーガの軍団。


　そこへ──


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　ぼぶわっ！





　ナーガの術が炸さく裂れつした！


　解き放たれた高圧の風が、術の中心あたりにいた、オーガたちの巨体をやすやすなぎ倒す！


　今の二発でしとめたのは、せいぜい十匹いるかいないか、といったところだろうが、相手を動揺させるには十分だった。


　オーガたちはまともに浮き足立ち、中には逃げ出す奴もいる。


　あたしとナーガはふたたび次の呪文をとなえ──


「ふははははははははははっ！」


　そんな中、やおら高笑いを上げたのは黒騎士ダーク・ナイトだった。


「戦やりおる！　なかなか戦やりおるわっ！　女二人とあなどって……」


「破弾撃ボム・スプリツド！」


　ばべどぉぉぉぉん！


　……あ。やかましーんでつい当てちゃった。


　あたしの術をまともに食らい、馬から落ちて倒れ伏す。


　これで、ほかのオーガたちも完全に戦意を失った。


　ジェフリーは、『話が違う』と怒るかもしんないが、まあ、その場のいきおい、とゆーことで目をつむってもらおう。


　──などと思ったその瞬間。


「ふははははははははは！」


　高らかに響く笑い声とともに、やおら黒騎士ダーク・ナイトは身を起こす！


　そう。まるで、何ごともなかったかのように。


　なかなかがんじょーな奴である。


「これだっ！　これこそが戦いだっ！　やはりこうでなくては……」


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　こきぃぃぃぃん！


　セリフの途中でナーガの放った氷の術に、黒騎士ダーク・ナイトは、近くにいた数匹のオーガともども凍りつく。


「ほーっほっほっほ！　調子に乗って、ぺらぺらおしゃべりなんてしてるから、そういう目にあうのよ！」


　勝ちほこり、胸をそらして言うナーガ。


　だがしかし！


　っぎぃぃぃぃぃん！


　鋭く澄すんだ音とともに、黒騎士ダーク・ナイトを封じた氷がはじけ散った！
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『……っなっ!?』


　あたしとナーガは、思わず声を上げていた。


　さっきの破弾撃ボム・スプリツドから立ち直ったのは、まあ、運がよかった、のひとことで説明することもできるだろうが、今回のこれは、運や根性の問題ではない。


　むろん、ナーガの術が不完全だったわけではない。たとえ鎧よろいに全身を覆おおわれていようとも、ふつーなら今の一撃で、よくて全身しもやけか、悪けりゃ心臓マヒでぽっくり、である。


　まかりまちがっても、鎧を閉ざした氷をぶち砕くだくことなどできるわけはない。


　──そう。普通なら。


「くっくっくっくっ……ならば今度はこちらからゆくぞっ！」


　黒騎士ダーク・ナイトは、叫んで呪文を唱えはじめる！


　こいつ！　術も使えるのか!?


　黒騎士ダーク・ナイトは、抜き放った黒いバスター・ソードを大上段にふりかぶり──


「地撃崩斬ブレードハウト！」


　間合いのはるかかなたからの、バスター・ソードのひとふりは、大地を疾はしる衝撃波と化し、あたしたち二人に向かってつき進む！


　はじめて見る術である。大地の上を疾る、衝撃波タイプの術のようだが、速度はあまり早くない。


　呪文を唱えつつ、とっさに左右に跳とぶあたしとナーガ。


　が。


　その瞬間、大地を疾るさざ波が、やおらその方向を変えると、あたしの逃げたそのあとを追う！


　なんとぉっ！


　術の速度は早くない、とは言ったが、それはあくまで、身をかわすには、の話。走ってこれから逃げきることは無理！


　衝撃波は、すぐそこまで迫せまって来ている！


「えぇいっ！」


　とっさにあたしは、腰のショート・ソードを引き抜くと、足もとの地面に突き立てた！





　びぎぃぃぃぃぃぃぃっ！





　間一髪、衝撃波の直撃を受けるとともに、ショート・ソードの刀身は、かたく澄んだ音を残して砕け散った！


　なんとか防ぎはしたものの、なかなかやっかいな術である。あんなのをまともに食らおうもんなら、一体どうなるか……はっきし言って、考えたくもない。


　この間に黒騎士ダーク・ナイトは、次の呪文の詠えい唱しように入っている。


　しかし、それが完成するより早く。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガが術を解き放つ！


　十数本の冷気の矢が、黒騎士ダーク・ナイトに向かって突き進む！


　だが！


「そんな!?」


　思わず驚愕の声を上げるナーガ。


　術はたしかに直撃したにもかかわらず、黒騎士ダーク・ナイトは、いともへーぜんとその場に立っている。


「──なるほど……そーゆーことね……」


「何が『そういうこと』なのかな？」


　あたしのつぶやきが耳に届とどいたか、黒騎士ダーク・ナイトは、ゆっくりこちらをふり向いた。


「四霊封陣ヴアルマシードとその鎧──ちがう？」


「ほう!?　気づいたか！」


　黒騎士ダーク・ナイトは、あたしのことばをあっさりと認めた。


　世の中に、攻撃呪文は数あれど、その中でもポピュラーなのが、精せい霊れい魔術の、地水火風を利用したものである。むろん、雷撃系や氷系はこれのバリエーション。


　そして、ポピュラーであるだけに、それに対抗する手段も多く研究されてきた。


　耐火、耐寒、避ひ雷らいの方法。そしてそれらの究極、とでもいう形がこの術、四霊封陣ヴアルマシード。


　これをかけられた者は、ある程度の時間、地水火風の術に対する高い防御力を持つことになる。


　鎧を着込んでこの術を使えば、たった今、黒騎士ダーク・ナイトがやった程度のことはできるだろう。


　──とはいえこの術にもやはり、いろいろと不便な点はある。


　たとえばまずは効果時間。おせじにも長続きするとは言えないし、防御力に関しても、完かん璧ぺきとは言いがたい。たしかに、火炎球フアイアー・ボールの直撃を食らっても死なない、といった程度の防御力は得ることができるが、やっぱし熱いもんは熱いし、術者の力量の差によっては、全身ヤケドくらいは負うかもしれない。


　しかし何より問題なのが、この術、使うのに、かなりの金がかかる、という点である。


　この術を使うには、その触しよく媒ばいとして、とある魔法の薬が要いるのだが、この薬の値段がバカ高い。


　ふつーのひとが一年間、飲まず食わずで働いて、よーやっと、この薬が小びんにひとつ、買えるか買えないか、といったところだろうか。


　むろん、それらの欠点を解決すべく、あちらこちらでいろんな魔道士が、研究に研究を重ねてはいるのだが、その成果が実った、という噂はいまだに耳にしない。


　そんな、効果時間も短く、コストもかかるような術を、あたしやナーガの攻撃があるたびに、黒騎士ダーク・ナイトがいちいち唱えているとは思えない。


　実際、奴があたしやナーガの術をぶちくらった時には、奴は術など唱えていなかった。


　となれば何かシカケがあるはず。鎧こそがそれだと思ったのは、単なるあたしのカンだったが、どうやら図星だったらしい。


　鎧に四霊封陣ヴアルマシードの力が付与されているのか、はたまた、かけられた術の効果を増幅・継続させる能力のある鎧に四霊封陣ヴアルマシードがかけられたのか。どちらなのかはわからないが、いくつかわかったこともある。


「……ってぇことは、あなた、かなり大きなバックがいるわね……」


　黒騎士ダーク・ナイトの横手に向かって、まわり込みつつ言うあたし。


「聞かせてもらいましょうか……黒幕が誰か、一体何をたくらんでるのか……」


「ふっ！　あのかたが何をお考えになっているのか、などはオレは知らん！　オレが興味を持つのは、ただ、戦いと強さのみ！


　あのかたにオレが仕えているのも、あのかたの持つ強大な力に服したがゆえ！


　もしもオレから話を聞きたくば、このオレを倒してみせろ！」


「……いいでしょう……」


　応えてあたしは口もとに不敵な笑えみを浮かべた。


　だがその瞬間！


「スキありぃぃぃぃ」


　あんまし気合いの入らない声とともに、黒騎士ダーク・ナイトに向かって突っ込んでゆくジェフリー！


　ああああっ！　また身のほど知らずなっ！


　黒騎士ダーク・ナイトに向かってふり降ろされた、ジェフリーくんのレイピアが、へろへろ風に流される！


　だがしかし、黒騎士ダーク・ナイトは、さすがにジェフリーの力量をひと目で見切ったか、ふりむきもせずに左の籠こ手てで、その一撃をあっさりはじく。


「……何なんだ？　このヘタクソは？」


　黒騎士ダーク・ナイトがそうつぶやいたその瞬間！


「へたくそとは何ですかぁぁぁぁっ！」





　ごわぐぉぉぉぉぉぉぉん！





　やおら出てきた覆ふく面めんジョセフィーヌさんの、ウォー・ハンマーの一撃が、黒騎士ダーク・ナイトのうしろあたまを直撃した！


　いくら鎧の上からとはいえ、さすがにこれはキツかったらしく、黒騎士ダーク・ナイトは、よろふらその場に倒れ込む。


　……ジ……ジョセフィーヌさん……一体どこからっ!?


　見通しのいい野原のまん中、身を隠せるような場所などなさそうだが……


　前にもジョセフィーヌさんは、ジェフリーくんを影から見守る、とゆーのをやってた時があったが、その時には、隠れかたもいーかげんだったし気配も丸わかりだった。


　それが今回は、あたしたちや、黒騎士ダーク・ナイトにすら、その気配を感じさせぬとは……


　ウデを上げたな！　ジョセフィーヌさんっ！


　……まあ……あのおばはんがレベル・アップしてどーする、という説もないではないのだが……


　よろりよろりとしながらも、なんとか立ち上がろうともがく黒騎士ダーク・ナイトに向かって、説教たれるジョセフィーヌさん。


「まぁぁったく失礼もはなはだしいとはあなたのためにあるような言葉ざぁますね！あちこちで悪事のかぎりを尽くしただけならいざ知らず、よりによってジェフリーちゃんに向かってへたくそとは何ですか!?へたくそとは!?まぁ最近の若いかたたちは礼儀を知らないとは聞きますけど初対面の相手に向かってあーんな乱暴なことを言うなんてはっきり申し上げて良識を疑いますわ！」


「……や……やかましいっ！」


　頭を二、三度、軽く振りながら、それでもなんとか立ち上がる黒騎士ダーク・ナイト。


　そーだ黒騎士ダーク・ナイト！　がんばれ黒騎士ダーク・ナイト！　ジョセフィーヌさんに負けるんじゃないっ！


　敵をおーえんしてどーする、という説もあるが、正直言って、ジョセフィーヌさんをおーえんなんてしたくない。


　黒騎士ダーク・ナイトは、大きく剣をふりかぶり、


「へたくそをへたくそと言って何が悪いっ!?」


　──その瞬間。


『うおおおおおおおおおっ！』


　全員の口から驚愕の声が漏れた。


　黒騎士ダーク・ナイトの目の前にいたジョセフィーヌさんの姿が、かき消えたのだ！


　そして──





　がぎわぁぁぁぁぁぁぁん！





　ウォー・ハンマーの一撃が、ふたたび黒騎士ダーク・ナイトのどたまをはりとばした！


　──み……見切れんっ！　離れて見てたあたしにさえ、今のジョセフィーヌさんの動きは見切れなかった！


　おそるべしっ！　良家の奥様！


「まぁぁぁだ言うんですかこの口はっ!?」


　地面に倒れ、ぴくぴくしている黒騎士ダーク・ナイトを見下ろして、覆面ジョセフィーヌさんはまたもや説教たれはじめる。


「……う……くっ……」


　黒騎士ダーク・ナイトは小さく呻きつつ、またもふらふら身を起こす。


　そこだ黒騎士ダーク・ナイト！　ガッツだ黒騎士ダーク・ナイト！


　黒騎士ダーク・ナイトは、手にした剣をほうり出し、がくぅっ、とその場に膝ひざを折り、ジョセフィーヌさんに頭を下げると、


「──まいりましたっ！……どうか……どうかこのオレを弟で子しにしてくださいっ！」


　…………おいおい…………





「おホホホホホホホホホホ！どうやら少しは反省したようね！」


　黒騎士ダーク・ナイトのイキナリなリアクションにも、さすが（？）ジョセフィーヌさん、カケラも動ぜず、


「けれどわぁたくしは弟子などという無ぶ粋すいなものは取らないようにしてますのよ！でもまぁどうしてもとおっしゃるのなら考えてみないこともありませんけれどもね！のホホホホホホホホ！」


「そこをっ！　そこをなんとかっ！　オレにとってのただ唯ゆい一いつの真理は力！　破れたとあっては、その相手に従うのみ！　弟子を取らぬとおっしゃるのなら、せめて、部下として仕えさせていただけませぬかっ!?」


　黒騎士ダーク・ナイトの、力バカ丸出しのセリフに、ジョセフィーヌさんはしばし考え、


「……まあそういうことでしたらこちらとしても考えてさしあげないこともないんざぁますけど、ほら、わぁたくしはあくまでもただの通行人ざぁますから弟子とか部下とかいわれてもどうしようもないというところがありますのよ。そこでなんざぁますけど、あなた、このジェフリーちゃんのもとで部下として働いていただけます？」


「……こ……これの下で、ですか!?」


　ごげんっ！


「これとは何ざぁますかこれとはっ!?」


「も……申し訳ありません、師し匠しようっ！」


　またまたウォーハンマーでどつかれ、ひらあやまりにあやまる黒騎士ダーク・ナイト。


　……し……師匠……


「わぁたくしはさっきも言ったはずですよっ！よりにもよってジェフリーちゃんに向かってそんな乱暴なことを言うな、って！繊細なジェフリーちゃんの心が傷ついたらあなた一体どぉぉしてくれるんですかっ!?とにかくあなたはジェフリーちゃんの下でお働きなさい！これはわたくしからの命令ざますからねっ！きちんと真ま面じ目めにお働きになれば、また会うこともあるざましょ！」


「……わ……わかりました……」


　苦い口調でつぶやいて、黒騎士ダーク・ナイトがふたたび顔を上げた時には、すでにそこには、覆面ジョセフィーヌさんの姿はどこにもなかった。


「………………うーむ………………」


　ゆっくりその場に立ち上がり、不満げな唸うなりを漏もらす黒騎士ダーク・ナイト。


　あたしはそんな彼の肩を、ぽんっ、ぽんっ、と軽く叩たたき、


「……たいへんなことになっちゃったわね……あんたも……」


「ふっ。けど、こんなことで人生投げちゃだめよ」


　ナーガもいっしょになぐさめに入る。


「……がんばって生きてみます……」


　悲ひ壮そうな口調でつぶやく彼。


　けっこー不幸な奴である。ま、ここは一発、ジョセフィーヌさんやあたしたちとかかわったこと自体がまちがいだったと、すっぱりあきらめてもらうよりほかにテはない。


「いやー。はっはっはっはっは」


　黒騎士ダーク・ナイトくんの落ち込みようなぞ気にも止めずに、場ちがいな笑い声を上げながら、にこにこ近づいてくるジェフリーくん。


「さすがの黒騎士ダーク・ナイトも、やっぱり、この僕の前には屈くつ服ぷくせざるをえなかった、とでもいうところですかね」


『違うって。』


　思わず同時にツッコむあたしとナーガと黒騎士ダーク・ナイトのうしろあたまを、ジョセフィーヌさんの連打が襲ったのは言うまでもない。





「言っておくが──『黒騎士ダーク・ナイト』というのは、別にオレひとりではないぞ」


　黒騎士ダーク・ナイトは、開口一番、そう言った。


　戦いが丸く（？）おさまってのち。やはり黒幕は叩いておかねばなるまい、と、ゆーことで、まずは黒騎士ダーク・ナイトくんから、くわしい事情を聞くことになったのだ。


　……しかし……あたしとナーガ、ジェフリーと黒騎士ダーク・ナイトが顔つきあわせてるそのまわりには、数十匹のオーガの群れ、さらにそれからすこし離れて、ジェフリーの生ワカメ私設騎士団。


　はたから見ると、かなり異様な光景のよーな気はするぞ。


「あのかたがお造りになった、この黒の鎧は、今のところ四つ。そのうち一つはあのかた自身が身につけておられる」


「……ってことはそいつ、魔法戦士ね」


　あたしのつぶやきに、黒騎士ダーク・ナイトは首を縦に振り、


「そう。しかしあのおかた、オレなどよりはるかに強い。実際、このオーガどもにしても、オレに従っているわけではなく、あのおかたの術に操られ、オレの命令を聞いているにすぎん。


　……さすがに、戦いなどで攻撃魔術を受けると、術のバランスが崩くずれて自分を取り戻し逃げ出したりする奴もいるようだが……」


「ふぅん……で、さっきからあんたが言ってる『あのかた』ってぇのは一体何もんなの？」


「オレも詳くわしいことは知らん。知っているのは、ゴルディアス、というその名と、オレより強い、ということくらいだ。何をお考えになってオレたちを暴れさせているのか、どんな素す性じようの人物なのかは聞かされていない」


「けど、どこにいるかはわかりますよね」


　身を乗り出して問うジェフリーに、黒騎士ダーク・ナイトは、ふたたび首を縦に振る。


「それはむろん……」


「よーし！　それならさっそく案内してください！　このまま一気に攻め込んで、そのゴルディアスとやらを、僕がこの手で成敗してみせますっ！」


　またまた自覚のないことをほざきだす。


「……いや……案内するのはかまわんが、今も言ったように、ゴルディアス様はオレより強いし、オレほどではないにしろ、やはりかなりの力を持つ黒騎士ダーク・ナイトがあと二人いる」


「心配いりません！　なにしろこちらには、この僕がいますから！」


　……そーゆー発言が、へーきで飛び出すこと自体、すでにじゅーぶん以上に心配なんだとゆーのに……


「……うぅむ……そうは言うがな……」


　黒騎士ダーク・ナイトは困りきった口調で、


「お前ごときの腕ではとうてい……」


「ごときとは何ですかぁぁぁっ！」


　ごばげぉぉぉん！


　ああっ！　不用意なセリフ吐くからっ！


　予想通り、どこからともなくやおら現われた、覆面ジョセフィーヌさんの攻撃が、またもや黒騎士ダーク・ナイトに炸裂した。


「ジェフリーちゃんには素質がありますっ！それももぉあふれんばかりの素質と才能が！　そぉのジェフリーちゃんをつかまえて『ごとき』だの『とうてい』だのとは何ですか!?」


「……は……しかし師匠……」


「おだまりなさい！　このわぁたしがあると言っているからにはあるんですっ！」


「……ははぁ……」


　おとなしく頭を下げる黒騎士ダーク・ナイト。


「わかればよろしいんですのよわかれば。そういうことでジェフリーちゃんの言うことをしっかり聞いてくださいね。ほホホホホホホホホ！」


　脳ミソに響く笑い声とともに起こったつむじ風が、覆面ジョセフィーヌさんの全身を一瞬包み込み──


　風がおさまったその時には、笑い声の余よ韻いんだけを残して、ジョセフィーヌさんの姿は、あとかたもなく消えていた。


　……め……面めん妖ようなッ！　一体何もんだッ!?　あんたはっ!?


「……ふっ……忠告しておいてあげるわ。うかつな発言は死を招くわよ。特にジェフリーくんのことに関してはね」


　ナーガは、静かに黒騎士ダーク・ナイトのそばに寄り、そっと小さく耳打ちをした。


「……ど……どうやらそのようですな……」


　ひきつった声で答える黒騎士ダーク・ナイト。


「さあ。そうと決まったら、さっそく案内してもらえますか」


　ただひとり、へーぜんとした口調で言うジェフリー。


「……どーやら行くよりなさそうね……」


　言ってあたしはため息ひとつ。


「とりあえず、そいつのところまでみんなを案内してくれる？　黒騎士ダーク・ナイトさん。


　……って、黒騎士ダーク・ナイトが他にもいるなら、この呼び方って不便よね。あなた、名前は？」


「ガルダ、と呼んでもらおう」


　答えて黒騎士ダーク・ナイトは立ち上がり、南のほうを指さして、


「あちらだ。あちらの名もない山の中──そこにゴルディアス様はおいでになる」





　山道を抜けると、そこには、ちょっとした平地がひろがっていた。


　街道ぞいの村々からも、かなり離れた山の中。


　馬がなんとか通れる、といった程度の山道を、半日近く踏み分けたところに、その城はあった。


　見た目からして、築後十年や二十年ではきかないだろう。放ほう棄きされていた昔の城を発見し、アジトとして使っている、というパターンだろう。


　見たかぎりでは、建物自体にそれほどの損傷はない。正門には、もはや扉はなかったが、その入り口には左右に一匹ずつ、こん棒を手にしたオーガが見はりに立っている。


「……さて……どう攻めるか、ね……」


　やや離れたしげみの奥に身をひそめ、あたしはぽつりとつぶやいた。


　ちなみに現在、こちらの戦力は四人のみ。


　あたしとナーガ、黒騎士ダーク・ナイトにジェフリーくん。


　ちなみにオーガたちは置いてきた。今はガルダの命令を聞いてはいるが、それは、ゴルディアスとやらの術で操られてのこと。ガルダの裏切りを知れば、ゴルディアスはまずまちがいなく、オーガたちをふたたび操り、こんどはあたしたちに向かわせるだろう。


　敵となることがわかりきっているモノを、わざわざ連れていくわけにはいかない。


　一方、ジェフリーの私設騎士団の方なのだが……


　四十人と数を減じた一同を連れ、あたしたちは一路、このゴルディアスのアジトを目ざしていたわけなのだが……


　ガルダより強いのがいる、と聞いた時点で、その数はさらに半分に減り、それでもついて来た連中は、この山登りのとちゅうであっさり力つきた。


　……ったく……なさけないとゆーか、問題外とゆーか……


　むろんと言おうかやっぱりと言うか、ジェフリーくんも途中で力つきかけたのだが、途中から、黒騎士ダーク・ナイトにおんぶしてもらったのだ。


　正面から見るとほとんど背後霊。


　ともあれそーいういきさつで、結局、あたしたち四人だけが、この場にたどり着いたのである。


　……もっとも、どこかに五人目──ジョセフィーヌさんがいるのだろうが。


「やはりここは、正面から乗り込みます！」


　またまた無む謀ぼうなことを言うジェフリー。


「オレも同意見だ」


　ガルダまでもがムチャを言い出す。


「……その……できたら、敵の戦力が厚いのがわかりきってるのに、にもかかわらず、正面から突っ込まなきゃいけない理由、ってのを教えてほしいんだけど……」


　ことばを選びつつ問うあたし。


　いちばんてっとり早い方法は、あたしがここから竜破斬ドラグ・スレイブか何かをぶちかまし、城ごと中の連中を葬ほうむり去る、というテである。


　まあ、この方法は『ジェフリーを目立たせる』という主しゆ旨しに反するからボツとしても、何もわざわざ正面から突っ込まなくても……


　あたしの問いにジェフリーは、ぐいっ！　と大きく胸を張り、自信たっぷりな口調で、


「騎士とはそーゆーものなんですよ、リナさん」


「意見が合ったな」


　ジェフリーのことばにガルダはうなずく。


「この身は闇やみに堕おちようと、それでもやはりオレは騎士。それに結局、オレは、世話になったゴルディアス様を裏切る形になるからな。


　その上、不意討ち、だまし討ちのようなまねはできんっ！」


「そうと決まればさっそく突撃しましょうっ！　おーりゃーっ！」


　一方的に宣言すると、やおらレイピア抜き放ち、しげみの中から飛び出すジェフリー！


　ああっ！　勝手なことをっ！


　むろん、門番のオーガはすぐさま気づき、うち一匹が、ひと声大きく天に向かって吠ほえた。


「えーいっ！　しかたないっ！」


　こうなっては、知らん顔をしているわけにもいかない。あたしたち三人も、つづいてしげみの奥から飛び出した。


　あたしたちの中に黒騎士ダーク・ナイトの姿を認めてか、オーガはためらいの色を浮かべたが、それもほんの一瞬のこと。どう判断したかは知らないが、ともあれ、こん棒をふり上げて、あたしたちを迎むかう撃うつべく身構える。


「とぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　ややたよりない気合いの声を上げながら、突っ込んでゆくジェフリーくん。


　そして！


　べてっ。


　やはりおおかたの予想通り、何かに足でも取られたか、いきなしその場にひっくりこける！


　一瞬流れる気まずい沈黙。こーゆー事態に慣なれてないのか、オーガたちも心なしか、とまどうかのような表情を浮かべているように見える。


　そこに、ガルダが突っ込んだ！


「うおおおおおおおおおっ！」


　雄お叫たけびと同時に、黒いバスター・ソードが風を切り裂く！


　まさに、まばたきひとつするほどの間に、二匹のオーガは、あっさり地面に転がった。


　──今さらながら──強い。


　しかし、今から相手にする、ゴルディアスとかいう奴は、このガルダより強いのだ。


　ガルダはそのまま、門を駆け抜け──


　そこでその足はぴたりっ、と止まった。


　あたしとナーガ、そしてジェフリーが追いつく。


「……どういうつもりだ!?　ガルダ!?」


「ゴルディアス様に逆らう気か!?」


　そう──


　あたしたちの前に立ちふさがったのは、ガルダと同じ、黒い鎧を着た騎士ふたり！


「……もしそうならば……」


「生かしてはおかん」


　黒騎士ダーク・ナイトその二とその三は、言って、ずらりっ、と剣を引き抜いた。


「……言いい訳わけはせん。オレは、オレが選んだ道を生きるのみ……」


　じわりっ、と、二人との間合いを詰めながら、やたらかっこいいセリフを吐くガルダ。


　……まあ……『どこぞのおばはんにどつかれてトチ狂いました』とは言えんわな……


「ただし──ひとつだけ言っておく。お前たちでは、このオレには勝てん」


「へっ……たしかにそうかもしれねえな……」


「一対一なら、の話だがな」


　じわりっ。


　また一歩、三人の間合いが詰まる。


「二対一とはひきょうなっ！　この僕が加勢するぞっ！」


　緊迫しまくった空気を破り、ひびいた声は、もちろんのこと、身のほど知らずのジェフリーのものだった。


　レイピアを構えてガルダの横に並び、


「ふっ！　これで二対二だなっ！」


　むろんジェフリーのセリフなど、誰も聞いちゃぁいねーけど……


「ゆくぞ！」


　まず動いたのが黒騎士ダーク・ナイトその二。ガルダに向かって間合いを詰める。


　ほとんど同時に黒騎士ダーク・ナイトその三もダッシュをかけて──


「おおおおおおおおっ！」


　ガルダが疾はしる！


「とぉぉぉぉぉぉぉ。」


　ジェフリー！　あんたは走るなっ！


　ぎぃぃんっ！


　硬く澄んだ音を立て、黒騎士ダーク・ナイトその二の持つ剣と、ガルダのバスター・ソードが文字どおり火花を散らし、かみ合った！


　黒騎士ダーク・ナイトその三は、ガルダの横にまわり込み──


「えぇぇぃっ！」


　その黒騎士ダーク・ナイトその三に向かって突っ込んでゆくジェフリー。


「……ちっ！」


　小さく舌打ちひとつして、黒騎士ダーク・ナイトその三は、ジェフリーに向かって、大きく剣をふりかぶる。


　待っていたのだ。この瞬間を！


「振動弾ダム・ブラス！」


　ぎがぁっ！


　あたしの放った振動弾ダム・ブラスの直撃を受け、黒騎士ダーク・ナイトその三が手にした剣は砕け散った！


　思った通り、剣にまでは、四霊封陣ヴマルマシードの術はかかってない。


「なにぃっ！」


　驚愕の声を上げる黒騎士ダーク・ナイトその三に、ジェフリーくんが突っ込んだ！


「やぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ぺき。


　……あ……レイピア折れた……


　へんな力のかけ方したな。


「えぇいっ！　目ざわりだっ！」


　吠えて黒騎士ダーク・ナイトその三の放った拳が、まともにジェフリーをはり飛ばした。


　瞬間。


「ジェフリーちゃんに何てことするんざぁますかぁぁぁっ!?」





　ごぼわんっ！





　やはり出てきた覆面ジョセフィーヌさんの一撃が、黒騎士ダーク・ナイトその三のどたまにめり込む！


「ジェフリーちゃんの本当の才能も知らないくせにジェフリーちゃんを倒すとは一体どういう了見ざますかっ!?そういう常識のない行動が最近の社会をダメにしているということがわかっていないから、最近の若い者は、なんて文句を言われるんざますよっ！」


　ヘルメットをへこませたままで地面に倒れ伏し、もはやぴくりとも動かない、黒騎士ダーク・ナイトその三に向かって、わけのわからん説教をたれるジョセフィーヌおばはん。


　あまりの事態に動揺しまくる黒騎士ダーク・ナイトその二。


「……な……何なんだっ!?　あれはっ!?」


　あたしも聞きたい。


　しかしそのスキを、ガルダが見逃すはずもない。かみ合わせていた剣を後ろに引き、黒騎士ダーク・ナイトその二の体が前に泳いだその瞬間。


　ぎずっ！


　黒騎士ダーク・ナイトその二の体の下をかいくぐり、ガルダの剣が、その鎧ごと、相手の腹を薙ないでいた。


「……っぐっ……！」


　うめき声ひとつを残し、その場に倒れる黒騎士ダーク・ナイトその二。


「……ふ……」


　ガルダは、安あん堵どとも憂ゆう鬱うつともつかぬため息ひとつをついて──


　びくんっ！　と、体を小さくふるわせて、ある方向をふり向いた。


　そこには、じっとりとした視線をガルダに向けたまま、ウォー・ハンマー片手に佇たたずむジョセフィーヌさん。


　何が言いたいかは、覆面の下からのぞくその目を見れば一目瞭然。


　すなわち──ジェフリーより活躍するんじゃない。


　ガルダはあわてて、引きつったような口調で、


「……い……いやぁ、ジェフリーどののおかげで助かったなぁ！　彼が身を挺ていして助けてくれなかったらオレも危ないところだった！　さすがはジェフリーどの！」


　もぉほとんどヤケクソである。


　しかし、どーやらそのことばに満足したらしく、ジョセフィーヌさんは大きくひとつうなずくと、その姿が、すぅっ、と風に溶け、消える。


　……世の中……理屈で説明できることばっかしとは限らないんだなぁ……


「……と……ともあれ……だ……」


　しばし続いた沈黙ののち、ようやくガルダは口を開いた。


　恐怖にやや声がふるえているが、まあ、しかたのないことだろう。


「……残るはゴルディアス様のみ……この城の奥におられるはずだ」


「……わ……わかったわ、行きましょう」





　炎の花が咲き乱れ、爆音が城をゆるがした。


　城の中、やはり予想していた通り、次から次へと襲いくるオーガの群れは、あたしとナーガのくり出す術のその前に、ことごとくついえ去っていった。


　ちなみにガルダくんは、いまだ気を失ったままのジェフリーの運うん搬ぱん役である。


　なみいる敵をぶち倒し、やがて、あたしたちを案内していたガルダは、とある通路の途中で足を止めた。


「──この先だ」


　言う彼の声が、かすかに震えている。


「おそらくこの先に、ゴルディアス様がおいでになる……」


「いよいよ決戦、ってわけね」


　不敵な笑みを浮かべるあたし。


「決戦はいいけど……ジェフリーくんはどうすんのよ？」


　ナーガに問われ、あたしとガルダは思わず顔を見合わせる。


　はっきし言おうが遠まわしに言おうが、結局じゃまには変わりない。置いていきたいところだが、ンなこと口にしようもんなら、どこからともなくジョセフィーヌさんの攻撃が飛んでくるのは目に見えている。


　一同、しばし考え込み──


「──主役は最後に登場するもんなのよっ！」


　あたしは決然として言った。


「もちろんジェフリーが回復するのを待ちたいところだけど、そのスキに、ゴルディアスとかが逃げ出すおそれもあるわ！　そこでまず、あたしたち三人がゴルディアスに立ち向かい、足を止めておくのよっ！……たしかにガルダの話を聞くかぎり、ジェフリー抜きじゃあ苦しいでしょうけど、彼は必ず、不死鳥フエニツクスのごとく蘇よみがえって、あたしたちのところにかけつけてくれるに違いないわっ！」


『おーっ』


　あたしの並べたへ理屈に、思わず拍手するナーガとガルダ。


「ふっ。なるほど。さすがね、リナ。その言い方ならカドも立たないわ」


「よし！　ではさっそく、ジェフリー殿の再起をかたく信じつつ、このあたりの柱の陰にでも置いてゆこう！」


　言ってガルダはジェフリーを、目立たぬ場所にそっと横たえた。


　よしよし。ジョセフィーヌさんの攻撃は来ないぞ。


　となればあとは時間との勝負。ジェフリーが気づいてやって来るまでに、あたしたち三人でゴルディアスを倒せるかどうか、である。


　倒せればすべて問題なし。あとでジェフリーやジョセフィーヌさんから文句が来ても、『わざわざジェフリーが相手するほどの敵じゃなかった』とか何とか言えばいいのだ。


「行くぞっ！」


『おうっ！』


　ガルダのかけ声に二人が応え、通路の奥に向かってかけ出す。


　かつて扉があったのだろう、大きなアーチをくぐり抜け──


　そしてあたしたち三人は、左右に柱の立ち並ぶ、がらんとした部屋に出た。


　室内に灯ともる、魔法の明りに照らされて、部屋に佇む黒い騎士ひとり。


「──お前には失望したぞ……ガルダ」


　ゴルディアスは静かな口調で言った。


　黒いヘルメットに覆われ、顔は見えないが、声からすると、年齢は、四、五十といったところか。


　その手にはすでに、抜き放たれた黒いバスター・ソードが握られている。


「しかし、お前が裏切ったということは……お前をさえ圧倒した者がいたか。野にはまだ、恐ろしい奴がおるものよな……」


「…………」


　ゴルディアスのことばにも、しかしガルダは黙して語らない。


「まあよい……ともあれ、こうなったからには、このわしが、じかにこの手で引いん導どうを渡してくれるわっ！　出でよ！　鎧どもよ！」


　がぢゃっ。がぢゃりっ。


　ゴルディアスの声に応え、柱の陰から、あるいは魔法の明りの届かぬ闇の奥底から、十数体の鎧が姿を現わした。


「──動く鎧リビング・メイル!?」


「その通り」


　あたしの声に、小さくうなずくゴルディアス。


「──さて──それでは、そろそろはじめるか……」





「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　戦いの口火を切ったのは、ナーガの放った呪文だった。


　その一撃を、ゴルディアスはあっさりとかわし、後ろにいた数体の動く鎧が凍りつく。


　むろん、魔力で動く、動く鎧リビング・メイルに、こんな術でダメージを与えることはできないが、動きを封じることはできる。


　身をかわすと同時に疾るゴルディアス。鎧の重さを感じさせぬスピードで、こちらに向かって突っ込んで来る！


　あとから続く動く鎧リビング・メイルたち。


「ゆくぞ！　ガルダ！」


「おうっ！」


　応えてガルダも突っ込んでゆく！


　突っ込むんぢゃないっ！


　剣と剣とが風を切り、二本の刃やいばがぶつかった！


　ぎぅん！　ぎきぃんっ！


「──くぅっ！」


　ゴルディアスの攻撃を数合、それでもなんとか受けながら、しかしガルダは、じわり、じわり、と圧おされている。


　そして間もなく。


　びぎぃっ！


　剣の差なのか、腕の差なのか。ゴルディアスの一撃を受け、ガルダのバスター・ソードが、半なかば近くからへし折れる！


　その瞬間。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　狙ねらいをつけて、あたしは術を解き放つ！


「ちぃっ！」


　舌打ちをして、大きく後ろに跳ぶゴルディアス。あたしの放った一撃は、その向こうにいた動く鎧リビング・メイルをうち倒す。


　ガルダも数歩、後ろに退り、なんとか体勢を立て直す。とはいえ、剣が半ばで折れた以上、状況はとことん不利である。


　……しかし……たしかに強いぞゴルディアス！　こんなことなら、やっぱし外から竜破斬ドラグ・スレイブでもぶちかましてりゃあよかった！


　なんとかガルダの援えん護ごをしたいが、動く鎧リビング・メイルたちがジャマである。かといって、動く鎧リビング・メイルたちを先に片づけていたのでは手遅れ。


　──となれば──


「ナーガ！」


「何よ!?　リナ!?」


「死んでこぉぉぉぉいっ！」


　叫んであたしは、ナーガを、動く鎧リビング・メイルたちのまっただ中に蹴けり飛ばす！


　ナーガなら、動く鎧リビング・メイルあたりに百回や二百回、どつかれたところで死にはしないだろーから、そちらに動く鎧リビング・メイルたちの注意を引きつけておき、そのスキに、ガルダを援護してゴルディアスを倒す！


　ををっ！　我ながらグッドな作戦！　ナーガの身の安全以外はすべてオーケー！


　作戦通り、動く鎧リビング・メイルたちは、いきなし転がって来たナーガの方にかけ寄って──


「崩魔陣フロウブレイク！」


　その一瞬、部屋がまばゆく輝いた。


「うぉっ!?」


　思わず声を上げるゴルディアス。


　光の消えたそのあとには、おーいばりで胸を張って立つナーガと、あたりに転がる、ついさきほどまで動く鎧リビング・メイルだったもの。


「ほーっほっほっほ！　たかが動く鎧リビング・メイルくらいで、この白蛇サーペントのナーガをしとめようなんて！


　それこそ無理というものよっ！」


　……あいつ……崩魔陣フロウブレイクが使えたのか……


　いわば一種の魔力中和の呪文で、動く鎧リビング・メイルくらいなら、一発で完全無力化できる。


　これで残るはゴルディアスひとり！


　調子に乗ったか、ナーガは、びしぃっ！　とゴルディアスを指さして、


「ふっ！　うまくすれば今ので、鎧の四霊封陣ヴアルマシードは消えたはず！　もはやあなたに勝ち目はないと覚悟しなさいっ！　ほーっほっほっほっほっほ！」


　ひとしきり高笑いを上げた後、やおら呪文を唱えはじめる。


　しかしこの時、ゴルディアスもまた呪文を唱えはじめている。この呪文は──魔風デイム・ウイン。


　強い風を起こす術で、相手の動きをしばし止める程度の力しかないはずだが……


　えーいっ！　考えててもしかたないっ！


　とりあえず、唱え終わった呪文を解き放つあたし。


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


　しかしこの一撃も、余裕でかわすゴルディアス。同時に左手をナーガの方に向け──


「魔風デイム・ウイン」


　ごぅっ。


　まき起こった突風が、ナーガをまともに吹っ飛ばす！　なんとぉっ!?


「ひーあー。」


　ぺち。


　そのまま壁に叩きつけられ、ずりずり崩れ落ちるナーガ。


　魔風デイム・ウインのアレンジ・バージョンか!?　風に指向性を持たせて収束し、ふつうの魔風デイム・ウインの数倍以上の風力を生み出したか!?


　この一瞬の攻防のスキに、ガルダは、倒れた動く鎧リビング・メイルから、ロング・ソードを拾い上げる。これで二対一。数の上ではこちらが有利だが、あたしの見たところ、ゴルディアスはまだ全力を出しきっていない。油断をすれば、負けるのはこちら。


　ゴルディアスは、ふたたびガルダに向かって一歩、足を踏み出し──


「そこまでだぁ！」


　その時。


　部屋に響いたその声は、あたしがいちばん聞きたくない声だった。


　硬い靴音を響かせて、部屋の中に現われたのは、ひょろひょろとした人影ひとつ！


　ああああっ！　ぢぇふりぃぃぃぃぃっ!?　なんだって、よりにもよってこんな時にっ!?


「ゴルディアスとやら！　この僕が相手だ！」


　ひっこめ問題外！


　ゴルディアスは、ぎぎぎぃっ、と顔を動かして、しばしまじまじジェフリーの顔を見つめてから──


「うわわわわわわわわっ!?」


　やおら悲鳴を上げながら、大きく後ろに跳びさがる。


　一体何が起こったのか、落ち着きなく、あたりをきょときょと見回して、


「ジ……ジェフリー！　お前、なんでこんなところにッ!?　……はッ!?　とゆーことは、ジョセフィーヌも来ておるのかっ!?」


　ゴルディアスのことばに、ジェフリーも驚愕の色を浮かべ、


「ああっ！　その声は……パパ！」


　……ぱぱ……ってあんた……


　思わずあたしの目が点になる。


　ジェフリーは、驚きの表情を浮かべたまま、


「……『ゴルディアス』って名前、どこかで聞いたことがあると思ったら……まさかパパだったなんて!?」


「いやそのこれにはいろいろとわけがっ!?」


　マトモに取り乱すゴルディアス。


　と、その時。


『おホホホホホホホホホホホ！あなた！これは一体どぉいうことですの!?』


　まっ暗な部屋の中、どこからともなく響き渡るはジョセフィーヌさんの声！


「ぢ!?　ぢょせふぃーぬっ!?　ま、待てっ！　待ってくれっ！」


　剣を捨て、おろおろあたりを見回すゴルディアス。しかしどこにもジョセフィーヌさんの姿はなく、ただ、暗闇に声がひびくのみ。はっきし言って、ノリはほとんど悪の大魔王。


『おだまりなさいっ！　ムコ養子のくせしてっ！』





　ごげぃん。





　どこからともなく降ってわいた、ウォー・ハンマーの一撃に、うしろあたまを直撃されて、ゴルディアスはまともにノビたのだった。











[image: ]











「……わしは、とある騎士の家に、次男坊として生まれた……」


　あたしとナーガ、そしてガルダに囲まれて、ゴルディアスは、ぽつり、ぽつりと事情を話しはじめた。


　ちなみにジェフリーくんは、身内には話しにくいこともあるだろう、というあたしの説得で席を外してもらっている。


「それで、同じ騎士の家いえ柄がら、このメイルスター家に、ムコ養子として入ったのだが……それがそもそものまちがいだった……


　ジョセフィーヌも、あれで、昔は、気だてのいい美人じゃったんだが……」


『うそつけ』


　思わず声をハモらせる三人。


　かまわず続けるゴルディアス ＝ メイルスター。


「ジェフリーは、騎士としてのセンスも気概も自覚もないわ、女房は日々人間離れしてくるわ……ジェフリーに騎士は向いてない、なんぞと言おうもんなら、すぐさまメイスが飛んでくる毎日……


　そこでストレス解消に、と、黒騎士隊ダーク・ナイツを組織して、あちこち荒らして回る毎日を送っていた、というわけじゃ。


　──わかってくれるな？」


『わかってたまるかぁぁぁっ！』


　あたしたちの放ったトリプル・キックは、まともにゴルディアスのどたまを直撃した。


「そうは言うが、けっこーしんどい毎日なんじゃぞっ！」


「しんどいのはそーぞーつくけど、ちったぁ反省しなさいよっ！」


「そうは言うが、乱暴狼ろう藉ぜきは男の夢なんだぞっ！」


「そーゆー夢を持つなぁぁぁぁっ！　おーっし！　そーゆーつもりならっ！」


　びっ！　とあたしは右手を上に上げ、


「ジョセフィーヌさぁぁぁん！」


『ほホホホホホホホホホホホ！』


「うわわわわわわわわわっ！　ほんとに出たぁぁぁぁっ！」


　あわててその場から逃げ出すあたし。ナーガとガルダもむろん逃げている。


　……まさかっ！　じょーだんで呼び出したのに、ほんとーに出て来るとはっ!?


「……よ……よせっ！　やめろっ！　やめてくれェェェェェエッ！」


　闇の中から現われた、ケバい色したかたまりは、腰を抜かしたゴルディアスをむんずと捕まえて──


『おホホホホホホホホホホ……』


『ひィィィィィわァァァァァァ……』


　笑い声と悲鳴をあとに引き、二人の姿は、闇の奥へと溶け、消えた。


　……こ……コワひっ！　はっきし言ってとことんコワひっ！


「……世の中……面妖なこともあるものよのぉ……」


　あたしの横で、ガルダはしみじみつぶやいたのだった。





　──その後。


　ゴルディアスが一体どうなったのか。それは、誰も知らない。







（それぞれの騎士道：おしまい）















　あとがき



神坂一＋Ｌ　　









作：ちわーっす！　三河屋でーすっ！　スレイヤーズすぺしゃる⑤巻、お届けにあがりましたぁっ！


Ｌ：間にあってます。


作：…………しくしくしくしくしく…………


Ｌ：何はともあれそーゆーことで。


作：こんにちは。神坂一です。


Ｌ：けど、長編が出るもんと思ってたら、いきなし短編になったのね。


作：ぎぎくぅぅぅっ！


　　……い……いやまあ、お話もターニング・ポイントにさしかかって来たからそのなんてゆーか構想とゆーかプレッシャーが……


Ｌ：つまり、早い話が──


作：言うなぁぁぁっ！　お願いやーっ！　その先は言わんでくれぇぇぇぇっ！


Ｌ：ふっ。動揺しとる動揺しとる。


　　……けど、そーかー。そろそろターニング・ポイントかー。


　　と、ゆーことは、あたしの正体公表する日も近い、ってことねー。


　　いやー。月日のたつのは早いもんだわ。ふむふみ。


作：まー確かに。このスレーヤーズもふと気がつけば、本編とすぺしゃる合わせてこれで十一冊目。よくぞここまで来たものよのぅ……しみじみ。


Ｌ：けどふつーそーゆーのって、十冊目とかにしみじみしない？


作：ふっ！　あの時はつい忘れてた！


Ｌ：……で、いまさらのよーにしみじみしてる、と。


作：まーね。


　　いやー。十冊目の『魔道士協会の陰謀』のあとがきじゃあ、第二回スレイヤーズ人気投票の中間発表やっただろ。あれでつい……


　　いやー。あの巻は中間結果だけ書けばよかったから、あとがき書くのはとことん楽だったぞー。


Ｌ：……またそーゆーぐーたらなセリフを……


作：そうは言うけどなー。このあとがきだってけっこー労力使うんだぞー。


Ｌ：そーいえば、こないだ長編二本、並行して書いた時、本編で力つきたのか、あとがきで子ネコの育て方なんて書いたわねー。


作：ぐっ！　あ……あれはっ！　あくまでシュミだっ！


Ｌ：ほほぅぉう。とするとそのうち『シュミのカレーライスのつくりかた』だのとかやりはじめる気なんじゃないでしょーね？


作：……いや……ひょっとしたらやるかもしれん……


Ｌ：あんたねー……


作：そうは言うけど、今まで書いた本の中に、シュミとは無関係に書いたあとがき、ってあったか？


Ｌ：……えっ……


作：お絵描きに怪談に、やってみたかった人気投票。全部が全部、面白半分！　りっぱに作者のシュミ丸出しっ！


Ｌ：……いや、まあ……そういわれてみればそーだけど……


　　ンな胸張って言えるよーなことじゃないような気も……


作：ふっ！　まだまだ甘いな！　わたしの好きな言葉は『面白半分』『人畜無害』あと、『怪しい人物』といったところかっ！


　　ちなみに人生の目標は、『日本一こそこそした小説家』になることっ！


　　縁えん側がわで陽ひなたぼっこしながら、猫を抱えて茶をすするのがオレの夢よっ！


Ｌ：……うれしいのか……それ……


　　けどそーいえば作者あんた、写真をちっとも公表しないけど、それもひょっとして、『こそこそした小説家』としてのポーズなわけ？


作：いや。写真はなんとなくきらいなだけ。


Ｌ：……たんなるわがままヤローか……あんたは……


　　けどそーいえば、各地のＳＦ大会とかで、『神坂一』じゃなくて、本名のほうでこそこそ参加してたわねー。


　　……この本の初版が出るころ、作者のサイン会があるはずだけど、ひょっとしてそれもこそこそ参加するとか……？


作：……どーやって自分のサイン会にこそこそ参加しろと……？


Ｌ：たとえば、『郷く里にの姉ねえちゃんお面』あたりを自作してかぶっていくとか、マスクにサングラスで行くとか。


作：……いや……それって絶対、会場の本屋さんから苦情来ると思うな……


　　サイン会に来てくれたひとたちもおびえるだろーし。


　　作者のイメージづくりとしてはおもしろいかもしれんが……


Ｌ：会場に行くまでに、警察に不ふ審しん尋じん問もん受けそーな気もするけど。


作：くくぅっ！　いいねぇっ！　その『不審尋問』とか『取り調べ』とかいうことばの響きっ！


Ｌ：やっぱし男と生まれたからには、一生に一度くらいは不審尋問受けないと恥はじよね[image: ]


作：……いや……そこまでは思わんが……


　　何かをやらかして不審尋問だの取り調べだのを受ける、ってぇのは誰でもできるけど、それじゃああんまり芸がないし……


　　こんど、取材とかゆー名目で、警察署とか見物に行こうかな……


Ｌ：あいかわらず悪シュミねー。


作：ふっ。だからこそ、こーゆー小説が書けるのは[image: ]


Ｌ：……わかるよーなわからんよーな……


　　何はともあれ、とっとと次を書きなさいよ。


作：うっ！　いきなり現実へ戻ったなっ!?


　　……な……な……何はともあれ、なるべく次も早く書くよーにしますのでっ！


　　そーゆーことで、それではみなさん、今回はこのあたりにてっ！


Ｌ：またいつか！







あとがき・おしまい
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